
    
      
        
      
    

  
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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口絵・本文イラスト　三嶋くろね



































序章　凶きよう兆ちようを告げる鐘かねの音









　鐘しよう楼ろうの鐘が、荘そう厳ごんなる音色を奏で、天を高らかに震ふるわせていた。

　仰あおぎ見みるに高き天てん井じようには、双ふた子ごの天使を戯ぎ画が的に表わしたステンドグラス。

　地を照らす眩まばゆき陽の光は、その聖なるステンドグラスを通して、静せい穏おんで神秘的な光へと昇しよう華かされ、薄うす暗ぐらい礼拝堂内に優しく降り注いでいる。

　奥の内ない陣じん部には、豪ごう奢しやな祭さい壇だん。

　その周囲には無数の金の燭しよく台だいが並んでいる。無数の蠟ろう燭そくに火が灯され、息い吹ぶきのような微かすかな空気の動きが、霊れい妙みようなる光と闇やみの陰いん影えいを揺ゆらめかせている。

　階下より響ひびきて耳じ朶だを打つは、パイプオルガンの旋せん律りつと、聖歌隊の清せい廉れんなる歌声。

〝主をア褒めよ・レ讃えよルヤ〟──賛美の音色は、魂たましいに直接染み入るかのようだ。

　此処ここは、自由都市ミラーノ。ティリカ＝ファリア大聖堂、第七礼拝堂。

　そこの奥の祭壇前に、今、一人の男が佇たたずんでいた。

「……〝聖なるかな。聖なるかな。遍あまねく全てを神の栄光の為ために〟」

　男は、祭壇に聳そびえ立つ十字の聖印へ向かって、静かに黙もく禱とうをしながら唱えた。

「〝全ての事は許される。されど、全てが益になる所以ゆえんには為らず。全ての事は許される。されど、全てが我らを造物するに非ず〟」

　誰だれへともなく、唱えた。

　それはエリサレス新約聖書の一節──即すなわち、主の言葉である。

「〝故に、遍く人の子らよ。己が利得より他者の利得を尊び求めよ。何故ならば──〟」

　そして、男はフロックコートをばさりと翻ひるがえし、祭壇に背を向ける。

　山やま高たか帽ぼうを深く被かぶり直し、そっとその場を後にする。

「〝この世、天と地、遍くそこに充みち満ちている物は──神の物であるが故に〟」

　最後にそう聖句を括くくって。

　口元に薄うすく、冷たい微び笑しようを浮うかべて。

　男は、そっと礼拝堂を後にする。

　ある種、聖者のような崇すう高こうなる意志をその背に漲みなぎらせ、男は去って行く。




　振ふり返ることなく、去って行く──








第一章　選ばれし者達









「ぁああああーーッ！　面めん倒どう臭くせぇ！」

　快晴の大空に、グレンの嘆なげきと叫さけびが吸い込まれていった。

　広こう漠ばくとした楕だ円えん形フィールドを、階段状の観客席がぐるりと囲むこの場所は、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の魔術競技場。

　観客はほとんどなく、今は閑かん散さんとしている。

　だが、フィールド上には、複数人の生徒達の気配があり、皆みな、一心不乱に魔術の鍛たん錬れんに励はげんでいた。

　彼らは、帝国の三大魔術学院から選せん抜ばつされた、魔術祭典帝国代表選手団。

　来たるべき魔術祭典の開かい催さいに備えて、特別合宿が組まれ、今、選手に選ばれた生徒達は特訓と最終調整に励んでいるのだ。

「だ・か・ら！　なんで！　俺が！　こいつらの総そう監かん督とくを務めにゃならんのよ!?」

　グレンが、頭をがしがしと搔かきむしりながら、ぼやき続ける。

「まったく、上の連中は何考えてんだぁ!?」

「あはは……皆、先生に期待しているんですよ。だって、先生の実績、凄すごいですから」

　そんなグレンを、隣となりに佇むルミアが宥なだめる。

　ルミアは、陽光をきらきらと跳はね散らすふわふわの金きん髪ぱつを搔き上げ、優しい天使のようなその面立ちに苦笑いを作って言った。

「魔術競技祭では二組を優勝に導きましたし、マキシム先生との生存戦でも、私達を勝利させてくれましたし」

「俺の手て柄がらじゃねぇえええええッ！」

「それに、暗殺者から女王陛下を救ったり、《炎ほのおの船》からフェジテを守ったり、スノリアを滅めつ亡ぼうから救ったり……今の先生って、もうすっかり帝国の英えい雄ゆうですから」

「全部成り行きと偶ぐう然ぜんなんだよぉおおおおおーーッ!?」

「私も、帝国代表選手団のマネージャーの一人として、一いつ生しよう懸けん命めい、先生のお手伝いをしますから……だから、そう腐くさらないでください。……ね？」

「むぅ～……」

　ルミアにそうまで言われてしまっては、グレンもふて腐れたように押おし黙だまるしかない。

　魔術祭典。

　かつて、北セルフォード大陸で定期的に行われていた魔術競技大会である。

　参加各国から優れた若手魔ま術じゆつ師し十名で構成された代表選手団を出場させ、魔術的な試練で競い合わせ、頂点を決める世界的な祭典だ。

　北セルフォード大陸の主要国家である、アルザーノ帝国とレザリア王国の冷戦状態が深刻化するにつれ、近年の開催は見送られ続けていたのだが、今回、様々な政治的思おも惑わくから、ついに何十年ぶりかに開催が決定したのである。

（……で、魔術祭典に参加する帝国代表選手団を選抜したのはいいんだが……なんで、その総監督が俺なんだ!?　役者不足にも程があるわ！）

　話に聞けば、政府上層部でも、総監督にグレンを推す声が結構出たらしい。

　おまけに、あの女王陛下が二つ返事でそれを了りよう承しようした……とかいう噂うわさもある。

　世界など、自分には過ぎた舞ぶ台たいだと思っていたのだが……どうも上は、買い被かぶってくれてしまっているようであった。

「あ、もうすぐ休きゆう憩けい時間ですから、私、皆に配るお水の用意をしてきますね？」

　そう穏おだやかに微笑んで、去って行くルミア。

（はぁ～、そろそろ覚かく悟ご決めねえといけねーのかなぁ？）

　そんなルミアの背中を、グレンは溜ため息交じりに見送っていた。

　無限ループの帝国代表選手選抜会から早二週間。

　総監督に選ばれたグレンは、帝国選手団の実力の底上げ、魔術祭典で行われる試練の予想と対策、他の国の選手団の研究、等々……想像を絶する激務に忙ぼう殺さつされていた。

　選手団のマネージャーに立候補したルミアは、そんなグレンを健気に支えてくれている。

　その献けん身しんぶりは、下手をすれば、グレンより忙いそがしく働いているほどだ。

（ここまで尽つくしてもらって、まーだグズってんのも、正直、格好悪わりぃしな……）

　やれやれ、と溜め息を吐つき、グレンは顔を上げた。

「ほら、そこ！　また遅おそい！　貴方あなた達、とにかく判断が遅いのよッ！」

　そこには、選手団の魔術戦インストラクターに選ばれたイヴの指導の下、生徒達が必死に訓練をしている光景が広がっていた。

「イヴのやつも、すっかり馴な染じんでるな……あの手柄キチの冷血ヒス女がねぇ……」

　赤く燃え輝かがやくような髪かみを揺らして、手取り足取り体当たりの指導を続けるイヴ。

　そんな彼女の横顔を、グレンは遠くぼんやりと眺ながめる。

　他者を拒きよ絶ぜつするような鋭するどい美び貌ぼうは相変わらずだが、熱心な指導によって上気した頰ほお、厳しくも優しく生徒達を見守る目、薄く微笑む唇くちびるは、イヴであることを差し引いても魅み力りよく的だ。軍に居た頃ころよりもよほど生き生きとしている。

　まぁ、それは置いといて。

「しっかし……なんつーか……本当に凄い面メン子ツが集まったな……」

　グレンは、鍛錬に励む代表選手の生徒達を、順々に見み渡わたしていった。

　まず目に入ったのは──

「おら、行くぜ！　フランシーヌぅううう！」

「おーっほっほっ！　かかって来いですの！」

　向こうのフィールドで、模も擬ぎ魔術戦の手合わせをしているコレットとフランシーヌだ。

　彼女達は、聖リリィ魔術女学院からの代表選手である。

「はぁああああああーーッ！」

　コレットは地を蹴けって、稲いな妻ずまの漲る拳こぶしをフランシーヌへ鋭く繰くり出していく。

　野生の勘かんとも呼ぶべきか、コレットの近接格かく闘とう戦のセンスは抜ばつ群ぐんだ。

　貴族の嗜たしなみとして、幼い頃から鍛錬していたらしい古式拳けん闘とう術を主体に、魔闘術ブラツク・アーツと呼ばれる魔術を拳けん打だに乗せる技を得意としている。

　身体能力強化の術も大得意で、代表選手団の頼たよれる前衛だ。

「うーむ、凄すげぇ。現時点ではともかく、将来的には、完全に俺の上位互ご換かんだよな」

　グレンが、フランシーヌを攻せめ立てるコレットを感心したように眺めていると……

「なんの！　甘いですの！」

「う──ッ!?」

　対するフランシーヌは突つっ込こんでくるフランシーヌの前に、次々と鬼ウイル・オ火・ウイスプを瞬速召喚フラツシユで展開し、コレットの突とつ進しんを妨ぼう害がいする。

　フランシーヌは召喚術、特に精せい霊れい系の召喚を得意としている。雪の精スノー・ホワイトや鬼ウイル・オ火・ウイスプなど、手持ちの契けい約やく精せい霊れいの数は、最早、学生とは思えないほど豊富だ。

　そして、なによりも──

「《鏡覗のぞくは我・映るは汝なんじ・我等表裏に在りて・真理目指す輩ともがら》──ッ！」

　フランシーヌが呪じゆ文もんを叫び、虚こ空くうに開いた門より降臨する白い天使。

　マルアハ──術者の魂を映して顕けん現げんする魔術的従者だ。

　召喚されたマルアハが翼つばさを広げて飛ひ翔しようし、細剣レイピアを振るってコレットへ襲おそいかかる──

「ったく……学生が習得してていい術じゃないんだけどなぁ、アレ」

　グレンが半眼で呆あきれたように、そんな光景を眺めていた。

　マルアハは言わば、自分自身の心の側面ペルソナだ。自分自身であるがゆえに、ダメージは本体にフィードバックするが、自分自身であるがゆえに、召喚のリスクやコストがほぼ０だ。

　元々、ある種の悟さとりを得た賢けん者じやが、長い修行の果てに開かい眼げんするような術なのだ。

　この若さで、魔闘術ブラツク・アーツにマルアハ召喚術……まったく恐おそろしい才がいたものである。

「まぁ、二人とも熱くなると周りが見えなくなるのが、玉にきずなんだが」

　ちゅっどおおおおおおおんっ！

「おわぁあああああ!?」

「きゃああああああああああ──ッ！」

　予めフィールド上に障害物として仕し掛かけられていた魔術罠マジツク・トラツプに仲良く引っかかり、吹ふき飛んでいくコレットとフランシーヌ。

　グレンは肩かたを竦すくめながら、次の生徒を探して、視線を滑すべらせる。

　すると、そこには、フィールド上に木々や岩、壁かべ、崖がけ、起き伏ふくなどといった様々な障害物が設置されたコースがあって──

「ふ──ッ！」

　見るだけでうんざりするそのコースを、一人の少女が、ほれぼれとするような軽やかな体術で、素早く踏とう破はしていく姿があった。

　同じく聖リリィ組からの代表者、ジニーだ。

　身体能力強化の術でその身軽さにさらなる磨みがきをかけ、襲いかかってくる数々の罠わなを、手しゆ裏り剣けんで次々と処理して、突き進すすんでいく。

（シノビの里出身ってのは、伊だ達てじゃねーな……）

　ジニーの魔術能力は然さ程ほど高くないが、元々習得していたシノビの技を、魔術で補強する形で使用し、独特の強さを確立している。

　選手団随ずい一いちのくせ者とでも表現すべきか。気配隠かくしや姿隠しなどの隠おん形ぎよう術、不意を突いて敵を仕留める暗殺術、毒の知識、潜せん入にゆうや解かい錠じようなどの盗とう賊ぞく技能もピカ一だ。

「忍にん法ぽうとかいう、魔術に依よらない技……状じよう況きよう次第じゃ、ブッ刺ささるだろうな……」

　そんな雑感と共に、グレンはさらに視線を滑らせる。

「まずは私が行きます！　二人は合わせてください！」

「ふん、やれやれだぜ」

「……了りよう解かい」

　そこには、人の背せ丈たけの倍はある訓練用ゴーレムに対たい峙じする、三人の生徒がいた。

「《吠ほえよ風霊れい》──《吠えて轟とどろけ》！」

　先せん陣じんを切って、呪文を唱えたのはアルザーノ帝国魔術学院からの代表選手、リゼだ。

　黒くろ魔ま【スタン・ボール】を三度、同シンク時ロノ起ス・動ブートして放つ。

　圧縮空気弾だんが三発、弧こを描えがいてゴーレムに着ちやく弾だん。

　壮そう絶ぜつな音と振しん動どうが大気を轟かせてゴーレムを殴なぐりつけ、その動きを鈍にぶらせる。

　──と、同時に。

「はぁあああああああ──ッ！」

　リゼは細剣レイピアを構え、疾しつ風ぷうのように突進していた。

　全身に激風を纏まとって加速するその術は、黒魔【ラピッド・ストリーム】だ。

　風の加速に任せて、リゼが細剣を振ふるう。

　細剣には、黒魔【ウェポン・エンチャント】で魔ま力りよくが高密度で付呪エンチヤントされ、堅かたいゴーレムの身体に易々と突き立ち、切り裂さいていく。

　その剣けん技ぎも、学生のものとは思えないほど、実に華か麗れいに完成されていた。

「流石さすが、三年次の首席……あいつは生きつ粋すいのオールラウンダーだな」

　器用貧びん乏ぼうではなく、器用万能というべきか。

　リゼはやや非力だが、近接戦せん闘とうも、魔ま術じゆつ戦も、非常に高いレベルでこなせる。

　習得している呪文も、攻性呪文アサルト・スペルから法医呪文ヒーラー・スペルまで、数も種類も豊富、咄とつ嗟さの機転や応用力もあり、状況対応力や柔じゆう軟なんさなら選手団随一だろう。

　そして、そんなリゼが作ったゴーレムの隙すきに──

「うぉおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　すかさず横合いから飛び込み、片手半剣バスタード・ソードを叩たたき込んだのは、ジャイルだ。

　魔術師らしからぬ大おお柄がらで鍛きたえ上げられた体格、厳つい強面の顔に違たがわず、自己強化系の魔術を主体とする、生粋の前衛盾たて役兼けんパワー・ファイターである。

　ジャイルの剣は振り下ろされたゴーレムの腕うでを完全に破は壊かいし、吹き飛ばす。

　剣技自体は我流だが、それを補って余りある破壊力が、ジャイルの剣にはあった。

　素の身体能力は、選手団中随一。精神防ぼう御ぎよ力もトップクラス。

　おまけに、自己防御系、特に白しろ魔ま【ボディ・アップ】や黒魔【トライ・レジスト】の技量は随一で、ジャイルはとにかくタフで頑がん健けんだ。

「ちっ……うぜぇ！」

　だから、あのように、振り下ろされたゴーレムの豪ごう腕わんを、空いている片手で受け止める……などという離はなれ業わざもやってみせる。

　どんな状況だろうが、最後まで二本の足で立ってみせるのがジャイルだろう。

「つか、ホント……マジで何者なの？　アイツ。本当に、ただの不良学生なの？」

　グレンが感心しつつも呆れていると、さらに状況は動いた。

「ふん……出来ましたよ、二人とも。離れてください」

　後方で戦せん況きようを眺めていた少年が、眼め鏡がねを押し上げながら、淡たん々たんと言った。

　二年次生二組から代表選手に選ばれた、ギイブルだ。

　ギイブルの合図と共に、リゼとジャイルが素早く跳とび下がる。

　その瞬しゆん間かん、ゴーレムの足下に、猛もう烈れつな凍気が駆かけ抜ぬけ、氷ひよう柱ちゆうが無数に突き立つ。

　ゴーレムの足は完全に氷ひよう塊かいに貫つらぬかれ、閉じ込められ、動かなくなってしまう。

　黒魔【フリーズ・フロア】──ギイブルが密かに仕掛けた魔術罠マジツク・トラツプであった。

「後は任せましたから」

　仕事は終わったとばかりに、ギイブルは背を向ける。

　実際、動きを封ふうじられたゴーレムなど、リゼとジャイルの敵ではなく、勝負はあっさりとついてしまうのであった。

　結果としてこの一戦、ギイブルは最小労力で最大貢こう献けんをしたことになる。

「ったく、相変わらずスカした野や郎ろうだが……やるじゃねーか」

　グレンはそんなギイブルを、苦笑いで眺める。

　魔術師としてはわりと色物が多い帝てい国こく代表選手団の中、もっとも正当派な魔術師であるのが、このギイブルだろう。

　これまでの弛たゆまぬ努力の賜たま物ものか、魔術知識や習得呪文数はトップクラス。

　グレンの教えである、〝魔術師の強さは手札の強さではなく、切り方〟を愚ぐ直ちよくなまでに実じつ践せんする頭脳派でもある。

　身体能力面にやや不安があるが、追い詰つめられた状況で、冷静に逆転の一手を見いだせるのは、代表選手団の中では、他でもないギイブルのはずだ。

「今、イヴに指導受けてるハインケルも、遠えん距きよ離りからの支し援えん火力役としては、学生離ばなれしてるしな……」

　グレンがちらりとそちらに目を向ければ、ハーレイの担任クラスである二組から選せん抜ばつされた生徒、ハインケルがいた。

　イヴの指導の下、長身瘦そう軀くで寡か黙もくな少年は、炎ほのおの魔術で次々と的のゴーレムを爆ばく破は炎えん上じようさせている。ハインケルは魔力制せい御ぎよの感覚に優れているらしく、遠距離からの面制圧系攻性呪文アサルト・スペルの操作に一日の長があるようだ。

　近きん距きよ離り魔術戦も高いレベルでこなし、懐ふところに入られても足手まといにはならない。

　後方支援役として、ハインケルは頼れる存在となるはずだ。

「ったく、どいつもこいつも凄ぇ連中ばっかりだぜ……俺の立つ瀬せがねえよ」

　この代表選手団のメンバー達は、将来的には魔術師としてグレンを大きく超こえるだろうことを、グレンはすでに確信している。

　手本となるべき教師の身としてはもう、苦笑いするしかない。

「だけど……さらに規格外な連中がいるから困る」

　そして最後に、グレンは目を背けたかった、そっちに目を向けた。

　そこの決けつ闘とう戦フィールドでは、二人の生徒が呪文の応おう酬しゆうをひっきりなしに続けている。

「そこです！　《大いなる風よ》──ッ！」

　クライトス魔術学院からの代表選手レヴィンと──

「甘いわ！　《秩序在れキヤンセル》！　──《大気の壁よ》──ッ！」

　この帝国代表選手団のメイン・ウィザードに選ばれた少女、システィーナだ。

　二人は、そこで他の選手達とは一線を画す魔術戦の手合わせを繰くり広げていた。

「流石！　やりますね、システィーナッ！　あの状態から間に合わせるとは！」

「まだまだ、もらうわけにはいかないわ！」

「ならば、これならどうでしょう!?　《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

「な!?　危なッ!?　それ、二反響唱ダブル・キヤスト!?　覚えたの!?　いつの間に!?」

「ええ、イヴ先生の指導のお陰かげでね……」

「くっ、仕方ないわ……こっちも切り札を使わせてもらう──わ！」

「──クッ!?　い、今のは時間差起動デイレイ・ブート!?　まさか、貴女あなた、すでに予唱呪文ストツクを!?」

（な　ん　な　ん　だ　あ　い　つ　ら　ッ　!?）

　グレンは頭を抱かかえて天に向かって吠えたい気分であった。

　使っている呪じゆ文もんこそ【ショック・ボルト】などの初等呪文だが、使い方が高度過ぎる。

「あのなぁ！　二反響唱ダブル・キヤストも、予唱呪文ストツクの時間差起動デイレイ・ブートも、軍で数えるほどの連中しか使えない超ちよう高等技術なんだぞ!?　お前ら学生の分際でポンポン使うんじゃねぇ!?」

　他者を懸けん絶ぜつするとてつもない才を持つ、レヴィン。

　そして、さらに大きくその上を行く、システィーナ。

　時代の寵ちよう児じとは、こういう連中を言うのだろう。

「ったくよぉ……」

　この奇き跡せきのような粒つぶぞろいの精せい鋭えい。

　これ、俺達帝国チームあっさり優勝しちゃうんじゃね？

　グレンがそんなことを半眼で考えていると……ふと気付く。

「あれ？　そいえば、あいつ、どこ行った？　あの問題児は……」

　と、その時だ。

「たたた、助けてくださぁい、グレン先生ぇ～～～ッ！」

　グレンの背後から、そんな情けない悲鳴が迫せまってくる。

　やれやれ、またか……グレンが溜ため息を吐つきながら振り返ると、案の定、そこには件くだんの問題児の姿があった。

「もうダメぇ！　死ぬぅ……死んじゃいますぅ～～～ッ！」

　その問題児が、ばずっ！　とグレンに抱だきついてくる。

　アルザーノ帝国魔術学院の制服を着た女子生徒だ。制服のリボンの色から判別するに、システィーナより一つ下……一年次生である。

　仄ほのかに桃もも色いろがかった、色素の薄い髪かみの少女だ。エリサレス教の熱心な信者なのか、胸元には十字の聖印が下がっている。

　抱きしめれば、すっぽりと腕の中に収まってしまいそうな、華きや奢しやで小こ柄がらな身体つき。

　未だ童女のような幼さを残しながらもよく整った顔立ち。肌はだは絹のように白く滑なめらかで、頰ほおはぷにぷにと柔やわらかく、鼻は小さくとも筋がすっきり通っている。その大きな瞳ひとみは、まるで兎うさぎの目のようにくりくりと可愛らしく、小動物的だ。

　そんな少女が、その大きな瞳いっぱいに涙なみだを溜めて、まるで久々に飼い主に再会した愛あい玩がん動物のように、グレンに縋すがり付いてくるのであった。

「やれやれ……まーた、お前か、マリア」

　グレンは抱きついてくる少女の頭を、うんざりしたように見下ろす。

　彼女の名は、マリア＝ルーテル。

　アルザーノ帝国魔術学院の一年次生にして、帝国代表選手団に選抜された少女。

　一年次生で選ばれるだけあって、卓たく越えつした魔力容量キヤパシテイを誇ほこり、中でも白魔術の腕うで前まえは学生離れしたものがあり、密かに注目を集めていた才女だ。

　だが、一年次生であるがゆえに、マリアは体力面や戦闘経験で劣おとっている。

　よって、この強化合宿でマリアに課せられた課題は、基き礎そ体力訓練や魔術戦の地稽げい古こなど、ド地味で、とてつもなくキツいメニューが主体となっている。

　それゆえに──

「だって、死んじゃう！　死んじゃいます！　身体能力強化を維い持じしたまま、フィールド百周だなんて、私に死ねと!?　酷ひどいですよぅ！」

　こうやって頻ひん繁ぱんに音を上げて、グレンに泣きついてくるのであった。

「もう、精も根も尽つき果てました……これ以上やるなら死んだ方がましです、死にたい」

「ったく、やる気ねーな!?　お前、なんで代表選手団に志願したんだよ!?」

「だって、だってぇ～～ッ！」

「お前がサボってると、俺がイヴに燃やされるんだよ!?　燃えたくないから、さっさと戻もどりやがれ！　そして、死ね！」

「そ、そんなぁ～～～～ッ！」

　すると、マリアはグレンから離れ、打ち拉ひしがれたようにがっくりと崩くずれ落ちる。

「か弱い女の子に対して、なんて冷たい仕打ち……うぅ……これがずっと憧あこがれていた英えい雄ゆうの先生の正体だったなんて……ああ、世はなんて無情な……」

　そして、マリアは目を閉じ、胸元で手を組んで十字の聖印を握にぎりしめ、足を真っ直ぐ揃そろえて仰あお向むけになった。

「〝主よ、主よ、どうしてお見捨てになられたのです？　せめて我が御み霊たまを、汝なんじの身許に……真に、かくフアーあれかし・ラン〟」

「ウゼェエエエエエエエエエエエーーッ!?」

　チラッチラッと薄うす目めを開けてグレンを見てくるマリアに、そう叫さけぶしかない。

「あ、神は言ってます。こんなか弱い女の子を見殺しにした先生は、地じ獄ごくに落ちます」

「よーし、わかった。地獄に落ちてやる。だから、お前を埋うめてやる」

「きゃあああああああああ!?　た、助けてぇえええええええーーッ！」

　寝ねているマリアを押おさえつけ、土を被かぶせていくグレン。

　涙目で暴れるマリア。

　と、そこに……

「あはは、先生。その辺にしてあげませんか？」

　大きなケトルに水を汲くんだルミアが、ちょうど戻って来ていた。

「こう見えて、マリアさん、すっごく真面目に頑がん張ばってましたよ？　課せられたノルマ以上に一いつ生しよう懸けん命めい……それに、ほら、先生も知っていますよね？」

「いやまぁ、知ってるけどよ……なんか、こいつ、ノリが腹立つ！」

「もう先生ったら」

　頰を引きつらせるグレンを見て、ルミアがくすりと笑う。

「少し早いですけど、休きゆう憩けいにしたらどうですか？　あんまり根を詰めてもですし」

「ったく、しょーがねえなぁ。わぁーったよ、休憩にすっか……」

　途と端たん。

「ルミア先せん輩ぱいぃ～～～ッ!?　大好きですぅ～～～ッ！」

　大歓かん喜きして速そつ攻こうで立ち上がり、ルミアの両手を取ってブンブン上下に振ふるマリア。

「お前、超元気じゃねえか」

　そんなマリアの現金すぎる姿に、グレンは深い溜め息を吐くのであった。




　そんなこんなで、一同は休憩時間に入った。

「お疲つかれ様、先生。はい、お水です」

「お、サンキュー」

　代表選手達一人一人に水を配ったルミアが、最後にグレンに水を持ってくる。

　グレンは、水入りのカップをルミアから受け取ると、傍かたわらに設置されていたベンチに腰こし掛かけ、一気に呷あおった。

　グレンも生徒達への指導で色々身体を動かし続けていたので、冷たい水は渇かわいた喉のどに染み渡わたるように美味おいしかった。

「ふぅ～～、生き返る……」

「ところで……どうですか？　皆みなの調子は？」

　ルミアがグレンの隣となりにちょこんと腰掛けながら聞いてくる。

「ああ、良い仕上がりだと思うぜ？」

　フィールドのあちこちで休憩している生徒達を順に眺ながめながら、グレンは言った。

　そして、グレンはちらりとシスティーナを遠目で追う。

「システィ！　システィ！　やっぱり、システィは凄すごいね！　格好良かった！」

　そこでは、クライトス校の女子生徒エレンが頰を上気させ、嬉き々きとしてシスティーナの世話をしていた。エレンもルミア同様、マネージャーとして参加しており、選手達のために細かな雑務を行ってくれているのだ。

　もっとも──

「はい、システィ、お水！」

「ふふっ、ありがとう、エレン」

「システィのために、レモンの砂糖漬づけ作ったの！　良かったら食べて」

「あ、本当だ！　これ、疲れに効くのよねぇ。わざわざありがとうね」

　──エレンはシスティーナが好き過ぎて、最早、システィーナ専属になりつつあるが。

「午後からもシスティが全力で訓練できるように、私、マッサージしてあげるね！」

「え!?　いいわよ、そんなの！　悪いから──」

「遠えん慮りよしないで、私がシスティにやってあげたいの。だから、ほら横になって……」

「ひゃ!?　も、もう、エレン、ちょっと強引……」

「あはは、行くよ、システィ……」

「きゃん!?　ちょ、エレン!?　どこ触さわって!?　そ、そこは……あ、あんっ!?」

「ああ、システィ……システィの肌ってやっぱり綺き麗れいだね……」

　──なんか、システィーナが好き過ぎて、危険領域に達しつつあるような気がするが。

「……まぁ、いいだろ」

　先の無限ループの代表選手選せん抜ばつ会の黒幕であり、被ひ害がい者しやでもあったエレン。

　あの時の絶望に打ちのめされ、壊こわれかかっていたエレンと比べれば、今のエレンは遥かに健全だ。何千回ものループで培つちかった絶大な力も経験も、エレンはその全てを失ってしまったが……あんな風に幸せそうに笑っている方が、余程良い。

　システィーナの父レナードの手引きで、虐ぎやく待たいを受けていたクライトス本家の実家から離はなれ、近々、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院へ長期留学することも決まっている。

（ま、全てが良い方向へと向かっている──）

「はぁー……はぁ……んうっ!?　だっ！　ダメぇ……エレン、そこはぁ……あっ！」

「……システィ……あぁ、システィ……」

（──向かっているんだよな!?　大だい丈じよう夫ぶなんだよな!?）

　うつぶせに寝そべるシスティーナを組み敷しき、切なげな吐と息いきを漏もらしながら妖あやしく絡からみつくエレンの姿に、グレンは頰を引きつらせるしかない。

（あの好感度の異様な高さ……エレンのやつ、少しループの記き憶おく残ってるんじゃね!?　ていうか、誰だれか止めろよ!?）

　とまぁ、色々と問題はあるような気はするが。

「ま、まぁ、余よ所その国のレベルがどれほどか知らんが……こいつらなら世界を舞ぶ台たいにしても、かなりいい線までいくんじゃねーか？　と思うぜ」

　素直にそう思いながら、グレンはルミアに微笑ほほえみかけた。

「よかった！　ふふっ、システィ達の世界を舞台にした活かつ躍やく……今から凄く楽しみ」

　すると、ルミアはまるで自分のことのように嬉うれしそうに笑うのであった。

「お前もありがとうな。お前のお陰かげで、色々と円えん滑かつに回ってる」

「そんな……私がやりたいからやっていることですから」

　グレンの言葉に、ルミアははにかむように微笑んで、やや遠くを見る。

「それが凄すげぇんだよ。そもそも、自分に関係のねーことで、力になるってことが、人間なかなか出来るもんじゃねー」

　グレンは素直に賞賛しながら、空を仰あおぐ。

「大したやつだよ、お前は」

「…………」

　すると、ルミアがしばらくの間、押おし黙だまり……

　……やがて、意を決したように口を開いた。

「……ねぇ、先生。以前、私が言ったことを覚えていますか？」

「なんだ？」

「その……〝魔術を真の意味で人の力にしたい〟って」

　それは今となっては懐なつかしい。グレンとルミアが出会ったばかりの頃ころの話だ。

　当時、やる気のない非常勤講師だったグレンが、柄がらにもなく感かん銘めいを受け、心を入れ替かえる切きつ欠かけとなった言葉。

　だが、今ならば、わかる。ルミアのあの言葉の真意は──

「もちろん、かつて私を助けてくれた〝誰か〟のために……という思いも間ま違ちがいなくあったと思います。でも、本当は私、〝いい子〟になりたかっただけなのかもしれません」

「…………」

　思わず押し黙るグレン。

　そう、ルミアは、廃はい嫡ちやくされたアルザーノ帝国王女──れっきとした王家の系けい譜ふだ。

　異能者であるがゆえに、様々な政治的理由で存在を抹まつ消しようされた、廃はい棄き王女なのだ。

　本来、存在しているだけで他者の迷めい惑わくになりかねない。

　だからこそ、〝いい子〟であらねば、ならなかったのだ。自分を犠ぎ牲せいにして他者を立てる、誰もが認める〝いい子〟であらねばならなかったのだ。

　そんな後ろ向きな理由による〝いい子〟が、かつてのルミアだったのだ。

「だが、ルミア。それは──……」

　思わずグレンが、何事かを反論しかけると。

「大丈夫ですよ、先生。私、わかってますから。心配しないでくださいね」

　ルミアは悪戯いたずらっぽく笑ってウィンクし、人差し指を唇くちびるに当てた。

「確かに私は、〝いい子〟になろうとしていましたけど……でも、やっぱり、それだけじゃなかったってこと……時間はかかりましたけど、ちゃんとわかりました」

「……ルミア」

「それに、先生やシスティ、リィエル……そして、学院の皆に救われて……私、気付いたんです。誰かのために戦う、生きるって……やっぱり、とても素晴らしいことだって」

　そう言って、風が悪戯する柔やわらかな髪かみをかき上げ、空を見上げるルミア。

　その横顔は……なんだかとても大人びていた。

「先生。私も……誰かのために生きようと思います」

「！」

「もちろん、それは〝いい子〟になりたいんじゃくて……誰かのために生きるって、自分も、皆も幸せになれる素敵なことだと思うから」

「…………」

「まだ具体的な道はわかりません。前に言ったように、魔術を真の意味で人の力にすることで、誰かのために生きるのか……それとも他の道もあるのか。今、一生懸命考えているところです。それでも……誰かのために生きようと思います」

　グレンはそんなルミアの横顔を、尊い物を見るかのように、見つめ続ける。

　すると、ルミアは急に気き恥はずかしくなったのか、ぽっと顔を赤らめ、俯うつむいてしまう。

「なんか、その……急に色々語ってしまってすみません……もの凄く回りくどくなってしまいましたが……その道を探すために、今は、色んなことを勉強して、色んな経験をしたくて……だからその……今、こうしているのも、結構、自分勝手な理由なんです……もちろん、皆のために自分の出来ることをしたいというのもありますけど……」

「…………」

「だから、私、先生に褒ほめてもらえるような子じゃないんです。だから、先生は遠慮なく私をこき使ってください……私、頑張りますから……だから……」

　ルミアが俯きながら、そんなことを、あせあせとまくし立てていると。

「……変わったな」

　グレンは穏おだやかな笑みを浮うかべながら、ルミアの頭をくしゃりと撫なでていた。

「え？」

「やっぱ、お前、変わったよ。……前より何百倍も良い女になった」

「……え？　ぇえええ……ッ!?」

「ぶっちゃけ、将来、お前を娶めとる野や郎ろうを呪のろい殺してぇ」

「ええっ!?　せ、先生!?　そ、そ、それは一体、どういう……ッ!?」

　朗ほがらかな笑顔で物ぶつ騒そうなことを言うグレンとは裏腹に、ルミアは顔を真っ赤にしてひたすら動どう揺ようしていた。

　そんなルミアを尻しり目めに、グレンは空を仰ぐ。

（そうだ……皆、変わる……変わっていく……）

　ルミアも、システィーナも、リィエルも。クラスの生徒達も。

　皆、未来を目指して少しずつ、変わっていく。成長していく。

（俺は、どうなんだ……？）

　確かに以前と比べたら前向きになった。色々と吹ふっ切ることができた。

　だが、正義の魔ま法ほう使つかいにかけた夢は、いつまで経っても煮にえきらず、さりとて忘れることも出来ず、未だ宙ぶらりんのままだ。

　ちょっと偶ぐう然ぜんと成り行きで、色んな手て柄がらを重ねて英えい雄ゆうなどと呼ばれても虚むなしいだけ。

　別に、グレンは英雄になりたかったわけではないのだから。

（ひょっとしたら、俺……本質的には何も変わってないのかもしれねーな……）

　今は、教師というやるべきことがあるから、前に進めるが……もし、教師ではなくなったその時、俺は前に進めるんだろうか？

（……セラ……俺は……）

　グレンが蒼そう穹きゆうの空の彼方かなたに、懐かしい誰かの顔を幻げん視ししていた……その時だった。

「せ～～んせいっ！」

　突とつ然ぜん、耳を貫かん通つうした甲かん高だかい声が、なけなしの感傷をブチ壊しにしていた。

「って、お前……」

　グレンが呆あきれたように視線を横よこ滑すべりさせると、そこに立っていたのはマリアだ。

　マリアは、グレンを挟はさんでルミアの反対側に無ぶ遠えん慮りよに座ると、グレンの肩かたに頭を乗せて馴なれ馴れしく体重を預ける。

「もぉ～～ッ！　まぁた、ルミア先せん輩ぱいとイチャイチャしてぇ～～ッ！」

「誰がイチャイチャだ、誰が」

「少しは私ともイチャイチャしてくださいよ～っ！」

「ガキに興味はねえよ」

　苦笑いするルミアの視線を感じながら、グレンは深い溜ため息を吐つく。

　どうもこのマリア＝ルーテル……最初からやけにグレンに対する好意度が高い。鈍にぶいグレンでもわかるほどに。

「つーかさ。お前って、なんでそんなに俺にベタベタ絡んでくんの？」

　不思議に思って、それを指し摘てきすると……

「そんなの当然ですよ！」

　マリアはえへんと胸を張って答えた。

「だって、先生はこの学院の英雄なんですよ!?　何度もこの学院の危機を救ってくれて……そんなの、年とし頃ごろの女の子である私なんて、完全にメロメロのちょろインですよ！」

「……さいですか」

「でも、今までは学年も違ちがうから、先生とは接点がなくて……遠くから憧あこがれて見ているだけでしたけど……だから、今回、こうして先生と接する機会が嬉しいんです！」

「…………そりゃ良かった」

「実は私、先生にお近付きになるために、頑がん張ばって代表入りを狙ねらって……きゃーっ！　言っちゃった！　なのに、先生は私には冷たくて、ルミア先輩にばっかりべったりで……ずるい！　ずるい！」

　冗じよう談だんなのか、本気なのか。

　どうにもこの一年次生のノリについていけないグレンであった。

（これが今時のギャルってやつなの？　……ようわからんぜ）

「ね!?　ね!?　ルミア先輩もそう思いますよね!?　先生はもっと私にも優しくするべきですよね!?」

「あはは、そうだね。先生、マリアさんにも優しくしてあげてくださいね」

　そんなマリアに、ルミアも苦笑いで味方する。

　色々性格言動に難があるが、明るく人ひと懐なつっこいマリアは、どうにも邪じや険けんにし辛づらい。グレンにやたら絡からむのも、ただ純じゆん粋すいに憧れの人に近づけて、子供のようにはしゃいでいるだけの節がある。

「うぅ～、本当に、ルミア先輩の優しさは心こころに沁しみます……」

　実際、マリアはグレンだけでなく、ルミアにもよく懐いている。

　それどころか、誰だれに対しても分け隔へだてなく絡んでいくコミュ力の怪かい物ぶつだ。

　そんなマリアは、選手団内のマスコット的立ち位置を、早くも確立しつつあった。

（ま、いっか。こーゆー、ムードメーカー的なやつが一人くらい居た方が……）

　グレンがマリアの存在を前向きに考えていると。

「そいえば、先生とルミア先輩って、やっぱり、お付き合いとかされてるんですか？」

　当のマリアちゃんは、ニコニコ笑顔で容よう赦しやない爆ばく弾だんを放ってくるのであった。

「え？　え？　ぇええええええええええーーッ!?」

　ルミアはたちまち顔を真っ赤にして素すっ頓とん狂きような声を上げて。

「……なんでそうなるんだ……？」

　グレンは呆れたように溜め息を吐くしかない。

「そ、そ、そうですよっ！　もう、何を言ってるの、マリアさん！　わ、私と先生が付き合っているだなんて、そんな！」

　ルミアが顔を真っ赤にしながら、慌あわててブンブン顔を横に振ふる。

「だって、先生とルミア先輩って、いっつも一緒にいますよねっ!?」

「そ、それは！　私がマネージャーだから、仕事で接する機会が多いだけで……ッ！」

「はぁ～～、やっぱり前から思ってたんですけど、先生と先輩って、すっごくお似合いなんですよね！　先輩、以心伝心で先生のこと察して……まるで夫婦みたいです！」

　恋こいに恋するお年頃なマリアは、ルミアの弁明など何一つ聞いていなかった。自分の両頰ほおを両手で押さえて、きゃいきゃい騒さわいでいる。

「先生とシスティーナ先輩も絡み多いんですけど、システィーナ先輩は、先生の恋こい人びとっていうより、相棒とか戦友とか、そっちの方が強い印象でして……」

「あ、あの、だから……」

「反面、先生とルミア先輩は、断然、おしどり夫婦！　もう割って入る隙すき間まもないくらいお似合いラブラブカップルさんです！」

「だ、だから、違うの～～ッ！」

「はぁ……ルミア先輩が相手なら、私、身を引くしかないですよね……よよよ……」

「話を聞いてぇ！」

　マリアの囃はやし立てに、ルミアはひたすら慌て続けるのであった。

（あ、あるぇー？　ルミアってこんなやつだっけ？　この手のからかいは、さらっと大人の余よ裕ゆう見せて受け流すタイプだと思ったんだが……？）

　やはり、ルミアはどこか変わったようである。男のグレンにはよくわからないが。

　と、その時である。

「おい、お前ら聞き捨てならねぇなぁ？」

「そうですの！　勝手に先生の生しよう涯がいの伴はん侶りよを決めないでくださいですの！」

　そんなマリア達の話を聞きつけて、コレットにフランシーヌ……聖リリィのお嬢じよう様さま達が、血相を変えてやってくる。

「まーた、うっせぇのが来た……」

「そんなそんな！　そんなにわたくしに会いたかったんですの!?　先生！」

「いいか、先生は、あたしが娶るって決めてんだよ！　な!?　フランシーヌ!?」

「その通りですわ！　先生が、わたくしの伴侶になるべき人なのは確定的に明らか！」

「へっ、そういうことだ！　あたしらの目の黒い内は好き勝手させねーぜ!?」

「まったくですの！」

「…………お前らって、本っ当に人の話聞かねーのな。全方位に」

　心底疲つかれてくるグレンである。

「先生を手に入れたいっていうなら……」

「このわたくし達を倒たおすことですわ！」

　そう言って、お嬢様達はマリアとルミアに凄すごんでくる。

　だが。

「さ、さすが、先生……〝英雄色を好む〟……生きた伝説の英雄である先生からは、もう超ちよう高密度モテオーラが、壊こわれた蛇じや口ぐちのようにドバドバ垂れ流しで、もう黙だまっていても女の子に言い寄られてしまう、究極の女泣かせとなられてしまったんですね……」

　マリアに怯ひるむ様子はないどころか、ますます嬉うれしそうに、グレンに心しん酔すいするだけだ。

「ああ、この先、何人の女の子が先生に泣かされるんでしょうか……？　崇すう敬けいすべき英雄なのに、同時に唾だ棄きすべき女の敵、鬼おに悪あく魔までもあったなんて！　おお、神よ！」

「頼たのむ！　マリアお前、ちょっと口、閉じてくんない!?」

「悪あつ鬼き滅めつ殺さつ！　そんなわけで、先輩がた！　一つ、提案があります！」

　グレンの言葉を完全無視して、マリアがピシッ！　と手を上げる。

「先輩がた、愛人ってどう思いますかっ!?」

「「「はぁ!?」」」

「皆みなで一緒に、先生の愛人になりましょうよ！　そうすれば、喧けん嘩かせずに済みます！」

　呆あつ気けに取られて石像のように硬こう直ちよくする少女達を尻目に、マリアが甘えるように、グレンの腕うでにしがみついてくる。

「ねぇ、先生？　その際には……どうか、その末席に私も加えてくださいませんか？　わがまま言いません！　私、先輩がたと違って、ちんちくりんで女の子の魅み力りよくないのわかってますから、序列は一番下でいいです！　たまに、先生に可愛かわいがっていただけるだけで、私、幸せですから！　ね？　ね？　駄だ目めですか？」

「駄目に決まってるよ！」

「駄目に決まってるだろ！」

「駄目に決まってますのッ！」

　この時ばかりは完全シンクロする、ルミア、コレット、フランシーヌであった。

　ここから先は、突とつ拍ぴよう子しもないことを主張するマリアを、ルミア達がてんやわんやしながら反論していくという構図となる。

　客観的に見れば、会話のペースを握にぎっているのはマリアの一強。ルミア達は、楽しそうにはしゃぐ歳下のマリアに、振り回されているだけであった。

　マリア＝ルーテル。今までグレンの周りにはいなかったタイプの少女。

　……ある意味、最強の少女かもしれない。

「ったく、まーた、濃こいやつが出てきたな……」

　休きゆう憩けい時間なのにひたすら姦かしましい少女達を前に、グレンは呆れ果てるしかない。

「とりあえず、まぁ……」

「だ、だめぇ！　エレン！　ひぅ!?　だ、誰か、助け……ッ!?」

　そろそろ、不純同性交遊の領域に片足を突つっ込こみかけているシスティーナ達をなんとかしようと、グレンは立ち上がるのであった。




　そんなこんなで合宿の日々は過ぎていき──

　やがて、各人、確かな成果を出しつつ、合宿はつつがなく終しゆう了りようする。

　魔ま術じゆつ祭典の開かい催さい日は、あっという間に近づいて。

　いよいよ、システィーナ達が、世界の舞ぶ台たいへ羽ばたく時がやってくるのであった。
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第二章　神の御ご意思









　そこは、時が止まったような静せい謐ひつな空間だった。

　絨じゆう毯たん、絵画、簞たん笥す……品の良い調度品が適度に配置され、四方を書しよ架かに囲まれた、薄うす暗ぐらい寝しん室しつである。

　サイドテーブルに設置された燭しよく台だいの淡あわい明かりが、安楽椅い子すに身を任せる女の姿を闇やみから浮うかび上がらせている。

　この薄うす闇やみの中にありて尚なお、鮮せん烈れつに目を灼やく豪ごう奢しやな金きん髪ぱつ、思わずぞっとするほど精せい緻ちに整った魔ま性しようの美び貌ぼう。黒いゴシックドレスに包んだ艶えん美びな肢し体たい。

　セリカ＝アルフォネアだ。

　セリカは、ストールを肩かたにかけ、無言で本を読んでいる。

　その傍かたわらには天てん蓋がい付きのベッドがあり、一人の幼い少女が静かに眠ねむっている。

　本を読むセリカと眠る少女……その部屋はそれだけで完結し、完全なる調和の取れた空間であった。

　と、その時。

　こん、こん……そんな完全調和を破る、ノックの音。

「セリカ、入るぞ」

　寝室の扉とびらを開いて入って来たのはグレンであった。旅支度中なのか、小こ脇わきには本やら服やら色々と抱かかえている。

「つーわけで、こないだも言ったけどさ。俺、明日からフェジテを空けるから」

「ああ、件くだんの魔術祭典だろ？　ふっ、行ってこい。……頑がん張ばれよ？」

　セリカが本を閉じ、グレンを流し見る。

「しっかし、代表選手団の総そう監かん督とくとは……お前も出世したなぁ？　お母さん、感激」

「うっせ！　こんな出世はいらん！　とにかく、俺いねーから、お前、色々と気をつけろよ!?　今のお前は、その……あんま身体、強くねーんだからな？」

「やれやれ……息子にこうも心配されるとは。私も歳を食ったな……」

「ば！　違ちげぇーよ!?　お前じゃなくて、お前が無茶やらかした時、巻き込まれる周囲の心配してんだよ！　要は、大人しくしてろってこった！」

　いつも通りの遠えん慮りよないやり取りをしつつ、グレンは視線を横に滑すべらせる。

「それにしても……こいつ、本当に目を覚まさねーな？」

　グレンが注視したのは、ベッドの上で静かな寝ね息いきを立てる幼い少女だ。

　以前、白銀竜りゆうと戦ったスノリアのアヴェスタ山さん峰ぽうで拾った謎なぞの少女。もうかなりの時間が経つというのに、目を覚ます気配はまるでない。

「ま、こっちはこっちで気長にやるさ。私も休職中だしな」

　だが、セリカは特に気に留める風もなく、あっけらかんとしていた。

「ところで……件の魔術祭典、開催地は自由都市ミラーノだっけ？」

「ああ、そうだ。あの有名なミラーノだ。ある意味、海外旅行だ。羨うらやましいか？」

　グレンがからかい半分にセリカを煽あおろうとするが。

「ミラーノか……なるほど、ミラーノねぇ……」

　なぜか、セリカは遠い目で、何かを思い返すように呟つぶやいていた。

「ん？　ミラーノがどうかしたか？」

「は？　お前、わからんのか？　ミラーノは昔、私が……」

　と、セリカが何事かを言いかけて……

「ま、いっか。それこそ昔の話だし」

　……不意に思い直して、口を閉ざすのであった。

「……？　なんだかよくわからんが、後はよろしく頼むぞ？」

「ああ、任せろ。お前も海外旅行、楽しんで来るといいさ」

「旅行じゃねーんだが……まあいい、お土産みやげ期待してろ」

　そんなやり取りをしつつ。

　グレンは、セリカの部屋を去って行くのであった。




　──夜が明けて、早朝。

「んん～～ッ！」

　新築のアルフォネア邸ていを後にしたグレンは、朝の新しん鮮せんな冷たい空気を強引に肺に詰つめ込みながら、伸のびをする。

　そして、薄暗く閑かん散さんとしたフェジテの街を歩き始めた。

　グレンが向かった先は、フェジテ郊こう外がいにある、とある公園だ。

　今日はミラーノへ出発する日だが、集合時間まで、まだ大分、時間がある。

　なのに、なぜ、こんな早朝に、そんな場所に、手ぶらで向かったかと言えば……




「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　ぜぇ……ッ！　ぜぇ……ッ！」

　そこには、マリアが公園内で走り込んでいる姿があった。

　いつものお茶目で騒さわがしい様子はまったくない。真しん剣けんその物の表情だ。

　苦しげでありながら、どこか一本筋が通ったような光を灯す瞳ひとみからは、マリアの本気が窺うかがえる。額から滴したたる珠たまのような汗あせが、朝日を散らしてきらりと光った。

「ぜぇ……ッ！　ぜぇ……ッ！　はぁ……ッ！　はぁー……ッ！」

　可愛いお洒しや落れが大好きな、普ふ段だんのマリアからすれば、非常に泥どろ臭くさい姿に映る。

　だが、それでもなお、今の彼女は美しい。

　そして──

「六十七、六十八、六十九……」

　ルミアが懐かい中ちゆう時計を片手に、マリアのタイムを計っている。

　マリアは最後まで気を抜ぬかず、白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】で強化した身体能力を維い持じしつつ、ルミアの傍らを倒れ込むように駆かけ抜ける。

「ぜぇー……ッ!?　ぜぇー……ッ！　げほっ!?　ごほっ！」

　全身から滝たきのような汗を流ながしながら、疲ひ労ろう困こん憊ぱいで突っ伏ぷすマリア。

　そんなマリアの下へ、ルミアが嬉しそうに微笑ほほえみながら、近寄って言った。

「うん、凄いよマリア、新記録。先生が言ってた目標達成したよ。よく頑張ったね」

「はぁー、はぁー……げほっ……ほ、本当ですかっ!?　や、やったぁ……ついにやりましたぁ、ルミア先せん輩ぱいっ！」

　すると、マリアは疲れも忘れて立ち上がり、ルミアの手を取って、ぴょんぴょんと嬉しそうに跳はねた。

「これと言うのも、全部、ルミア先輩のお陰かげですっ！　今まで本当に、どうもありがとうございましたっ！」

「あはは、そんな……私はちょっとコツを教えただけだから……」

　照れくさそうにはにかむルミア。

　実はこう見えて、マリア＝ルーテルは確かに優ゆう秀しゆうな生徒なのだ。

　まだ一年次生とは思えない魔力容量キヤパシテイに魔ま力りよく濃のう度ど。特に白魔術系を得意とし、その知識や運用技術は、これまた一年次生では考えられないほどのレベルであった。

（そして、それ以上に、努力家なんだよなぁ、こいつ……）

　グレンは、そんなマリアの姿を遠目に眺ながめながら物思う。

　マリアの魔ま術じゆつ師しとしての能力には、これまでの人生をずっと、何らかの目標を目指してひたむきな努力と自己鍛たん錬れんを続けて過ごして来た……そんな骨太さがあった。

（なんつーか、人前ではふざけてるみてーで、その実、裏では真面目で……だからこそ、あれだけ鬱うつ陶とうしくされても憎にくめねえっつーか……）

　だが、そんなマリアも、身体能力強化の魔術は少々苦手であったらしく、それに関しては、魔術祭典へ出場するまでの大きな課題であった。

　しかし、グレンが使う身体能力強化は、そのあまりにも変則的な戦せん闘とうスタイルに合わせて調整された、非常にピーキーな術式と運用だ。誰だれかに教えるには適さない。

（その点、ルミアは俺と違ちがって、実にバランス良く、綺き麗れいで無む駄だのない理想的な身体能力強化を使える……）

　実は、身体能力強化魔術の技量だけで言えば、ルミアはシスティーナを超こえている……さすがに戦闘技術とセンスそのものには疎うといので、システィーナに勝てはしないが。

（マリアの指導を、ルミアに任せて正解だったぜ）

　ルミアによって、マリアの身体能力強化術の行使を綺麗に矯きよう正せいさせたので、後のグレンの指導は楽だった。身体の動かし方を叩たたき直してやるだけだった。

　狙ねらい通りに事が運んだことに満足しつつ、グレンはほくそ笑みながら二人の下へと歩み寄っていく。

「あっ!?　グレン先生っ！」

　そんなグレンの到とう来らいに気付いたマリアが、タオルでごしごしっと顔の汗を拭ぬぐって、しゃきんと背筋を伸ばし、すまし顔で応じた。

「ふーっ！　おは、ふーっ！　ようございま、ふーっ！　すーッ！」

　呼吸はまだ整っていないので、滅め茶ちや苦く茶ちや苦しそうだった。

　どうもマリアは、グレンの前では常に格好つけていたいらしい。

「……無理すんなって」

「先生、お早うございます」

　半眼で呆あきれるグレンに、ルミアも苦笑いで挨あい拶さつする。

「ああ、お早う……どうやら、マリアに課したノルマはギリギリ達成できたようだな」

「ふふん、当然ですよっ！　私、やればできる子ですからね！　褒ほめてください！」

「よしよし、偉えらいぞ、ルミア。アホのマリアの指導、よく頑張ったな……」

「ルミア先輩じゃなくて、私を褒めてくださいよぉーーッ!?」

　ルミアの頭をよしよしと撫なでるグレンの小脇を、涙なみだ目めのマリアがぽかぽか殴なぐりつける。

「くぅ～～ッ！　憧あこがれの先生に褒めていただきたくて一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったのに～～ッ！　そんなに私が憎いんですか!?」

「あー、お前も超ちよう・頑張ったわー。はいはい、偉い偉い（棒）」

「投げやり!?」

　そんなグレンとマリアのやり取りを、ルミアはくすくす見守っている。なんだか、新しくできた妹を見るような目であった。

「ところで、先生！　ちゃんと先生が課したノルマは達成したんです！　私の言うことを一つ聞いてくれる約束でしたよね!?　ね!?」

　そして、マリアが目をきらきらさせながら、グレンに詰め寄っていた。

「あっるぇー？　そんな約束したっけー？」

「しましたよ!?　さすがに酷ひどすぎません!?」

　再び、涙目のマリアがグレンの胸をぽかぽか叩いてくる。

「あはは、ねぇ、先生、意地悪は……」

「ああ、わぁーってるよ……ったく、まさか、達成しちまうとは予想外だったぜ……わりと無茶吹ふっかけたつもりだったんだがな……」

　苦笑いするルミアの促うながしに、グレンは頭をかいて面めん倒どう臭くさそうに応じた。

「で？　俺は何をすりゃいいんだ？　言っておくが、最初に言ったとおり、無理なものは無理だからな？」

「わかってますって！　でも、お願いを聞いてもらうのは今じゃありません！　いざという時のために取っておくのです！」

「面倒臭くせぇ」

　どや顔のマリアに、グレンは深い溜ため息いきを吐ついた。

「私がどんなお願いをするのか……ふふ、楽しみにしていてくださいね！」

　薄うすい胸を張って、精せい一いつ杯ぱいどや顔のマリアであった。

「あっそ。とりあえずまぁ、お前ら早く上がれ。今日はミラーノへ出発するんだろ？」

「ぁあああああッ!?　そ、そうでした!?　うひゃああああ!?　そういえば私、出発の準備、まだ何もしてませんでしたぁああああーーッ!?」

「……おい」

　呆れ果てるグレンの前で、マリアが慌あわてて駆け出すのであった。

　だが、離はなれていくマリアが、不意に足を止め、グレンをくるりと振ふり返る。

　そして、ぺこりと一礼して、ぴしっと敬礼をする。

「グレン先生！　ルミア先輩！　本当に……これまでのご指導、ご鞭べん撻たつ、どうもありがとうございましたッ！　魔ま術じゆつ祭典、私、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますねっ！」

　そう言って、ウィンクして。

　マリアは今度こそ、振り返らずにその場を走り去っていくのであった。

「ったく」

　グレンが小さくなっていくマリアの背中を見送りながら、肩かたを竦すくめる。

　不思議と悪い気分ではない。

「ふふっ……ねぇ、先生。マリアさんって可愛かわいいですね」

　ルミアも、くすくす微笑みながら、グレンに言う。

「……まぁ、台風みたいなやつだな」

　グレンはそんなルミアの言葉を、はぐらかして言った。

「ほら、ルミア。お前も一度、家に戻もどれ。送っていくからよ」

「ふふっ、ありがとうございます、先生」

　そして、グレンとルミアは連れ立って、帰路につくのであった。




　レザリア王国。

　北セルフォード大陸の中央北部に、広大な国土を持つ王政国家である。

　大陸北西端たんにあるアルザーノ帝てい国こくから見れば、南北に延々と延びる〝竜りゆうの背骨〟と呼ばれる超高度山脈帯を隔へだてて東側に位置し、その国土面積はおよそ三～四倍。

　セントへレス、エノキア、アルフスタ、カラート、ハンベリー、ドラクロス、イエリアルの七領から成り、北方は亜あ寒帯、南方は温帯の気候区に属し、国教はエリサレス教カノン派（旧教）。

　国家の体裁としては、王と各地方領主の関係が、統治権の保護と主君への忠誠の関係で結ばれた伝統的封ほう建けん制を取っているが、その実態は異なる。

　王国民の冠かん婚こん葬そう祭さいに深く浸しん透とうし、強固な信しん仰こう基盤を作り上げているエリサレス教カノン派──俗ぞくに言う〝旧教〟。それを統とう括かつする聖エリサレス教会教皇庁が強大な力を持ち、王家や各地方領主の政務を監かん督とく・代行する、事実上の中央集権的宗教国家である。

　そんな聖エリサレス教会教皇庁のお膝ひざ元もとたる、教会領イエリアル。

　その首都、聖都ファルネリアの中央には、世界最大級の教会堂建築にて、教皇庁の総本山たる聖フィリポ大聖堂がある。

　今、そこの礼拝議事堂では、教皇庁の最高決定機関である枢すう機き卿きよう会の有力者達が集い、朝から平行線の議論を続けていた。

「私は反対だッ！　まさか、貴方あなたは本当に、今度の魔術祭典における首脳会談で、あの帝国と和平を結ぶおつもりなのかッ!?」

　有力枢機卿の一人──アーチボルト＝アンビス枢機卿が、机を激しく叩いて叫さけび、その周囲の枢機卿達も口々に続く。

「やつらは、堕だ落らくした異い端たん者だッッッ！　悪あく魔まの手先だッッッ！」

「そうだ！　連中の誤った信仰も正さず、対等なる平和条約など言語道断ッ！」

　すると、アーチボルト達とは反対側の席に座るファイス＝カーディス司教枢機卿が、静かに立ち上がった。

　ファイス司教枢機卿は、質素なカソックに身を包んだ美しい男であった。

　流れるような金きん髪ぱつ、古典彫ちよう刻こくのように整った顔立ち。きめ細やかな肌はだ。齢よわい四十を超こえる男とは、とても思えない美び丈じよう夫ふである。

「ええ、その通りです」

　まるでコラールのような涼すずやかな声で、ファイスは言った。

「今度の首脳会談で、帝国と王国の確かく執しつは終わりにします。これからは、旧教も新教も関係ありません。互たがいに手を取り合うべき時代となったのです」

「馬ば鹿かなッ！　あの異端者共に聖伐ばつを与あたえてやることこそ、神の御み心こころッッッ！」

「貴様は神の御ご意思に逆らうというのか!?」

　そんな風に大おお騒さわぎする、強きよう硬こう派の枢機卿達へ。

「〝心なき者は、神がお裁きになるだろう。人が人を裁いてはならない〟」

　ファイスは、聖書の一節を引用し、冷静に反論する。

「……我々は神ではありませんよ？　グレイブ枢機卿」

「この融ゆう和わ派の若造がぁああああああ──ッ！」

　それを皮切りに、その場は最早、収拾のつかない宗教議論の場と化した。

　強硬派の司祭や枢機卿達の誰もが、顔を真っ赤にして聖書解かい釈しやくを喚わめき立てている。

　国策を問う議論の場として、まったく不毛であることこの上なかった。

　そんな彼らへ、ファイス司教枢機卿は粘ねばり強く訴うつたえかける。

「何度でも言いますが、我々は信仰を重視するあまり、無茶な鎖さ国こく、国交断絶、宗教浄じよう化か政策、戦争政策を長年取り続け、最早、国家として完全に行き詰づまりつつあります。

　すでに、レザリア王家や領主達には権けん威いも統治能力もなく、この国を導いていけるのは我われ等らが教皇庁だけ。だが、それも限界が見えています。だからこそ、これからの時代は、信仰を異にする他国との協調や協力が必要不可欠。そのためにはまず──」

「うるさい、黙だまれ！　そんなことより、神と信仰に殉じゆんずる方が重要なのだッッッ！」

「そうだ！　それに、そんな些さ細さいな問題、帝国を併へい合ごうすれば即そく座ざに解決するッ！」

「然しかり！　なればこそ、国民達にさらなる〝お布ふ施せ〟を募つのり、十字軍の再編を──」

（なぜ、それが無理だと理解できないのでしょう？　このご老ろう輩はい達は……）

　ファイスは、その美しい細面に疲つかれを色いろ濃こく浮うかべ、溜め息を吐いた。

　確かに、王国には、帝国の三倍の領土、三倍の人口がある。

　基本、戦争とは数。ごく単純に考えれば、圧勝である。

　だが、帝国には優れた指導者と優れた魔ま導どう技術、精強なる軍隊、世界を牽けん引いんする圧あつ倒とう的な経済力、そして──あの六英えい雄ゆうが一人、セリカ＝アルフォネアがいる。

（無論、こちらにもセリカに抗こうしうるあの二人がいますが……戦争の趨すう勢せいはたった一人か二人の英雄によって決まるものではありません。今の疲ひ弊へいしきった王国と、飛ぶ鳥を落とす勢いの帝国がぶつかれば、両国ともただでは済まない……共とも倒だおれは確実……）

　だから、なのだ。

　ファイスは、この大恩あるレザリア王国を救うため、教皇庁の中では異端中の異端である〝融和派〟を標ひよう榜ぼうし、今まで密かに工作活動を続けてきた。

　水面下で密かに、アルザーノ帝国女王アリシア七世と連れん絡らくを取り合い、和平・協調路線の道を模も索さくし続けて来た。なんとしても帝国を武力併合したい強硬派の罠わなに嵌はめられ、危うく異い端たん審しん問もんにかけられかけたり、暗殺されかかったことも、一度や二度ではない。

（ですが、ようやく……ようやく私の悲願が形になりつつある……）

「皆みな様さま、ご静せい粛しゆくに」

　その時、議長席に座る一人の男の言葉に、紛ふん糾きゆうしていた会場がまるで水を打ったかのように静まりかえる。

　声を発したのは、一際、豪奢な司祭服に身を包んだ老人であった。

　老境にありながら、しっかりとした体格、いかにも好こう々こう爺や然とした穏おだやかな表情、長年に亘わたって積んだ徳が、内面から滲にじみ出るような人物であった。

「私は、ファイス＝カーディス司教枢機卿の案を支持します。飢うえるよりも信じよと説く父はおりません。そして、この和平が成なったとしても、我等の尊き信仰になんら陰かげりはありません。……全ては主のお導きのままに」

「……フュ、フューネラル教皇聖下……ッ!?」

　そう、この好々爺然とした老人こそ、聖エリサレス教会教皇庁の最高指導者、教皇フューネラル＝ハウザー。

　今から約八年前に枢機卿に着任し、その卓たく越えつした能力と人徳で枢機卿会内における力と発言力を高め、四年前の教皇選挙コンクラーベで見事、教皇の座を勝ち取った傑けつ物ぶつである。

　ファイスを筆頭とする最近の融和派の躍やく進しんは、この教皇フューネラルの理解を得られたことがとても大きい。

　聖エリサレス教皇庁内において、教皇は絶大な権限と影えい響きよう力を持つ。

　教皇フューネラルが、ファイス司教枢機卿側についたことで、この場の議論の趨勢は決したのであった──




「……いやぁ、本当に冷や冷やしましたよ……」

　枢機卿会の終しゆう了りよう後ご、ファイスは教皇の執しつ務む室にて、安あん堵どの息を吐いていた。

「帝国とここまで話が進んでおいて、当日、首脳会談に参加出来ませんでした……なんて洒しや落れにもなりません」

「お疲れ様でしたな、ファイス＝カーディス司教枢機卿殿どの」

　そんなファイスを労ねぎらうように、フューネラルが言った。

「これというのも、全て、フューネラル様のお陰です」

「いえいえ、私はほんの少し後押しをしたに過ぎません。僅きん差さとはいえ、最終投票で融和派が勝ち得たのは、貴方の尽じん力りよくの賜たま物もの。平和を願う貴方の思いが勝ったのです」

「それでも、貴方がいなければ、到とう底ていここまでは来られなかった。貴方が強硬派を抑おさえてくれたお陰で、王国と帝国は今日まで戦争を起こさずに済んだのです。四年前の教皇選挙コンクラーベで勝ったのが、アーチボルト枢機卿ではなく貴方で、本当に良かった」

「ははは、懐なつかしいですな。枢機卿としては新参者の私が勝ったあの時は、奇き跡せきだなんだと、周囲からよく揶や揄ゆされたものです」

　当時を思い出し、フューネラルは穏やかに笑った。

「だが……油断は禁物ですよ？　ファイス司教枢機卿殿」

「……ええ、重々承知しています」

　不意に声のトーンが変わったフューネラルに、ファイスが静かに頷うなずく。

　そんなファイスへ、フューネラルは改めて確認するように言った。

「アーチボルト枢機卿……帝国の武力併合を目指す強硬派の最さい右う翼よくにて、もっとも力を持っている傑物であり、強硬派きっての切れ者。和平反対派の筆頭です。

　これまで宗教浄化政策を強力に推進して成功を収め続け、彼を支持する者は教皇庁内に多い。おまけに、未だ虎こ視し眈たん々たんと教皇の座を狙ねらう野心家であり、黒い噂うわさも多い。四年前の前教皇の急な崩ほう御ぎよも、彼が裏で関わっている……とも」

「証しよう拠こはありませんけどね。でも、状じよう況きようがあまりにも出来過ぎてはいました」

「首脳会談当日は何が起きるかわかりませぬ。ファイス殿、くれぐれも気をつけるようにお願いします。貴方の双そう肩けんに、我等がレザリア王国の未来がかかっているのですから」

「はい、重々承知しております」

「それと……気になる件がもう一つあるのです」

　すると、フューネラルは、ファイスへ一枚の報告書を差し出した。

「これは？」

「帝国との首脳会談と並行して行われる魔ま術じゆつ祭典……帝国側の代表選手団のリストです」

「代表選手団の？　これが一体、どういう……？」

　訝いぶかしむファイスがリストに載のっている名前を、流し見て行くと。

　とある名前が目に入ると同時に、ファイスは信じられないという表情で硬こう直ちよくし、その名前を凝ぎよう視しした。

「馬鹿な!?　なぜ、この子が!?　フューネラル様、この子は間ま違ちがいなく……ッ!?」

「ええ、密かに調査を入れました。間違いなく、貴方の想像通りの子です」

「……ッ!?」

「偶ぐう然ぜん。普ふ通つうに考えれば偶然ですが、これを偶然と片付けて良いものでしょうか？　この時期、このタイミングで、この子が、かの地に立つことが果たして……？」

「偶然と……信じたいですね……ですが……」

「そう、〝偶然〟は少し根回しすれば、容易に〝必然〟に出来ます。ましてや、魔導の業わざを振ふるうならば……特に」

「そうですね……警けい戒かいは必要でしょう」

　深刻な表情で、フューネラルとファイスが言った。

「フューネラル様。これからは、常に最悪の状況を想定して動きましょう。これがもし、偶然ではなかったら……そこに何者かの何らかの意思が介かい在ざいし、動いていたとしたら……下手へたをすれば、王国と帝てい国こくの決けつ裂れつ程度では済みません」

「……世界が滅ぶ……ですな」

「…………」

　押おし黙る二人。緊きん迫ぱくした二人の表情に、噓うそや冗じよう談だんの色は欠かけ片らもなかった。

「……フューネラル様」

「ええ、わかっています。あの二人を動かしましょう」

「我等が教会の切り札ラスト・カード……この時期にあまり、帝国側を刺し激げきしたくありませんが……致いたし方ありませんね。事は密かに、穏おん便びんに、そして、迅じん速そくに……」

　そして、これからの動きを模索し、ファイスとフューネラルの話し合いは、深夜を過ぎて続くのであった──




　──同時刻。

「ふん。まったく話にならないな」

　豪ごう奢しやな司祭服に身を包んだ男が、己の執務室で苛いら立だたしげに吐はき捨てていた。

　ファイスに負けず劣おとらずの美び貌ぼうを持つ男だ。

　ファイスと同じく、四十過ぎとはとても思えない若々しい容姿だが、穏やかなファイスとは違ちがい、目は鋭するどく、表情は常に険しく、他者を拒きよ絶ぜつするような攻こう撃げき的な相そう貌ぼうだ。ほんの少し悪い顔色が、病的な雰ふん囲い気きを演出している。

　アーチボルト枢すう機き卿きよう。

　聖エリサレス教会教皇庁、強きよう硬こう派の筆頭である。

「あの下げ劣れつな異い端たん者どもと手を組もうなど、ファイス司教枢機卿も、フューネラル教皇聖下もどうかしている。やはり四年前の教皇選挙コンクラーベで、僕が勝てなかったのが痛い……」

　思い返せば、ほろ苦いでは済まされない屈くつ辱じよくの記き憶おくだ。

　四年前の教皇選挙コンクラーベ……アーチボルトがあれだけ裏で手を回して、邪じや魔ま者ものは密かに〝排はい除じよ〟して、揺ゆるぎない勝利……しかも圧勝を確信した戦いだった。

　だが、僅差で負けた。枢機卿としては新参者に過ぎないフューネラルに。

　なぜ負けたのか、今考えても理解できない。まるで、大いなる神の意思が裏で糸を引いていたかのような……あまりにも奇き妙みようで理解不能な負け方であったのだ。

「まぁいい。過去の話など、どうでもいい……おい、エレノア。居るか？」

　すると。

「はい、御おん前まえに」

　いつの間か、部屋の隅すみに、まるで闇やみを纏まとっているかのような女が佇たたずんでいた。

　黒の喪も服ふくを纏まとった二十代の女だ。どこまでも昏い瞳ひとみに渦うず巻まく闇。

　その場に在るだけで、周囲の闇がより一層深くなるようなその女の名は、エレノア＝シャーレット。天の智ち慧え研究会内ない陣じん・第だい二に団だん《地位》である。

「首しゆ尾びは？」

「……予定通り、彼女は、帝国側の代表選手団に選せん抜ばつされましたわ」

　すると、アーチボルトは凄せい絶ぜつな微笑ほほえみを浮うかべた。

「ククク、恐おそろしいな、君達の魔ま導どうの業は。まさか、本当にそうなるとは」

「ええ、私も驚おどろいているところでございます」

　エレノアが感服したように、言った。

「あの方は、とある魔術的な暗示を、予め彼女に施ほどこしていたのです。その暗示に従い、彼女は自らの意思で自己研けん鑽さんを重ね、自らの意思で魔術祭典の表おもて舞ぶ台たいに立つこととなりました。我が組織にも、恐るべき力を持つ魔ま術じゆつ師しは大勢居ますが、一個人の人生をも左右させる魔導の御み業わざを振るえるのは、大導師様を除いて、あの方以外におりません」

　そして、エレノアは皮肉げに、それでいて楽しそうに微笑む。

「万が一、彼女が選手団漏もれをした時に備え、私は彼女をかの地へ誘ゆう致ちする裏回しを、幾いくつも用意していたのですが……あの方が仰おつしやる通り、全て無む駄だになってしまいましたわ」

「成る程、これが天の智慧研究会の力か。君が言う、あの方……是ぜ非ひ、一度お会いしてみたいものだ」

　アーチボルトは、肩かたを震ふるわせて含ふくむように笑った。

　そんなアーチボルトへ、エレノアが警告するように進言する。

「しかし……ここまでは重ちよう畳じようですが、楽観はしていられません。フューネラル教皇聖下がついに、あの二人を動かしました」

「ふん……切り札ラスト・カード共か」

　エレノアの言葉に、アーチボルトがぴくりと眉まゆ根ねを上げる。

「恐らく、彼女の件を偶然とは考えず、最悪の事態を想定して手を打ったのでしょう。あの二人を正面切って止められる者など、セリカ＝アルフォネアくらいのものです。さしもの私も……あの二人と正面切って戦うのはご免めん被こうむりたいですね」

「ふん……ファイスとフューネラルの裏切り者め。教会に仇あだ為なす異端者共め……どこまでも……」

　アーチボルトは忌いま々いましそうに吐き捨てるが。

「……だが、この僕が連中のそんな動きを予想できなかったと思うか？」

「と、いうことは？」

「当然、対策済みだ。切り札ラスト・カード共は僕らにとって何ら脅きよう威いになり得ない。それどころか──あの二人は、こちら側の切り札ラスト・カードとなる」

「……頼たのもしい限りですわ、アーチボルト枢すう機き卿きよう猊げい下か」

　自信に満ちたアーチボルトの言葉に、エレノアは薄うつすらと笑った。

「貴方あなたの悲願が成なることをお祈いのりしております。大導師様の御ご意思に従い、我々、天の智慧研究会は全面的に、聖エリサレス教会強硬派を支し援えん致いたします」

「ふん……」

　そんなエレノアを冷ややかに流し見て、アーチボルトは胸中で舌を鳴らす。

（何が支援致します、だ。この邪じや悪あくな異端者め。神の敵め。火ひ炙あぶりにされたいか？）

　だが、天の智慧研究会の協力がなければ、失われたはずの彼女の存在を知り得なかったのも事実。

　アーチボルトの野望を達成するには、彼女の存在が必要不可欠なのだから。

（どうせ、貴様らのことだ……僕が彼女を手に入れた暁あかつきには、僕を良いように操るつもりでいるのだろうが……そうはいかない。全てを出し抜ぬくのはこの僕だ）

　そう、そのために、アーチボルトは人生を捧ささげてきた。

　すでに、腑ふ抜ぬけたレザリア王家や諸しよ侯こう共は手中にあり、アーチボルトの意のままだ。

　後、邪じや魔まなのは、ファイスとフューネラル。だが、それも近日中にカタがつく。

　最大の問題点である戦力も、彼女さえ手に入れば、お釣つりが来てあまりあるだろう。

（この世界は、本当に堕だ落らくしきっている。真の信しん仰こう、真の神をまるで理解していない。この僕がそんな世界を啓けい蒙もうしてやる。かの《信仰兵器》の威いによってね……）

　にぃ……と。アーチボルトが口元を禍まが々まがしい笑みの形に歪ゆがめた。

（まずは、帝国の腐くされた異端者共を殲せん滅めつし、帝国を武力併へい合ごう、分かたれた二つの教会を統一し、僕はエリサレス統一教皇の座につく。そして、それによって得た国力を基盤に、《信仰兵器》によって、世界の全ての信仰を浄じよう化かしていき、この世界の国家の全てを、我々聖エリサレス教皇庁が支配し、正しき信仰によって管理・運営するのだ。

　そう、この僕が、この世界の人間の全てを正しく教え導く救世主メシアとなる──）

　そんな野望を胸に。

　アーチボルトは恭うやうやしく退室していくエレノアの背を見送るのであった。




　──魔術祭典。

　世界の平和を願う式典の裏で、今、様々な思おも惑わくが動き始めていた──








第三章　集う猛も者さ達









　北セルフォード大陸には、様々な国家が存在する。

　中でも大陸南東部には、自治権を持つ様々な文化・政治形態の都市国家がひしめき合い、それらが『セリア同盟』と呼ばれる一つの連合国家を形成している。

　そんな自由都市国家連盟『セリア同盟』の中で、一際、大きな力を持つ都市がある。

　それが、自由都市ミラーノ。

　アルザーノ帝国から見て南東、レザリア王国から見て南西に位置するこの都市は、北セルフォード大陸の東西交易の主要中ちゆう継けい点として栄えてきたという歴史を持つ。

　また、隣りん接せつしていながら『竜りゆうの背骨』によって隔へだてられるアルザーノ帝国とレザリア王国を、間接的に中継する政治的緩かん衝しよう地帯であり、さらにはエリサレス新教と旧教が入り交じる宗教的緩衝地帯でもある。

　伝統的に、魔ま術じゆつ祭典はこの自由都市ミラーノにて行われ続けて来たのだ──




「なんで、魔術祭典がこのミラーノで行われるか、先生知っています!?」

　軍が出してくれた神鳳フレスベルクに乗って、三日間の空の旅を終えて。

　帝国代表選手団がミラーノ入りして開口一番、システィーナは興奮気味に言った。

「そりゃ、二百……」

「もう！　知らないんですか!?　二百年前に起きた、魔導大戦の最終決戦地だからじゃないですか！」

　テンションＭＡＸなシスティーナに、グレンの言葉は耳に入らなかった。

「あの時は、アルザーノ帝国も、レザリア王国も、セリア同盟も、東方諸国も……大陸全ての国々が手を取り合って邪じや神しんと戦い、世界滅めつ亡ぼうの危機に立ち向かって……だからこそ、平和の祭典たる魔術祭典が開かい催さいされ続けてきたんじゃないですか！　常識ですよ!?」

「最近、俺の周り、人の話聞かないやつ、多くね？」

　グレンは疲つかれたように嘆たん息そくするしかない。

「ねぇねぇ、ルミア！　エレン！　見て見て！　ここがあのミラーノよ!?　世界の芸術の発信地と言われてるミラーノよ!?　きゃーっ！　すごーいっ!?」

　大はしゃぎのシスティーナを尻しり目めに、グレンは周囲を見回した。

　自由都市ミラーノ……ここは東西の文化交流点であり、都市を挙げて芸術家達を保護・活動を奨しよう励れいしているため、その街並みは華はなやかに洗練されていた。

　都市を構成する建物は、最新の建築様式で建てられ、変化に富んだアーケードが多用される様は、まさに絢けん爛らん華か美びだ。

　煌びやかな天使像や聖母像があちこちに設置されている大通り。そこを行き交う人々の衣装もとてもお洒しや落れだ。街中に響ひびくピアノやバイオリンの音色は絶えることなく、そこかしこの道ばたで、若い画家達がキャンバスを立てて絵を描えがいている。

　北のルータス大河から引かれた美しい水路が、街中を血脈のように走り、水路をゴンドラが行き来している。水路にかかる全ての石橋に、壮そう麗れいなる宗教彫ちよう刻こくが施され、橋巡めぐりだけで日を潰つぶせるだろう。

　久々に開催される魔術祭典への期待に、海外からの観光客達の数も非常に多く、街は賑にぎわいに賑わっていた。

「す、凄すごいですの……世界にこんな美しい都市があったなんて……」

「あ、ああ……聖リリィの学生街とは比ひ較かくにならねーな……」

「……悔くやしいけど、帝てい都とだってここまでじゃないな」

　そんな空前絶後の活かつ況きようぶりに、フランシーヌやコレット、ギイブルを始めとする帝国代表選手団の面々も、浮き足立ってしまっていた。

　エリサレス教の新教と旧教の宗教的緩衝地であるがゆえ、やたら聖堂や寺院が多いのもこのミラーノの特とく徴ちようだ。著名な建築士達が腕うでを競って建立したそのバロック調宗教的建造物は、どれもこれもが豪ごう奢しやで荘そう厳ごんな威い風ふうを誇ほこるもので、寺院巡りをするだけで一ヶ月は経ってしまうだろう。

　システィーナを筆頭とする帝国代表選手団の誰だれもが、そんな見たこともない街並みと偉い容ように圧あつ倒とうされ、目を瞬またたかせていた。

　もっとも──

（……蕁じん麻ま疹しんが出そうな街だぜ……）

　宗教・芸術にまったく興味のないグレンにとっては、目にくどい街ではあったが。

　と、その時だ。

「ところで、グレン先生。君は知っているか？」

　ぽん、と。グレンの肩を叩たたく男がいた。

　アルザーノ帝てい国こく魔術学院の魔導考古学教授フォーゼル＝ルフォイ＝エルトリアだ。

「なんだよ？」

「この街は、世界有数の芸術都市であると同時に、世界有数の遺い跡せき都市でもあることを」

　フォーゼルがいつものしかめ面で、街の一角を指差す。

　そこには、奇き妙みような黒い石柱碑ひが立っていた。

　それだけではない、よくよく見れば、街のそこかしこに、石柱碑やモノリス……古代の遺物が、不自然に残されているのである。

「ここの地下には、帝国のものと趣おもむきが少々異なるが、数多くの古代遺跡が眠ねむっている。地下道や地下墓地を掘ほると、すぐに何らかの遺跡が掘り当てられるのだ」

「ほう？」

「──というわけで、ここでお別れだ。後は任せたぞ、グレン先生」

「ちょっと待てい」

　何の前まえ触ぶれもなく去ろうとするフォーゼルの襟えり首くびを引っ摑つかむグレン。

「どこ行く気だ？」

「離はなせ。僕が一体、何のためにここまで同行してやったと思ってるんだ？」

「代表選手団の監かん督とく補ほ佐さだろ!?　お前、こないだのル＝キル像の借りパクがバレて、今回、俺の補ほ佐さ役をすることで、その不始末の埋うめ合わせするんだろ!?」

「この僕がそんな殊しゆ勝しような真ま似ねするわけないだろ!?　少しは常識で物を考えてくれ！」

「こいつ、殴なぐりてぇええええええええええええーーッ!?」

「安心してくれ。君に頼まれた件くだんの手記の解読は、同時並行で進めるつもりだ」

「どこをどう安心しろと？」

「というわけで、僕はこの街の遺跡調査をする。さらばだ」

　そんなことを一方的に言い捨て、フォーゼルは、どひゅん！　と、リィエル以上の瞬しゆん発ぱつ力りよくで、石柱碑に向かって猛もうダッシュしていくのであった。

「ぅおおおおおおおお!?　こ、この石せき碑ひはまさか、あの──ッ!?　ウッヒョォオオ、漲みなぎってキタァアアアアアアアアーーッ!?」

（アリシア三世の手記……あいつに任せて良かったんだろうか……？）

　手渡したのは一応、写本だが……心底、不安しかないグレンであった。

「ふん、別にいいわよ、あんなクズ男。好きにさせなさい」

　そんなグレンの隣となりに、むっつり顔のイヴが腕うで組ぐみして立った。

「選手団のことは、私と貴方がいれば充じゆう分ぶんよ。むしろ、ここであの学院の産業廃はい棄き物ぶつを遺い棄きしていきましょう」

「お前……よっぽど、アイツのこと嫌きらいなんだな……」

「貴方がマシに思えてくるくらいにはね。そんなことより急ぐわよ。魔術祭典開催のセレモニーは日が沈しずんでから。それまでに、予定のホテルにチェックインしましょう」

　つんと髪かみをかき上げ、イヴが歩き出す。

　グレンが溜ため息いき交じりにそれに続き、選手団も歩き始めるのであった。

「あ、先生、見てください。あれが、ティリカ＝ファリア大聖堂ですよ」

　しばらく歩くと、隣のルミアが遠くを指差す。

　グレンがその指先を視線で追うと、都市の中心部に、まるで天にまで届きそうな一際巨きよ大だいな宗教的建造物が聳そびえ立っていた。

　ティリカ＝ファリア大聖堂。ミラーノ最大の聖堂だ。

「ああ。あの場所で、今回の首脳会談が……女王陛下と教皇が話し合うらしいな」

　グレンも大聖堂を遠い目で眺ながめながら、呟つぶやいた。

「今回の首脳会談が成功すれば、向こう十年の確実な平和が約束される。それだけに、陛下も今いま頃ごろ、乾けん坤こん一いつ擲てきの思いだろうな……」

「お母さん……」

　ルミアが胸元で手を握にぎりしめ、遠い目で、大聖堂を見る。

　すでにこの都市の帝国領事館入りしているだろう母親……アリシア七世を思って、大聖堂を見つめる。母の孤こ独どくな戦いの武運を祈いのるかのように。

「……大だい丈じよう夫ぶさ」

　グレンはそんなルミアを安心させるように、頭に手を置いた。

「女王陛下は、俺が言うのもなんだが、凄すげぇ人なんだ。……きっとうまくいくさ」

「……ありがとうございます、先生」

　ルミアは、そんなグレンの気き遣づかいに、くすりと微笑ほほえみを返す。

　二人の間に、穏おだやかな空気が流れかけた……その時であった。

「先～～生～～ッ！　ル～～ミ～～ア～～先せん～～輩ぱい～～ッ！」

　二人の間に無理矢理割って入り、二人の腕にぶら下がるようにしがみつく少女がいた。

「まぁた、二人だけでイチャイチャしてぇ!?　いくら夫婦だからって、ズルいです！　私も交ぜてくださいよ～～ッ！」

「マリア!?　こら!?　離せ、重い!?」

「それにしても、自由都市ミラーノ……やっぱり凄い街です！　あのティリカ＝ファリア大聖堂に、聖ポーリィス聖堂！　サンガリア寺院！　あっちにはフォーリア教会堂がありますし、そっちには──ああ、もう！　感無量です！　全部、お参りしたい！」

　マリアは二人の腕を両りよう脇わきに抱かかえたまま、感極まったように十字を切った。

「ねぇねぇ、先生!?　ルミア先輩!?　後で私と一いつ緒しよに聖堂巡りをしませんか!?　一いつ生しよう懸けん命めいお祈りすれば、きっと霊れい験げんあらたかだと思いますよ!?　ねっ!?」

「お前、本当に、マジで何しに来たんだよ!?」

「痛たたたたーーッ!?　ごめんなさい!?　中身が出ちゃいます!?」

「あ、あははは……」

　マリアの頭を鷲わし摑づかみにして締しめ上げるグレン、涙なみだ目めで暴れるマリア。

　それを、ルミアは苦笑いで見守るのであった。




　それから程なくして、グレン達は、予定していたホテルへと到とう着ちやくする。

　魔ま術じゆつ祭典運営委員会から、各国の選手団ごとに指定配分され、一つの建物が貸し切りとなっているホテルだ。

　ここが、魔術祭典開かい催さい中ちゆうのグレン達専用の拠きよ点てんとなるのである──

「すげぇ……こないだ泊とまったシャトー・スノリアに負けず劣おとらずスゲェ……」

　ホテルを見上げるグレンは、半眼で啞あ然ぜんと呻うめくしかなかった。

　ミラーノの一等地を贅ぜい沢たくに使った、その貴族城館のような豪奢なホテルは、やっぱり、グレンをドン引きさせるのであった。

「本来は、富ふ裕ゆう層のミラーノ観光客向けに造られた公営の高級ホテルらしいわね」

「え？　こ、これ、マジで俺達帝国代表の貸し切りなの？」

　つんとすましたイヴの言葉に、たちまち萎い縮しゆくし始める小市民なグレンである。

「ま、マジで一人一部屋ＯＫなの？　な、何かのギャグか冗じよう談だんだと思ってんですけど？　そ、そもそも、僕みたいな下げ賎せんで卑いやしい平民が、かようにハイソな場所に寝ね泊とまりさせていただくなんて……」

「バカね。私達は帝国代表選手団──帝国の代表。言わば〝公こう賓ひん〟よ？　このくらいの待たい遇ぐうは当然でしょう？」

　まったく普ふ段だん通りに振ふる舞まい、さっさとホテルの入り口へと向かうイヴ。

「でもさー、ここ、三つ星っていうわりにはイマイチだよなー？」

「その通りですの！　なんか、わたくし達、足下見られてません!?」

「あはは、仕方ないわよ。なんだかんだ、私達って、学生だからね」

「私はシスティと一緒に泊まれるなら、どこだって大丈夫だよ！」

「あー、それにしても掃そう除じが大変そうな屋や敷しきですねー、くわばらくわばら」

　それに、コレット、フランシーヌ、システィーナ、エレン、ジニーが、やはりまったくいつも通りの振る舞いのままに続き……

「ふっ、趣しゆ味みの悪い、下品なホテルですね。まぁ、地方の成金都市のセンスなんてこんなものでしょう」

「その点は私も同意ですわ。こういう趣しゆ向こうの家は食傷気味といいますか……もっと装そう飾しよくを抑おさえた質しつ実じつ剛ごう健けんな屋敷の方が落ち着くんですけどね」

「ほう？　リゼ。君、なかなか話がわかるじゃないか」

「…………」

　そんな会話をしながら、レヴィンとリゼ、そして、無言のハインケルがその後に続く。

　皆みな、グレンのように恐きよう縮しゆくなど微み塵じんもしていない。

（ちょっと、ちょっと、奥さん……うち、上流階級ブルジヨワども多くありませんこと？）

　疎そ外がい感に打ちのめされるグレンが、それを半眼で見送っていると……

「…………」

「…………」

　後には、ギイブルとジャイルが取り残されていた。

　片や平民出身の苦学生、片や没ぼつ落らく弱小貴族の三男坊ぼう。自分達にとっては、あまりにも場ば違ちがいすぎるホテルを前に、額に脂あぶら汗あせを垂らして硬こう直ちよくしていた。

　グレンはうんうんと頷うなずきながら、ギイブルとジャイルの間に割って入り、二人の首に腕を回して、にっこりと太陽のように笑い、親指を立てて見せる。

「ナ・カーマ！」

「……気持ちはわかりますが、やめてくれませんかね？」

「殴るぞ、このアホ講師」

「まーまー、いいから行こうぜ、お前ら！」

　あからさまに嫌いやそうなギイブルとジャイルに腕うでを回したまま、グレンが嬉うれしそうにホテルに向かって意い気き揚よう々ようと歩いて行く。

「もう、先生ったら」

　ルミアは苦笑いしながら、そんなグレンの後をついていくのであった。

「うぅ～、ルミア先輩～、私達、本当にこんな場所に泊まって大丈夫なんですかぁ？」

　そんなルミアの手を、マリアがおどおどと握っている。

　どうやら、マリアも庶しよ民みん組であるらしかった。

「あはは、大丈夫だよ。だって、正式に招待されているんだもの」

「うぅ～、それはわかってますけどぉ……なぁんか気が引けちゃいます……だって、私、普段は、フェジテのとある修道院に下宿させてもらっている身ですし……」

「修道院に下宿？　あれ？　マリアって……？」

　ルミアがマリアの家庭事情について尋たずねようとした、その時であった。

「おおおおい！　ルミア～ッ！　マリア～ッ！　お前らも早く来いよーーッ！　俺達と一緒にさぁ！　俺　達　と！」

「〝達〟を、強調しないでくれませんかね……」

「ウゼェ……」

　そんな声が聞こえてきて、くすりと笑うルミア。

「とりあえず、行こっか、マリア」

「は、はいぃ……」

　騒さわがしいグレン達を追うように、ルミアとマリアは駆かけ出すのであった。




　ホテルにチェックインした後、一行は水路のゴンドラと、コーチ馬車を使って、都市北西部へと向かう。

　程なくして、グレン達の前に現れたのは、アルザーノ帝てい国こく魔術学院の魔術競技場などとは比べ物にならないほどの規模の、豪ごう奢しやな石造りの円形競技場だ。

　セリカ＝エリエーテ大競技場。

　自由都市ミラーノが誇ほこるその大競技場は、かつて連綿と魔術祭典が開かい催さいされ続け、数あま多たの若き魔ま術じゆつ師し達が腕を競い合ってきた、由ゆい緒しよある場所だ。

　話によれば、かつて二百年前の魔ま導どう大戦で、最後に残った二人の英えい雄ゆうが、邪じや神しんとの最終決戦に挑いどんだ跡あと地ちに建てられたものであるらしい。

（やれやれ……ひょっとしなくても、この名前の由来って……？）

　そんなことをぼんやり考えながら、グレン達は、来らい賓ひん口から大競技場の中へと進入する。

　各種手続きを済ませると、一同は控ひかえ室へと通された。

　そこは大部屋であり、各国の選手や監かん督とく達がすでに集まっていた。

　これから、開会セレモニーの事前説明と、打ち合わせがあるらしい。

　そして、場には、早くも独特の緊きん張ちよう感かんとピリピリした空気が張り詰つめていた。

　なにせ、自国のチーム以外、ここに居るのは全員、世界の頂点を目指して競い合う敵同士。国の威い信しんをかけてこの場に立つ以上、無理のない話であった。

「はぁ～～、こいつらマジになりすぎだろ……」

　そんな中、ただ一人、グレンだけが緊張感のないことをぼやいて、欠伸あくび交じりに頭をかいてうんざりしていた。

「まったく……先生って、本当にマイペースなんだから」

「ふふ、羨うらやましい限りですわ」

「ある意味、ここにいる誰だれよりも大物ですね」

　そんなグレンを見て、システィーナ、リゼ、ギイブルが苦笑する。

「頼たのもしい限りじゃないですか。彼女達のように緊張で無様を晒さらすより余程良い」

「……ふん」

　そして、レヴィンとジャイルが呆あきれたように視線を向けた先では……

「ど、どの方も強そうですわ……ッ！　こ、これが世界ですの……ッ!?」

「ば、バカ野や郎ろう、フランシーヌ！　び、び、ビビってんじゃねーぞ!?　ちなみに、あたしは全然、まったくビビってないからな！　本当だからなッ!?」

「はぁ～、まったくらしくない……いつもの女を投げ捨てたような図太さはどこ行ったんです？　ほら、落ち着いて深呼吸です。ひっひっふー」

　ひたすらビビりまくっているフランシーヌとコレットを、いつも通りのジニーが鬱うつ陶とうしげに宥なだめていた。

　そんな帝国代表選手団の生徒達の衣装は、いつもの制服と違ちがっていた。

　黒と白を基調とする、質実剛健な意い匠しようのコートローブ姿で統一されている。これが、魔術祭典における伝統的な帝国礼装であるらしかった。

「でも……かつて、お祖父じい様もこのローブを着たのね……」

　システィーナが感かん慨がい深げに、自分の纏まとうローブを見下ろす。

「ふふっ、システィ、その姿、とっても似合ってるよ」

「本当です！　システィーナ先輩の綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつがすっごく映えてます！　私、ノーマルだけど、先輩になら抱だかれちゃってもいいです！」

「あはは、ありがとう、ルミア、マリア」

「ダメ！　マリアさん！　システィ、取っちゃダメだからねッ!?」

「あの……エレン？　あまりリアクションに困る言動はしないで……」

　そんな姦かしましい女性陣じんを尻しり目めに。

（ったく、いつでもどこでもうるせえ連中だぜ……）

　グレンは、欠伸交じりにすっとぼけた振りをしながら、油断なく周囲を探っていた。

　国ごとに固まって待機している他国の選手団の生徒達を、ちらりちらりと盗ぬすみ見て行く。

　他国の選手団達も、周囲の実力を推し量るように窺うかがっており、その場はさしずめ視線だけで交わされる戦場のようになっていた。

（しかし──これが、世界か）

　内心冷や汗あせを搔かきながら、グレンは周囲の様子を探っていた。

　それぞれの国の礼服に包んだ、若き魔術師達。

　こうして遠くから霊れい的てきな視覚を働かせて、その魔ま力りよくを軽く推し量るだけで、誰も彼もが恐おそるべき才覚を秘めていることがわかる。

（あの特とく徴ちよう的な赤いローブは、セリア同盟の大魔術ギルド学校の礼服か？　あの露ろ出しゆつ多めの衣装と入れ墨ずみは……確か、南東密林国家の呪じゆ術じゆつ大学の連中……あっちの、あの白ローブはドルイドだな……えーと国名は確か……？）

　まるで、世界の魔術師達の見本市みたいな有様であった。

（今回の魔ま術じゆつ祭典に参加するのは、北大陸の主要八カ国。祭典の最大規模時は、十五カ国が参戦したらしいから……ここにいる連中は、まだまだ氷山の一角というわけか）

　なんていうか、世界は広い。それを改めて実感させられる。

（うーん……あいつら、あっさり優勝すんじゃね？　とか自うぬ惚ぼれだったな……これほどレベルが高いんじゃ、一回戦であっさりボロ負けなんてことも……）

　グレンがそんな焦しよう燥そうを覚えていると。

「……安心なさい、大だい丈じよう夫ぶよ」

　グレンの隣となりに立つイヴが、腕うで組ぐみしてそっぽを向きながら、不意に言った。

「あの子達は、絶対に通用するわ。少なくとも貴方あなたが懸け念ねんしているような、無様なことには決してならない。少しは貴方が鍛きたえたあの子達の力を信じなさい」

「！」

　心の内を見み透すかされるような事を言われ、グレンはイヴを啞あ然ぜんと見つめる。

「な、何よ……？　何か文句あるわけ？」

「いや、別に……ただ、お前……マジで誰だよ……？」

「はぁ!?」

「最近、マジであの冷れい酷こく嫁いき遅おくれヒス女だったお前と、今のお前が重ならねぇ……」

「なんですってぇ!?」

　イヴがグレンの胸ぐらを摑つかみ上げ、いつものように口くち喧げん嘩かが始まるのであった。




　と、そんなグレン達のやりとりを尻目に。

「……貴女あなたが、アルザーノ帝てい国こくのメイン・ウィザード様でしょうか？」

　一人の少女が、流りゆう暢ちような共通語でシスティーナに話しかけていた。

　艶つややかな黒くろ髪かみと黒くろ瞳めが特徴的な美少女だ。

　システィーナが書物で得た知識と照らし合わせるに、この少女が纏う特徴的な衣装は、小こ袖そで、差袴さしこ、狩かり衣ぎぬと呼ばれる物。

　東方の、陰おん陽みよう師じと呼ばれる魔術師達の正装だ。

「私、サクヤ＝コノハと申します。日輪の国出身です。天てん帝てい陰おん陽みよう寮りようの若手代表として、この度、メイン・ウィザードを務めさせていただきます。どうかお見知りおきを」

　しゃなりと丁てい寧ねいに一礼する黒髪の少女、サクヤ。

　国元では相当良家のお嬢じよう様さまなのだろう。文化は違えど、貴人の雰ふん囲い気きが隠かくしきれないほどサクヤからは滲にじみ出ていた。

「ええと……私はシスティーナ＝フィーベル……ええと、サクヤさん？　なぜ、私がメイン・ウィザードだとわかったんですか？」

「そりゃあ、君だけ〝格が違う〟からさ」

　戸と惑まどうシスティーナの背に、今度は悪戯いたずらっぽい響ひびきのある少年の声がかかった。

　振ふり返れば、そこには頭にターバン、全身をマントで包んだ、浅黒い肌はだのエキゾチックな美少年が穏おだやかな笑みを浮うかべて佇たたずんでいた。

「貴方は……？」

「申もうし遅れたね。俺はアディル＝アルハザッド。ハラサ──ああ、君達が恐らく砂さ漠ばくの国と呼ぶ、占せん星せい天文塔とうのメイン・ウィザードを務めさせてもらっている」

「サクヤさんに、アディルさん……」

　唐とう突とつに近付いて来た二人に、システィーナは戸惑いを隠せない。

　そんなシスティーナに、二人が穏やかに話しかける。

「魔術祭典は、究極的にはメイン・ウィザード同士の戦い……といっても過言ではありません。もちろん、それだけでもありませんが」

「つまり、これから俺達が、己が国の威信をかけて競い合う相手が、どこの国のどういうやつなのか……知りたいってのが人情じゃないかな？」

「確かに、私達は頂点を目指す敵同士……かと言って、ただ競い合って終わり……ではあまりにも寂さびしいでしょう？」

「なにせ、せっかくの機会なんだしね」

　この時、システィーナは猛もう烈れつに直感した。

（この人達……強いわ）

　その内に秘められた強大な魔力、この張り詰めた雰囲気の中で、敵と交流を持とうとするこの余よ裕ゆう、この胆たん力りよく、揺ゆるぎなき自信、強者の雰囲気。

　その力は未知数で、自分の力がこの人達に通用するのか、勝てるのか、実際に戦ってみるまで、まるでわかりそうになかった。

（これが……世界！　かつて、お祖父様が見た光景！）

　不思議と昂こう揚ようする気分と共に、武む者しや震ぶるいを覚えながら、システィーナはらしくなく不敵に笑った。

「そうですね。せっかくの機会ですものね。時間までお話でも……」

　この流れに身を任せ、システィーナが積極的に親しん睦ぼくを深めようとすると。

「ふん……この穢けがらわしい異い端たん者どもが」

　まるで吐はき捨てるかのような言葉が、システィーナの背中に突つき刺ささっていた。

　振り返れば、一人のやせぎすで顔色の悪い少年が立っている。

　後ろにひっつめた髪かみ。侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おが籠こもった昏くらい瞳。胸に下げられた十字の聖印、小こ脇わきに抱かかえた聖書、黒い詰め襟えり型の僧そう服ふくに身を包む、その姿は──

（ファルネリア統一神学校の生徒!?　つまり、アルザーノ帝国の仇きゆう敵てきであるレザリア王国の代表！）

　システィーナの表情に、違った意味での緊張が走った。

「やれやれ、お前が、勝手な教義を作って至高神に泥どろを塗ぬった、裏切り者のアルザーノの連中か……予想通り、隠しきれない悪徳が顔に出ている。この場で聖せい伐ばつされない幸運を、神に感謝して欲しいな」

「なっ……ッ!?」

　このいきなりの壮そう絶ぜつな侮ぶ辱じよくに、システィーナは呆あつ気けに取られるしかない。

（くっ！　我が慢まん我慢……私は知ってるわ……旧教の一部偏へん執しゆう的な信者に、こういう連中がいるってこと……）

　あまりにも他宗教に対して排はい他た的で閉へい鎖さ的な、レザリア王国ならではの存在だ。

　帝国では、そういった連中を蔑さげすみを込めて〝狂きよう信しん者〟と呼ぶ。

「まぁ、異端者は異端者同士で仲良くやっているがいいさ。ああ、こんな悪あく魔まの手先の群れの中で待ってろだなんて、気分が悪いったらありゃしない」

　システィーナが反論せず押おし黙だまるのをいいことに、僧服の少年は遠えん慮りよがない。

　たちまち、その場の雰囲気が悪くなっていく。

　すると。

「やれやれ、どうして君達、旧教の人間はいつもそうなんだろうね？」

　耐たえかねたのか、システィーナの代わりにアディルが反論をしていた。

「我等が神は、その慈じ悲ひ深さと高徳さゆえに、他宗派に対して寛かん大だいだというのに」

「は？　間ま違ちがった神を奉ほうずる人の皮を被かぶった悪魔共に、配はい慮りよする必要が？」

「……間違った神……だと？」

　僧服の少年の返しに、アディルの眉まゆが吊つり上がった。

「おい……我等がエル＝ラドの神への侮辱だけは、死をもって償つぐなわねばならないぞ？」

　アディルが妙みように静まった佇まいで、腰こしの刀の柄つかに手をかけて。

「……旧教と侮辱したのは君が先なんだがね？　この穢らわしい異端者が」

　僧服の少年が聖書を開く。

　これが、世界最高クラスの若手魔ま術じゆつ師し達の力か。

　二人の間に、壮絶な殺気と圧力が漲みなぎり、会場全体の気温が氷点下まで下がった。

　──本気で殺やる気だ。次の瞬しゆん間かん、この二人は本気で殺し合う。

　今まで修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけ続けて来た経験から、システィーナは瞬しゆん時じにそれを察する。

（システィーナさん！）

（ええ、止めなきゃ──ッ！）

　視線で意図をかわし合い、サクヤが符を抜き、システィーナが呪じゆ文もんを唱えようとして。

　まさに、一いつ触しよく即そく発はつ──その瞬間であった。

「お止やめなさい」

　いつの間にか。

　本当に、いつの間にか──一人の司祭が、アディルと僧服の少年の間に割って入り、二人の腕うでを摑んで止めていた。

「……やれやれ」

　それを見て、グレンが足に込めていた力を抜ぬき、イヴも掲かかげかけていた右みぎ腕うでを降ろす。

（え!?　この人……いつの間に!?　気配なんて欠かけ片らも──ッ!?）

　何が起きたのかわからず、システィーナがひたすら動どう揺ようしていると。

「マルコフ。魔術祭典は平和の祭典なのです。なのに、このような私し闘とうは本ほん末まつ転てん倒とうです。〝己を愛するが如ごとくに、隣りん人じんを愛すべし〟……主の教えを忘れましたか？」

「……ファイス司教枢すう機き卿きよう猊げい下かッ！」

　僧服の少年──マルコフが、どこか非難するような目で、現れた司祭を睨にらんでいた。

（ファイス……今回の帝国王国首脳会談の、王国側参列者の一人か。なぜ、ここに？）

　そんなグレンの疑問を余よ所そに、ファイスはアディルに向かって深々と頭を下げる。

「……こちら側に非礼があったようですね。本当に申し訳ありませんでした」

「い、いえ……こちらこそ……つい頭に血が上ってしまって……すみません」

　その場がざわめいていた。

　有り得ない光景であった。なんと、あのエリサレス旧教の枢機卿ともあろう人物が、他宗派の人間、しかも子供に対して頭を下げたのだから。

（お、おい、イヴ……見たか……？）

（え、ええ……信じられないわ……）

　その光景には、グレンもイヴも啞然とするしかない。

「猊下ッ!?　なぜです!?　なぜ、そんな愚ぐ劣れつな異端者共に頭を下げるのですか！　我われ等らが神の正義は──ッ！」

　マルコフが、糾きゆう弾だんの叫さけびを上げるが。

「黙りなさい」

　ファイスの有無を言わせない迫はく力りよくの𠮟しつ責せきに、悔くやしげに押し黙るしかない。

　そして、未だ動揺と困こん惑わく冷めやらぬ会場を見み渡わたし、ファイスは穏やかに言った。

「さて、才気に溢あふれる若き魔術師の皆みなさん。遠路はるばる、今回の魔ま術じゆつ祭典にご参加いただき、真にありがとうございます。皆みな様さまのご活かつ躍やくとご健けん闘とうが、これからの世界をより良い方向へと導く礎いしずえとなることを、私は願っております。早速ですが──」

　こうして。

　ファイスの穏やかで大人の対応によって、場を包んでいた緊きん迫ぱく感かんは解かれる。

　そして、開会セレモニーについての説明と打ち合わせが始まるのであった。

（ったく、冷や冷やさせやがるぜ……旧教側にも、まともなやつが居て良かったよ）

　グレンが額の汗あせを拭ぬぐった、その時だった。

「あ、あれ……？　あの人……」

　少し離はなれた位置に立っていたマリアが、ぼそりと呟つぶやくのが、グレンの耳に入った。

　ちらりと見やれば、マリアは、一同の前で式典について説明するファイスのことを、呆ほうけたようにじっと見つめていた。

「…………」

　心此処ここに在らずとばかりに、呆ぼう然ぜんと見つめ続けるのであった。




　こうして、開会セレモニーの事前打ち合わせはつつがなく終しゆう了りよう。

　程なくして、ついに魔術祭典開かい催さいの運びとなった。

　楕だ円えん形のフィールドをぐるりと囲む観客席には、世界中から集まった観光客達が、ひしめき合い、活気と熱気に包まれていた。空にはひっきりなしに派手な花火が打ち上げられ、その音すら聞こえぬ大だい歓かん声せい──音の大洪こう水ずいだ。

　なにせ、魔術祭典が開催されるのはもう何十年かぶりだ。

　久々の開催ということで、今回は規模こそ縮小気味だが、人々の祭典に対する期待は計り知れないものがあるようであった。

　やがて、フィールドで始まるショータイム。

　何百人からなるダンサーやサーカスが、次々と芸を披ひ露ろうしていく。

　それが終わると、パレードと共に、各国の代表選手団が入場し、会場の歓声ボルテージがまた一段階上がった。

　かしこまった様子で歩くシスティーナ達の姿が遠目に見える。

　かつてない大だい舞ぶ台たいに、流石さすがに緊きん張ちようしたらしいフランシーヌが躓つまずき、コレットを巻き込んで転んで、会場から笑いが上がった。

　そんなちょっとしたハプニングがありつつも。

　各国代表選手団は、観客達に顔を見せるように、フィールドを一周し、中央に整列。

　やがて、式典が始まり、魔術祭典組織委員会会長、自由都市ミラーノ市長、各国来らい賓ひんによる、開会宣言やスピーチなどが始まる。

　そんな最中、なんとアルザーノ帝てい国こくのアリシア七世女王陛下と、レザリア王国の聖エリサレス教会教皇庁フューネラル＝ハウザー教皇聖下が、大衆の前で握あく手しゆを交わし合うというパフォーマンスまであった。

　当然と言えば、当然で。

　そして、あまりにも信じられないと言えば、信じられない光景で。

　時代の変革の予感に、会場は騒そう然ぜんとなっていた。

「はぁ～～、まぁ、なんとか無事に開催されそうで良かったよ……開催前に選手達の乱らん闘とう騒さわぎで中止～なんて羽目にならんで、マジで良かった……」

　熱ねつ狂きようする人々でごった返し、賑にぎわいに賑わう観客席の一角にて。

　グレンは脱だつ力りよくしたように腰こし掛かけ、開会セレモニーの推移をぼんやりと眺ながめていた。

「本当にそうですね……」

　そんなグレンの左ひだり隣どなりに座るルミアも、ほっとしたように、遠い場所で粛しゆく々しゆくとスピーチを行う母親──アリシア七世の姿を見守っている。

　今のグレンとルミアは二人きりだ。

　イヴとエレンは、諸もろ々もろの手続き関係で今、別行動をしている。

　思わぬタイミングで、グレンと二人きりになれた幸運に感謝しながら、ルミアはグレンと一いつ緒しよに、開会セレモニーを見守っていた。

「上手うまくいくと……いいですね」

「そうだな」

　限られた期間、限られた資金で開催された、これだけの規模の祭典なのだ。

　アリシア七世が、関係者各位が、どれほど心血と魂たましいを込めて、この日、この時を作り上げたのか……政治や政務に疎うといグレンですら痛いほどわかる。

　全ては平和のために。愛するアルザーノの民のために。

（やっぱ、帝国を導けるのは貴女あなたしかいませんよ、陛下……）

　グレンがそんなことをしみじみと思った……その時だった。

「もしもし……隣となりの席、空いてますけど……座ってもいいですか？」

　不意に、そんな声が右から降ってくる。

　見上げれば、全身をすっぽり白い法衣に包んだ修道女が、傍そばに立っていた。

　フードを目元まで被っているため、その相そう貌ぼうはわからないが……なんとなく、絶世の美少女であろうことがわかる。

（……ん？　隣が空いている？）

　グレンが目を瞬またたかせながら右みぎ隣どなりを見てみると……確かに、そこはぽつんと空いていた。

（……は？　なんでだ？　こんなに混んでるのに、なんでここだけ空いてるんだ？　そもそも、さっきまで、誰だれか観客が座っていたような……？）

　だが、空いているものは空いている。それは事実だ。

「……、別にいいっすよ。どうぞ」

「ふふっ、ありがとうございます」

　すると、その修道女は丁てい寧ねいに一礼して、グレンの右隣に腰を下ろした。

「それにしても、立派で盛大な祭典ですね。きっと、これからの王国と帝国が手と手を取り合っていく平和の礎になると思いませんか？」

　修道女は式典を見守りながら、そんなことをグレンへ話しかけてくる。

「まぁ……そうっすね。今まで色々とあったけど、昔のことっすからね。平和が一番っすよ、やっぱ」

　グレンは世間話として、当たり障さわりもなければ中身もない言葉を返すが……

「ええ、本当に──虫むし酸ずが走るわ」

　突とつ然ぜん、修道女が声のトーンを変えずに、拒きよ絶ぜつの言葉を吐はいた。

「！」

「主のお言葉を都合良く解かい釈しやくし、腐くさった信しん仰こうを奉ほうずる金の亡者ども……欲よくに眼が眩くらんだ悪あく魔まの手先。そのような者達と手を組むなんてあってはならない……ましてや共に平和を目指す……そんなことは到とう底てい不可能。そう思いません？」

「……お前……？」

「いい加減、悔くい改あらためるべきだって言ってるのよ、貴方あなた達、帝国の腐れ外道どもは」

　そんな修道女の語気強い断罪に、グレンとルミアの間に緊張が走った。

「嗚呼ああ、しかし。確かに天にまします大いなる主は慈じ悲ひ深い。貴方がたのような異い端たん者達もその大いなる御み心こころのままにお赦しになられることでしょう。ですが──」

　しゅるり……と、修道女がフードを取り払はらった。

　闇やみを焼やき払い、天から後光が差すような神々しい金きん髪ぱつが、フードからまろび零こぼれる。

　現れたのは、グレンとそう歳の変わらない少女の顔だ。

　煌こう々こうと絶対零れい度どの氷ひよう蒼そうを灯す双そう眸ぼう。

　まるで天使のように神々しく透とう明めいで、そして、冷たい美び貌ぼうの横顔が露あらわになる。

「仮令たとえ、神がお赦しになろうとも……この私が、貴方達異端者共を赦さないわ。そう、この聖エリサレス教会聖堂騎き士し団・第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースのルナ＝フレアーがね」

　少女が名乗った、その瞬しゆん間かん。

　少女はただそこに在るだけなのに、何も構えず、ゆるりと腰掛けているだけなのに。

　少女から凄すさまじい殺意と殺気が放たれ、グレンの全身を切りつけた。

　殺気だけで、殺されたと魂が錯さつ覚かくして悲鳴を上げる、人知を超こえた威い圧あつ感かん──

（ら、第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースだとぉ──ッ!?）

　グレンも噂うわさだけは聞いたことがあった。

　聖エリサレス教会教皇庁聖堂騎士団が誇ほこる、最強最悪の切り札ラスト・カード。

　教会に仇あだ為なす異端者、悪魔、不死者を、片かた端はしから刈かり尽つくすという絶殺機関。

　その人を超えた圧あつ倒とう的な武は、帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士団特務分室をも上回ると噂されている。

（そんな連中が、今、どうして、ここに──ッ!?）

「せ、先生!?」

「下がってろ、ルミア──ッ！」

　何よりも雄ゆう弁べんに、〝この場でお前達を殺す〟と語るこの殺気と戦気──

　この場における戦せん闘とうは避さけられないと直感したグレンが、身を翻ひるがえして立ち上がり、旋せん風ぷうのように拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

　それは、グレンがその生しよう涯がいに於おいて、何度できるかという最速クラスの抜きドローだった。

　だが、それを──

「遅おそいわ。そして、弱い」

　いつの間にか抜ばつ剣けんしていたルナが、グレンの銃じゆうを持つ手に、剣けんを寸止めで当て、その動きをぴたりと抑おさえていた。

　籠柄スウエプトヒルトと十字鍔クロスガードに煌びやかな装そう飾しよくが施ほどこされた、細身の長ちよう剣けんだ。

　その刀身から放たれる神々しい法力光──それは名うての聖剣に違ちがいない。

　もし、ルナが本気で〝その気〟なら……グレンは今、確実に腕うでを落とされていた。

「な──ッ!?」

「はぁ……やっぱりこんなもの？　それとも、噂の特務分室の実力がその程度なの？」

　ルナが蔑さげすむような目でグレンを見る。

「私ね。今回の一件にあたって、貴方のこと、事前に色々調べさせてもらったの」

「……何？」

[image: ]

「貴方……人間のくせに、信じられない戦果を上げて来たそうじゃない？　軍時代も、教師になってからも、普ふ通つうなら容易に絶望しかねない状じよう況きようで勝ち続け、守り抜いてきた。

　絶体絶命からの大逆転……という観点で見れば、貴方はあのアルベルト＝フレイザーをも上回る。ただの人間で、ただの凡ぼん人じんの貴方がね。……忌いま々いましいわ」

「……？」

　ルナの感情に、なんだか異教徒や敵国に対する嫌けん悪お感かんとはまた別の苛いら立だちが交じり始めているのに気付き、グレンは内心、首を傾かしげるしかない。

「でも、やっぱり確信したわ。貴方はしょせん凡ぼん夫ぷよ。元・帝国宮廷魔導士団特務分室、執しつ行こう官ナンバー０《愚ぐ者しや》のグレン＝レーダス。貴方の今までの戦果はただの偶ぐう然ぜん、ただの運……そうよ、そうでなくてはならないの。わかる？」

　くすり、と。氷のごとく微笑ほほえみ、ルナは冷れい酷こくな流し目を送ってくる。

　突つっかかってくる理由がまるでわからないが、それでも一つわかることがある。

（この女──）

　強い。そうとしか表現できない。

　以前戦った、特務分室の三バカのような小細工の強さとは、質がまるで異なる。

　単純に、根本的に、強いから強い──少女はそんな怪かい物ぶつであった。

　その人の規格を超ちよう越えつしたような武ぶ威いは、どこか魔ま将しよう星せいと通じるものがあった。

「言っておくけど、大声出しても無む駄だだから」

　この少女は一体、何をやっているのか……これだけグレンと荒あら事ごとの気配をまき散らしておきながら、周囲の人間は誰一人ひとり、この事態に気付いていないのだ。

　まるでグレン達のことが目に入っていないような有様であった。

（認識操作の結界か──ッ!?　しかし、これほど強力なのは、あの《魔の右手》のザイードクラスだぞ……ッ!?）

　戦せん慄りつ、戦慄、ただただ戦慄に震ふるえるしかないグレン。

　──と、その時。

「すまない。そこの君も動かないでいてくれるか？」

「!?」

　突然、聞こえてきた新たな声に、グレンはそれこそ度ど肝ぎもを抜かれる思いだった。

　この非常事態に、ルミアはとっさにグレンを助けようと呪じゆ文もんを唱えかけていた。

　だが、そんなルミアの背後に、一人の青年が立っていた。

　燃もえ尽きた灰のような色の髪かみ、血色のない青白い肌はだ、真紅の瞳ひとみ、身に纏まとう闇色のコート……そんな黒ずくめの青年がルミアの後頭部に、指先一本で触ふれていたのだ。

「～～～ッ!?　──ッ！」

　一体、いかなる術理なのか、たったそれだけで、ルミアは金かな縛しばりにあったように動けなくなり、言葉を失っていた。

「あら、チェイス。ナイスね！　さすが、私の相棒！」

　その青年の姿に、ルナは嬉き々きとして、微笑み……

（こ、この男──ッ!?　馬ば鹿かな──ッ!?　噓うそだろ!?）

　グレンは目め眩まいがするような絶望に、愕がく然ぜんとするしかない。

　修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜け続けたグレンの、なけなしの直感が告げたのだ。

　──互ご角かく。この青年は、その強さの規格が、ルナとまるで互角。

　こんな規格外の化け物が、同時に二人も揃そろって良いのか？

　蛇へびに睨にらまれたカエルの気分とは、まさに今味わっているような気分なのだろう。

　まるで勝てる気がしない、空前絶後の怪物二人。

　そんな絶体絶命の窮きゆう地ちに──

「くっ……何が目的だ……？　俺達に何の用だ……ッ!?」

　グレンは脂あぶら汗あせを滝たきのように流しながら、喉のど奥から絞しぼり出すように問うしかない。

「あら、ごめんなさいね、ちょっと脅おどかし過ぎちゃったかしら？」

　すると、ルナが冷笑した。

「私にとって、貴方程度の男の首を上げることなど、ミサで聖体パンを切るよりも造作もないこと。でもね、私達、いくら貴方達が救済の余地もない異端者だからといって、別に今、直接どうこうする気はないのよ……寛かん大だいなる主の慈悲に感謝なさい？」

　悔くやしげに舌を打ち鳴らすグレン。

　だが、こんな状況ではどうすることもできない。

「私はね……貴方に〝頼たのみ〟があるの。帝てい国こく代表選手団の総そう監かん督とくさん？」

　何もかもお見通しというわけらしい。

「……頼み……だと？」

「そう……明日から、魔ま術じゆつ祭典の試合、始まるわよね？」

「それがどうした……ッ!?」

「貴方達、帝国選手団……辞退してくれない？」

　ルナの意味不明な要求に、グレンは呆あつ気けに取られた。

「なんだと？」

「正直、困るのよね……貴方達が試合に勝ち残るとさぁ？」

　そして、どこまでも酷こく薄はくな笑みで凄すごむようにルナが告げる。

「ふざ、けるなよ……てめぇ……ッ!?」

「あら？　ここまで追い込んで、まだそんな口がきけるんだ？　弱っちいくせに、意外と骨があるのね。でも……」

　ほんの少し、意外そうに眼を瞬またたかせて。

　ルナは動けないグレンの耳元へ唇くちびるをよせ、囁ささやいた。

「後ろの教え子さん……可愛かわいいでしょう？　……壊こわされたくはないよね？」

「てめぇ……ッ！」

「一つ教えてあげるわ。そこのチェイスは、そういう可愛い女の子を切り刻んで血を啜すするのが大好きな変態よ？　どう？　そんなの嫌いやでしょう？　……ま、私は、異端者のクソ雑ぞう巾きんどもが一人死のうが百人死のうが、知ったことじゃないけどね？　ふふふ……」

「や、野や郎ろうォ……ッ！」

　恐きよう怖ふと絶望に打ちのめされていたグレンの魂たましいが、怒いかりによって焼き入れされ、猛もう然ぜんと沸ふつ騰とう再生、激情を噴ふん火かさせる。

　だが──それでもどうしようもない状況に、グレンが歯は嚙がみしていると。




　ごッ！




　唐とう突とつに巻き起こった猛もう火かが、観客達を巻き込んでグレンやルナ達を吞のみ込んでいた。

　だが、グレンやルミア、観客達には火傷やけどの一つもない。

　今のはなんだ？　と観客達が目を瞬かせて、周囲をキョロキョロしている。

（この、嫌みたらしいまでに完かん璧ぺきに制せい御ぎよされた炎ほのおは──ッ!?）

「グレン、構えなさいッ！　援えん護ごするわッ！」

　イヴだ。観客席を横断する通路にイヴが現れ、こちらを見下ろしていた。

　そして、当のルナと、チェイスと呼ばれた黒ずくめの青年は、グレンの上方、イヴの立つ通路の二十メトラ先に、いつの間にか移動していた。

「へぇ？　あの赤髪の女……帝国にも居るじゃない？　少しはデキるのが」

　そして、ルナはイヴとグレンに向かって、余よ裕ゆうの佇まいで聖剣を構えた。

「いいわよ？　遊んであげる。貴方あなた達、平和ボケした軟なん弱じやくな帝国人に、格の違いってのを教えてあげるわ……」

　たちまち、グレン、イヴ、ルミアの顔に緊きん張ちようが走るが──

「いや、ルナ。潮時だ」

　チェイスが、そんなルナを引き留めていた。

「結界が保たない。あの女性の炎で、結界にかなりのヒビが入った。……これ以上の荒事を起こせば、観客達にバレる」

　すると。

「……わかってるわよ。……ふん、まったく、抜ぬけ目ない女だこと」

　どこか不服そうだが、ルナは素直に聞き入れ、剣を納めていた。

「とりあえず警告はしたわよ、監かん督とくさん？　もし、辞退しなかったら、貴方達にきっと不幸が降り掛かかると予言するわ。……じゃあね」

　そして、そう言い残して。

　ルナは、チェイスが足下に展開した沼ぬまのような影かげの中へ潜もぐるように、姿を消していくのであった。

「……はぁ……ッ！」

　グレンは、二人の気配が完全に去ったことを確信すると、詰つまっていた息を吐はく。

　同時に、遠ざかっていた周囲の爆ばく音おんが復活し、グレンの耳を再び殴なぐりつけていた。

「先生！　だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「グレン、今の連中は何者？　どう見ても只ただ者ものじゃなかったけど」

　そんなグレンの下へ、顔を蒼そう白はくにしたルミアと、険しい表情のイヴがやって来る。

「……後で説明するぜ……まぁ、一つ確実に言えることは……」

　グレンは銃じゆうをしまい、忌々しげに会場を見下ろした。

　今、様々な式次第が終しゆう了りようし、聖地アルケナから多くのランナーがリレーで運んできた聖火が、競技場北側の縁えんに据すえられた巨きよ大だいな祭さい壇だんに灯されようとしている。

　開会式のクライマックスだ。

「まーた、厄やつ介かい事ってわけだ。長年確かく執しつを続けて来た王国と帝国……ようやく成った和平の首脳会談が行われる今回の魔術祭典……その裏で、なぜか俺達を妨ぼう害がいしようと動く、教会の異い端たん狩がりの切り札ども……あまりにも、きな臭くせぇ」

「……切り札？　まさか──？」

　イヴが息を吞むのを尻しり目めに、グレンは確信と共に言い捨てた。

「ああ、この魔術祭典……何かが起きるぜ？」

　そんなグレンの言葉は。

　祭壇に灯された聖火が煌こう々こうと辺りを照らし始めると共に巻き起こった、本日一番の大だい歓かん声せいの洪こう水ずいに押し流され、消えていく。




　波乱と激動の魔術祭典、その幕開けであった──
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「どう!?　私の追い込みは！」

　自由都市ミラーノの、とある人ひと気けのない薄うす暗ぐらい路地裏にて。

　ルナは相棒であるチェイスに向かって、胸を張って威い張ばっていた。

「あんだけ圧かければ、帝国の軟弱な守しゆ銭せん奴どどもなんかに舐なめられないでしょ!?　どうだった!?　ねぇ、どうだった!?」

　その無む邪じや気きな様子は、先程の冷れい酷こく無比な狂きよう信しん者の顔とは、えらく違ちがう有様だ。

「まぁ、色々言いたいが、必要な措そ置ちだったのは認める。だが……」

　チェイスはその細面を憮ぶ然ぜんとさせながら言った。

「なぜ、グレン＝レーダスに、あんな妙みような絡からみ方をしたんだ？　今回の件に、まったく関係ないだろう？」

　すると、押おし黙だまるルナへ、チェイスが淡たん々たんと告げる。

「ひょっとして、あのことを引け目に感じているのか？　そんなことに意味はないぞ。君の決断は尊いものだった。彼は彼、君は君だ。彼に対たい抗こう心を燃やしてどうする？」

「燃やしてないわよ！　ただ、個人的にあの男が気にくわなかっただけ！」

「滅め茶ちや苦く茶ちや、意識してるじゃないか……」

　苦い顔で、チェイスはルナを流し見る。

「それと、誰だれが〝女の子を切り刻んで血を啜るのが大好きな変態〟だ。酷ひどいな、君は」

「……う、だって……それはある意味、事実だし……」

「はぁ～～～～、何言ってんだか」

　付き合いきれない、とばかりに、チェイスは溜ため息いきを吐いた。

「ところで……連中、辞退してくれるかな？　どう思う？　チェイス」

「無理だろうね」

　ルナの問いに、チェイスが淡々と答えた。

「諸処の努力でようやく成った魔術祭典なんだ。どんな理由があっても、ここで帝国代表選手団が辞退すれば、諸国への心証は最悪だ。王国と帝国の首脳会談にも響ひびく。国の威い信しんにかけて、連中は退けないんだよ。死人を出してでも参加し続けるしかないんだ」

「……そう、よね……」

　すると、ルナは苦く悩のうに満ちた表情で言った。

「となると……私は本当に、あの帝国代表団の子達を……何の罪もないあの子達を……」

「なぁ、ルナ。君は本当にそれでいいのかい？」

　そんなルナへ、チェイスが静かに問う。

「君がやろうとしていることは、フューネラル教皇聖下の勅ちよく命めいに反している。ことが明るみに出れば、異い端たん審しん問もん会にかけられてもおかしくない。教皇聖下も、ファイス様も、流石さすがに君を庇かばえないぞ？　アーチボルト枢すう機き卿きようは君に罪をなすりつけて、完全に使い捨てる気なのは明白だ。……本当に、君はそれでいいのか？」

　すると、ルナはしばらく押し黙って呟つぶやいた。

「仕方ないじゃない。たとえ、異端認定されても……取り返しのつかない戦争が起きることになったとしても……私には……貴方を見捨てることなんてできない」

「…………」

「ただ、フューネラル教皇聖下やファイス様より、アーチボルト枢機卿の方が一枚上手だった……それだけ。私は蜘く蛛もの巣すにかかった間ま抜ぬけな蝶ちよう。それだけよ」

　そんなルナの悲ひ壮そうに満ちた決意に、チェイスは押し黙るしかない。

「なんでなのよ……？　どうして、私はいつまで経ってもこう……こんなことにならないために……私は力を手に入れたのに……ッ！」

　しばらくルナは煩はん悶もんとしていたが……

「……別に……無理に、私に付き合う必要なんかないわよ、チェイス」

　やがてチェイスへ、諦あきらめたように、力なく笑いかけた。

「本当は……止めたいんでしょう？　私を」

「…………」

「貴方は、本当に強い人だもの。きっと、貴方が私の立場だったら、そうする……」

「つれないことを言うのはやめてくれ。付き合うよ……最後までね」

　何を今さら、とばかりにチェイスが返す。

「確かに、今の僕は君を止めることはできない。僕は君の命令に逆らえない……そういう存在だから。そして、君が死ねば、僕も終わりだ。なら、最後まで君と共に在るさ」

「…………」

「僕らが為なしたことで、多くの人が死ぬのだろう。世界中の人間が君を責めるだろう。だからせめて、僕だけは君の傍そばにいるよ。……そして、君と一いつ緒しよに地じ獄ごくへ落ちるさ」

「……チェイス……ありがとう……」

　ルナの言葉が、どこか湿しめり気を帯び始める。

　誰も知らない、夜の海のどこかで──二人はそんな言葉を交わし合うのであった。




　夜が明けて、次の日。

　開会セレモニーの興奮冷めやらぬまま、ついに魔ま術じゆつ祭典の試合は始まった。

　魔術祭典の試合方式は、特とく殊しゆトーナメント方式だ。

　回戦ごとに、くじ引きで対戦カードを決め、勝ったチームが次の回戦へと進む。

　今回の参戦国は、合計八カ国八チームなので、第一回戦、第二回戦、決勝戦の三回を勝ち抜けば優勝となる。

　基本は、メイン・ウィザード一人＋サブ・ウィザード九人の、合計十人一チームを組んで競い合う形式だ。サブ・ウィザードは試合で何人脱だつ落らくしてもＯＫだが、メイン・ウィザードだけは参加必ひつ須すとなる。

　ゆえに、メイン・ウィザードが脱落した瞬しゆん間かん、自動的にそのチームの敗北となる。

　その試合内容とルールも、試合ごとにランダムで決められ、対策はほぼ不可能。

　精々が過去行われた試合方式から、傾けい向こうを予測するくらいしかできない。

　それを不公平などとは誰も言わない。魔ま術じゆつ師し同士の戦いなど、平条件で戦えることの方が圧あつ倒とう的に少ないのだから。

　例えば──初日の第一戦目。

　対戦内容は、競技場の環かん境きよう制せい御ぎよ魔ま導どう機能によってフィールドに形成された大密林を舞ぶ台たいに、湿しつ地ちから無限湧わきするゴーレムと戦い、その撃げき破は数を競う……というものだ。

　無論、プレイヤー同士の潰つぶし合いも認められている過か酷こくなもので、ゴーレムを倒たおしにいくのか、頭数の上で優位に立つために敵プレイヤーを潰しに行くのか、非常に高度な状じよう況きよう判断能力が問われる試合内容である。

　対戦カードは、南東密林国家アルマネスの呪じゆ術じゆつ大学チームと、東方の日輪の国の天てん帝てい陰おん陽みよう寮りようチーム。

　フィールドが密林なだけに、当初、地の利があるアルマネスの勝利を誰もが予測した。

　実際、類感系呪術を駆く使しした魔術罠マジツク・トラツプ戦略が効を奏し、試合はアルマネスが常に日輪の国を圧倒し続けた。

　だが、日輪の国のメイン・ウィザード、サクヤ＝コノハの陰陽術によって行使される式神使役術や索さく敵てき術が、アルマネスの攻こう勢せいを捌さばき続け、やがてはサクヤの式神使役術が、フィールドのゴーレムまでも支配し始める。

　無限湧きするゴーレムを片かた端はしから支配されたら堪たまらない。そもそも、ゴーレムには第三者に支配されないよう、強固なプロテクトがかかっていたのだから。

　ゆえに、この勝負は見事、日輪の国の勝利となった。

　そして──続く第二戦目。

　対戦カードは、レザリア王国のファルネリア統一神学校チームと、セリア同盟の大魔術ギルドの初等科チーム。

　対戦内容は、陣じん取とり合戦。環境制御魔導機能によってフィールドに形成された、擬ぎ似じ的な都市を舞台に、その各地に存在する無数の拠きよ点てんを、二チームが競争で制圧し、旗を立てていくというものである。各拠点には小型ゴーレムによる防衛兵力が配備されており、当然、奪うばわれた拠点の奪い返し、プレイヤー同士の潰し合いもありだ。

　点数が高く落としにくい拠点を一気に攻せめ落とすのか、それとも点数は低いが落としやすい拠点を数多く制圧していくのか……これまた高度な状況判断能力と作戦が問われる試合内容である。

　戦いは混こん沌とん化するように思われたが……終わった時、観客達の誰もがその予想外の結末に、度ど肝ぎもを抜ぬかれることとなった。

　結果は、ファルネリア統一神学校チームの圧勝。

　ファルネリア統一神学校のチームが全体的にレベルが高かったというのもあるが、中でもメイン・ウィザードのマルコフ＝ドラグノフは別格であった。

　法術と呼ばれる聖エリサレス旧教秘伝の魔術を駆使し、セリア同盟側のチームを全員、真正面から撃破し、ほとんどの拠点を制圧してみせたのだ。

　世界に名だたる様々な神秘の御み業わざが惜おしげもなく振ふるわれ、それを目の当たりにすることができる幸運に、そして、予測不可能奇き想そう天てん外がいな試合内容と結末に、セリカ＝エリエーテ大競技場に集う観客達のボルテージは常に限界突とつ破ぱ状態だ。

　こうして、初日に予定されていた試合は、熱ねつ狂きようの渦うずに包まれながら終しゆう了りようする……




　そんな、試合終了後の熱狂さめやらぬ、大競技場観客席の一角にて。

「凄すごいわ……皆みな、本当に凄い……」

　そこは、アルザーノ帝てい国こく代表選手団の面々が占せん拠きよする場所。

　今まで、試合を見学していたシスティーナは、目を瞬またたかせながら、どこか楽しそうに、嬉うれしそうに呟いていた。

「これが世界なんだ……こんな人達と、お祖父じい様は競い合ったんだ……」

「ええ、聞きしに勝るレベルの高さ……ふふ、これは柄がらにもなく昂ぶってしまいますね。明日の午後から行われる私達の初戦がどうなるか……実に楽しみですわ」

　武む者しや震ぶるいするシスティーナに、リゼがクールに応じる。

「あわ、あわわわ、わたくし達……ひょっとして……？」

「ば、ば、場ば違ちがいなんじゃね……？　生まれてきてごめんなさい……」

「はぁ～、まったく……大だい丈じよう夫ぶですって。お嬢じよう様さま達も、実力を発揮できれば、ちゃんと通用しますから。今までの努力を少しは信じろよ、もう、面めん倒どう臭くさい」

　青ざめて、ぶるぶる涙なみだ目めで震ふるえているフランシーヌとコレットを、相変わらず皮肉げに宥なだめているジニー。

「しかし……くそ、どこの世界にも別格ってのは居るんだな……」

「ええ、まったくです」

　忌いま々いましげに呻うめくギイブルに、レヴィンが楽しげに応じる。

「マルコフ……ふっ、もし戦うことがあるのなら、楽しい勝負が出来そうですね」

「僕は、マルコフなんかよりも、あのサクヤ＝コノハの方が厄やつ介かいだと思うね。あの状況判断力と対応力……どう立ち回るべきか……？」

「ふん。ゴチャゴチャうるせえ奴やつらだ。出てくる敵はぶっ潰す。要はそれだけだろうが」

　レヴィンやギイブルの批評を、ジャイルが一いつ蹴しゆうする。

「大丈夫だよ、皆！　こっちにはシスティがいるもの！　スカしてイキってるレヴィンなんかより、ず～っと頼たよりになって、強くて、可愛かわいくて、格好いいシスティがいるもの！」

「え、エレン……貴女あなた、最近、なんかキャラが変わりましたね……？」

　システィーナの腕うでに組みついて自じ慢まんげに笑うエレンに、頰ほおを引きつらせるその従兄妹いとこのレヴィン。

　それからも、システィーナ達は、今日の試合について、和わ気き藹あい々あいと話し合い続ける。

　元よりアクの強いメンバーの集まりではあったが、強化合宿を経て、そして、世界で出会った強敵達を前にして、徐じよ々じよにチームとしてまとまり始めたようであった。

「ところで！　先生はどこへ行ったのよ、もうっ！」

　そして、システィーナがようやくグレンの不在に気付き、声を荒あららげていた。

「総そう監かん督とくが、他のチームの試合を見てないなんて有り得ないでしょう!?　やっぱり、監督としての自覚が足りないんだからッ！　一体、どこをほっつき歩いて──ッ!?」

　すると、そんな風にカリカリするシスティーナへ、

「グレンは今、とある人物と面会しているわ」

　観客席に深く腰こし掛かけ、腕うで組ぐみしているイヴが、淡たん々たんと言った。

「実は、ちょっとしたトラブルがあってね。それを解決するため、今、マネージャーのルミアと一緒に動いているところ」

「イヴさん？」

「だから、そう目くじら立てないことね。決してサボりとか、そんなんじゃないから。少しは愛しの師し匠しようを信じてあげなさい？　システィーナ」

　意外にも、あのイヴがグレンのことをかばい立てしたので、その衝しよう撃げきでシスティーナは戸と惑まどいながら頷うなずくしかない。

「べっ!?　べ、別に愛しくはないですけどっ！　で、でも……そういうことでしたら……わかりました……」

　システィーナが頰を赤らめながら、不服そうに頷く。

「でも、トラブルって……何があったんですか？　大丈夫なんですか？」

「…………」

　すると、イヴは一いつ瞬しゆん、間を空けて。

「……そうね。状況次第では、貴女にもちゃんと話し、協力もしてもらうわ。でも……今は気にしないで。貴女は、今、貴女がすべきことに専念なさい」

「は、はい……」

　第二の師匠たるイヴからの言葉だ。頷くしかない。

「皆！　ほら、試合は終わったわ！　これから、明日に支障が出ない程度に、軽く練習するわよ！　ほら、立って！」

　そして、システィーナは、未だだらだらと試合や他国チームについての議論を続ける生徒達を促うながす。今回の件で、すっかり皆のリーダーが板についてきたようだ。

「エレン、お願い。競技場の使用許可を取ってきてくれないかな？」

「うん、わかったよ、システィ」

「それと、マリア。今日の試合見てて気付いたんだけど、白魔術が得意な貴女に、相談があって……」

　と、そこで、システィーナは再び気付いた。

「あれ？　マリアは？　確かにさっきまで試合見てたはずなんだけど……」




「結論を言いますと──」

　その女性は、すっと席から立ち上がり、決然とした意志を以もつて宣言した。

「──いかなる脅おどしがあろうとも、帝てい国こく代表選手団を魔術祭典から辞退させることは、このアルザーノ帝国女王アリシア七世が許可しません」

「…………」

「お、お母さん……」

　その女性──アリシア七世の言葉に、グレンとルミアは静かに押おし黙だまった。

　ここは、自由都市ミラーノに設けられた、アルザーノ帝国領事館。

　グレンは今、密かにアルザーノ帝国女王アリシア七世と謁えつ見けん中であった。

「私が挑いどむ、今回の帝国と王国の首脳会談は、長きに亘わたる両国の確かく執しつを解消し、平和の礎いしずえとなる重要な会談……この日、この時のために、莫ばく大だいな予算と時間を費やして来ました。失敗は万が一にも許されないのです」

「…………」

「ですが、首脳会談に参列する我々側にも、向こう側にも、この融ゆう和わ策の反対派が多く存在します。実際に、会談が成功するか否かは、未だ不ふ透とう明めい。むしろ、少しでも会談を破談にさせる隙すきを、両国の反対派が窺うかがい合っているような状況なのです。

　そんなギリギリの中、〝この平和の祭典から、帝国側は選手団を辞退させた〟、〝実は、帝国側にその気はないのでは？〟……そんな〝つまらない事〟で、足を引っ張られるわけにはいかないんです」

「…………」

　グレンはちらりと、淡々と冷れい酷こくに語るアリシア七世の手を見た。

　その嫋しなやかな手は、青白く堅かたく握にぎりしめられ、微かすかに震えていた。

「今度の会談が成功すれば、少なくとも十年の戦争なき完全平和を、我が帝国民に約束することができます。ゆえに、私はアルザーノ帝国女王として、貴方あなた達、帝国代表選手団に命じます。〝たとえ、いかなる危険があろうとも、参加せよ〟と」

　と、そこまで、冷れい徹てつな一施し政せい者の仮面を被かぶっていたアリシア七世が、不意に、苦く悩のうに満ちた表情となって、溜ため息いきを吐つき……椅い子すにがっくりと腰こしを下ろした。

「…………私は……きっと、地じ獄ごくに落ちますね……」

「そ、そんなことは……ッ！」

　ルミアが慌あわてて否定しようとするが、アリシア七世は力なく頭を振った。

「……いえ、わかっています。私は、母親としても……人としても失格です。だけど……私はそれでも、やらなければならないんです……それが間ま違ちがいだとしても……」

「……国を守る女王としては、何も間違ってないっすよ」

　今まで、黙ってアリシア七世の話を聞いていたグレンは、強く言った。

　そうだった。改めて、グレンは思い出したのだ。

　普ふ段だん、自分達が、何も考えず、当たり前のように過ごしていた日常、当たり前のように享きよう受じゆしていた戦争のない平和な時間。それらは全て、この女王陛下の血ち反へ吐どを吐くような苦悩と尽じん力りよくの上に成り立っていたものだったということを。

　こうやって、女王陛下は長年、いつ戦争が勃ぼつ発ぱつするやも知れない状じよう況きようから、平和な時間を少しずつ、少しずつ、削けずり出し続けて来たのだ──自分の心血を注ぎ魂たましいを擦すり削って。

「俺、やっぱ、貴女が女王陛下で良かったと思います」

「そうですよ、お母さん……」

「グレン……エルミアナ……ごめんなさい……そして、ありがとう……」

　そんなグレンやルミアの言葉に、アリシアは力なく微笑ほほえみ、そして、次の瞬しゆん間かん、毅き然ぜんと立ち上がり、決意と共に言った。

「私の護衛兵力の一部を代表選手団に回します。なんとしても、選手団を守りきってあげてください、グレン」

　そんな、アリシアの言葉に。

「そりゃー、お勧すすめは出来んのう、アリシアちゃん」

　やたらガタイの良い老人がおどけながら言った。

「恐おそれながら、陛下。反対派の、もっとも確実な会談の破談方法は〝陛下の暗殺〟です。ただでさえ、レザリア王国側を刺し激げきしないよう、我々は随ずい行こう兵力を絞しぼっているのです」

　少女と見まがうような線の細い美少年がそれに続く。

「これ以上の戦力低下はのう……ちと、こう……」

　老人は困ったように頭をかいて。

「…………」

　鷹たかのように鋭するどい瞳ひとみの青年が無言で部屋の隅すみに佇たたずみ、経けい緯いを見守っていた。

　魔ま導どう士礼服に身を包むその三人は、帝国宮きゆう廷てい魔導士団特務分室の《隠いん者じや》のバーナード、《法皇》のクリストフ、そして《星》のアルベルトであった。

　現在、アリシア直近の護衛を務めている者達だ。

　グレン、ルミア、女王陛下の極秘会見であることも相あい俟まって、今、この部屋には彼ら六人以外に誰だれもいなかった。

「……子供達に命を懸かけさせているのです。私が懸けなくてどうするのですか？」

　だが、バーナード達の諫いさめにも、アリシアは怯ひるまず、決意と共に言った。

「それに……私は、貴方達を信じていますから」

　そんな風に、穏おだやかに微笑むアリシアに。

「やれやれー、しゃーないわい。アリシアちゃんはわしらできっちり守ってやるかの」

「ありがたきお言葉です、陛下。この身に代えても、御おん身みを」

「……必ずや」

　バーナード、クリストフ、アルベルトがそれぞれに応じるのであった。

「しかし、グレン。お前、また、随ずい分ぶんと厄介な相手に絡からまれたな」

　そして、アルベルトが、グレンを鋭く見み据すえて言った。

「第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダース……敵対するとしたら、これ以上最悪の相手は他に無い」

　あのアルベルトをして、ここまで言わせることに驚おどろき、ルミアが口を開く。

「あの、アルベルトさん……あの人達って、そんなに凄すごい人達なんですか？」

「ええ、その通りです、エルミアナ王女殿でん下か」

　すると、アルベルトに代わり、クリストフが恭うやうやしく説明を始めた。

「第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダース……聖エリサレス教会教皇庁が誇ほこる聖堂騎き士し団の中でも、最強の処しよ刑けい部隊です……たった二人からなる隊ですけどね」

「たった、二人……？」

「はい。たった二人の部隊なのに、何百、何千騎きからなる他の部隊を押しのけて、そう呼ばれるのです。その力は推して知るべしでしょう」

「くそ、ふざけやがって……教皇庁に文句入れてやろうぜ!?」

　すると、グレンが苛いらついたように、至極真っ当な意見を出す。

「てめーんとこのイカレ隊が、こんな大だい舞ぶ台たいで喧けん嘩か売ってきたんだ……こりゃ、完全に１００％向こう側の責任問題だろ？　誰がどう見たって──」

「無理だ」

　だが、アルベルトがそんなグレンの意見を冷たく切って捨てた。

「それが出来るなら苦労は無い。そもそも、教皇庁の聖堂騎士団に、第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースなぞ存在しないのだからな」

「はぁ!?　そりゃどういうことだ──ッ!?　現に──」

「気付かないか？　〝十三〟……神の子を十じゆう字じ架か刑けいに追いやった裏切り者、第十三使徒ラスト・ナンバーユーダの数字。エリサレス教にとっては究極の忌いみ数だ。正義の体現たる聖堂騎士団に、邪じや悪あくな〝十三〟を冠かんする部隊など存在する筈はずが無い。故に──存在しないインヴイジブル・十三サーテイーン」

「存在しラスト・得ないクルセイ部隊ダース──ってわけかよ……」

　グレンが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で呻うめく。

「その通りだ。抗こう議ぎを入れても、知らぬ、存ぜぬで突つっぱねられるだけだ。連中をとっ捕つかまえて、決定的な証しよう拠こでも摑つかまない限り……な」

「無理ゲー過ぎるわ！」

　グレンは頭を抱かかえるしかなかった。

「なぁ、クリストフ……せめて、第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースのメンバー……ルナ、チェイスについて、何かわからねーか？　素性とか能力とか」

「駄だ目めですね」

　クリストフが空中に配列した宝石で作った魔ま術じゆつ法ほう陣じんを凝ぎよう視ししながら言った。

　魔ま術じゆつで簡易的に造った魔道演算器マギ・ピユーターであった。

「霊脈レイ・ライン回線を通して、帝てい都との情報局に緊きん急きゆうアクセスしてみました。確かに、聖エリサレス教会教皇庁聖堂騎士団にルナ＝フレアー、チェイス＝フォスターの両名の名は確認できたのですが……その……」

「その、なんだよ？」

「記録上では、二人とも戦死しているんです。……四年前に」

「四年前……現・教皇フューネラルが、教皇選挙コンクラーベで奇き跡せきの勝利を収めた頃ころか」

「それはどーでもいいが、戦死!?　なんだそりゃ!?　連中、ピンピンしてたぞ!?」

「それに、もう一つ気になる点が。チェイス＝フォスターは、確かに聖堂騎士団でもその名を馳はせた凄すご腕うで中の凄腕──エース格だったようです」

「だろうな。めっちゃ強者の風格だったよ。マジでやり合いたくねえ」

「ですが、その……ルナ＝フレアーは、情報によれば、聖堂騎士としては三流だったようで……言葉を濁にごさずに言えば、落ちこぼれの騎士だったそうです」

「……おい、どう考えてもデータ狂くるってるぞ。情報室の連中も当てにならんわ。そんな弱ぇ奴やつが、なんで第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダース張ってんだよ？　つーか、ルナが弱ぇ？　実際に対たい峙じしてみろよ!?　プレッシャーだけで死ぬかと思ったわ！」

「……すみません。とにかく、これ以上の情報は現状、ないみたいです」

　重苦しい雰ふん囲い気きの一同へ、アリシアが言った。

「話を戻もどしましょう。一体、何故、第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースが、帝てい国こく選手団の出場辞退を要求したのかは、わかりません。王国側の和平反対派が暴走し、帝国選手団を辞退させることによって、首脳会談における帝国側の心証を下げるため……と、一応、素直に読んではみましたが、少し理由としては弱いのも事実なのです」

「そうじゃのう……それだけなら、もっと効果的なやりようが、他にいくらでもあるはずじゃしのう……うーむ……」

「それに、聖堂騎士団……あの噂うわさの異い端たん絶殺機関が、警告だけで済ますってのも妙みようですね……所構わず見敵必殺・悪即そく斬ざんってのが、彼らの千年変わらぬ教理ドクトリンなのですが」

「あの……私達が出場すると困るというのもおかしくないですか？　ひょっとして、この魔術祭典の場に居て欲しくない人物が、私達の中に居るのでは……？」

「だとしたら誰なんだ？　一番、その関連で怪あやしいのがルミア、お前のはずなんだが……お前は選手じゃねーし、そもそも連中、お前に対しては、まるで無関心だったぜ？」

　アリシア、バーナード、クリストフ、ルミア、グレンが次々と考察するが、どれも憶おく測そくの域を出ず、決定打はない。

「いずれにせよ、今は何もわかりません。とにかく、帝国と王国の首脳会談が無事に終わるまで、帝国代表選手団を守り抜ぬくこと……これが肝かん要ようです」

　そして、アリシアが統とう括かつするように、グレンへ言った。

「グレン。軍を退役した貴方あなたにこんなことを頼たのむのは、本当に申し訳なく……私にそんなことを言う資格などないことは重々承知ですが……どうか、生徒達を、帝国の未来を担う若者達を守ってあげてください……よろしくお願いします」

　そして、世界に名高き大国のトップであるアリシアが、たかだか平民の一教師に、深々と頭を下げるのであった。

「おあッ!?　だから、陛下が俺みたいなゴミに頭下げちゃダメですって!?」

　グレンが慌てて、首をブンブン振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶです、わかってますって！　陛下は陛下の戦場で頑がん張ばってください！　俺は俺の戦場で頑張りますから！」

「グレン……」

「それに……巨きよ視し的てきに見れば、陛下の戦いの勝利が、俺の生徒達の未来を守ることに繫つながるんですから！　俺達の目指すものは、きっと同じなはずっすよ！　なーに、厄やつ介かい事はいつものことっすよ！　もう慣れてますから！　ははは！」

「……ありがとうございます……貴方がいてくれて、本当に良かった……」

　そんなグレンの言葉に。

　アリシアは、本当に穏やかに、優しげに微笑むのであった。

「……エルミアナ、こちらに」

「はい。なんですか？　お母さん」

　アリシアはルミアを傍そばによせ、ひそひそとルミアに耳打ちをする。

「彼を……グレンをよろしく頼みます」

「！」

「貴女あなたの異能は、彼が強大な敵に立ち向かう時、大きな力となり得るでしょう。縁えんを切った上に、実の娘むすめにこんなことを頼む私は、やはり母親失格ですが……それでも、どうか、彼の力になってあげてください……お願いします」

「は、はいっ！　わかりました！　お任せください！　陛下！」

　力強く、元気いっぱいに返事するルミア。

「エルミアナ……貴女の母親であったこと……私は誇りに思います」

　そんなルミアを慈いつくしむように見つめ、やがて、アリシアは悪戯いたずらっぽく言った。

「……ところで、エルミアナ。グレンとはどこまで進んでいますか？」

「え？」

「ふふっ、彼、女の子の気持ちに鈍にぶいから……貴女から強引に誘ゆう惑わくして押おし倒たおすくらいでちょうど良いと思いますよ？　先に事実さえ作ってしまえば、貴女の勝ちです」

　にやにやしながら、何かとんでもないことをのたまうアリシア。

「お、おおお、お母さん!?　な、な、何を言って──ッ!?」

　たちまち、ぼんっ！　と真っ赤に沸ふつ騰とうして、あわあわし始めるルミア。

「……ん？　どうした？　ルミア。陛下に何を言われたんだ……？」

「な、な、なんでもない!?　なんでもないんですッ！　あは、あはははっ！」

　そんな、微笑ほほえましい光景を。

　バーナード、クリストフ、アルベルトはどこか穏やかな様子で見守るのであった。




　こうして、女王陛下との極秘会談は終しゆう了りようして。

　グレンとルミアは、アルベルトの先導で、領事館の外へと向かい、館内を歩いていた。

「ところで、リィエルは元気か？」

　ふと、グレンは最近、姿を見ていない妹分のことを尋たずねる。

「最近、軍は再編成やらなんやらでゴタゴタ大変そうだな？　リィエルが、軍に呼び戻されて結構経つが……」

「ああ、息災だ。程なく、王女の護衛任務に復帰するだろう。……程なくな」

　そんな他愛たわいもない世間話を振るグレンに、淡たん々たんと事務的に応じるアルベルト。

　まるで変わらない、いつもの二人の姿。

「ったく……お前がこっちに回ってくれたらなぁ……俺とお前なら、あんなイカれた狂きよう信しん者のクソ共、目に物見せてやれるんだが……」

「グレン。すまないが……」

「わぁーってるよ、お前はお前の任務に従事しな。こっちはこっちでなんとかする。……まぁ、あの嫁いき遅おくれヒス女も、最近はちったぁ信用できるみてーだしな……」

　やれやれ、と肩かたを竦すくめるグレン。

「しっかし、お前らも本当にご苦労様だよな。女王陛下の護衛……まぁ、実力的に妥だ当とうなんだろうけどよ。なんか、最近、お前らばっかりコキ使われてね？　特務分室の他の連中はどうしたよ？」

「…………」

　すると、アルベルトは少し押し黙だまり、声を潜ひそめて言った。

「最近、帝国上層部では、陛下の敵が多い」

「……敵？」

　不ふ穏おんなアルベルトの言葉に、グレンが眉まゆを顰ひそめる。

「そうだ。以前も言ったが、俺達は一枚岩ではないのだ。誰だれが味方で、誰が敵なのかわからぬ状じよう況きよう……陛下が完全に信しん頼らいできる人材は、限られている」

「馬ば鹿かな。敵だと？　あの陛下に？　今、帝国上層部で一体、何が起きている？　その陛下の敵とは、一体──ッ!?」

　グレンが少し声を荒あららげて、アルベルトへ詰つめ寄ろうとすると。

「──ッ!?」

　グレンは気付いた。

　通路の向こう側から、一人の赤毛の男が悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

　軍服に身を包んだ、四十～五十程の屈くつ強きようそうな男だ。隙すきのない佇まい、顔に刻まれた向こう傷、胸元に飾かざられた無数の勲くん章しよう……いかにも歴戦の古ふる強つわ者もの感を隠かくしきれないほどに周囲に放っている。

（あの男は、確か──）

　グレンの中の軍時代の記き憶おくが一いつ致ちする。

　女王府国軍大臣兼けん、国軍省統合参さん謀ぼう本部長、アゼル＝ル＝イグナイト卿きよう。

　帝国軍のトップにて……イヴの実の父親だ。

（……この男も、来てたのかよ……？）

　グレンは、アルベルトやルミアと共に壁かべ際ぎわに寄り、儀ぎ礼れい的な一礼をして、すれ違ちがうイグナイト卿をやり過ごす。

　その瞬しゆん間かん──確かに、グレンの耳に、その声は届いた。

「ふん、誰かと思えば……たかが女一人のために逃にげ出した愚ぐ図ずか」

「…………ッ!?」

　一礼をしたまま硬こう直ちよくするグレン。

　そんなグレンを一いち瞥べつすらせず、そのまま去って行くイグナイト卿。

「せ、先生……？」

　ルミアが心配そうにグレンを覗のぞき込むが、グレンは顔を蒼そう白はくにして震ふるえるばかりだ。

　がり……グレンが歯ぎしりをした所で。

「……気にするな。行くぞ」

　ぽん、と。

　アルベルトが、グレンの肩を叩たたく。

　どうやら、それで、グレンの金かな縛しばりは解けたらしい。

「……、あ、ああ……そうだな……」

　張り詰めた空気は弛し緩かんし、グレンはアルベルトの後に従って歩き続けるのであった。




　領事館の外にて。

「……んじゃま、お前らも頑張れよ、アルベルト」

「ああ」

　グレンとルミアは、アルベルトと別れる運びとなった。

「俺達も可能な限り即そく応おう出来るよう、色々と準備はしておく。お前もくれぐれも気を抜くな。ここは帝国領内ではない。……何が起きても不思議ではない」

「……肝きもに銘めいじておくぜ。じゃあな」

「ありがとうございました、アルベルトさん」

　グレンとルミアが踵きびすを返し、その場を立ち去ろうとすると。

「……グレン」

　意外にもアルベルトが、そんなグレンを引き留めていた。

「なんだ？」

　グレンが振り返ると、アルベルトはしばらくの間、珍めずらしく、言葉を選ぶように逡しゆん巡じゆんし……やがて言った。

「……女王陛下について……お前に少し話しておきたい事がある」

「女王陛下ぁ……？　なんだよ、いきなり？」

「帝てい国こく王家の……ひいてはアルザーノ帝国の根幹に関わる事だ。正直、眉まゆ唾つばものの話なのだが……お前の見解を聞きたい」

「はぁ？　な、何言ってんだ……？」

　アルベルトにしては、歯切れの悪い物言いを、グレンは訝いぶかしんだ。

「だが、今は論じている暇ひまは互たがいに無いな。……ゆえに、今回の一件が終わったら、改めてお前に話そう」

「ま、まぁ……別にいいけどよ……一体、なんだってんだ？」

　その質問には答えず。

　アルベルトは、その場を去って行くのであった。




「しっかし、帝国の根幹？　なぁんか、大げさだよなぁ？」

　ホテルへの道中、グレンはルミアと共に歩きながら、他愛もない話に興じていた。

「あいつ、オカルト系のゴシップ雑誌にでも引っかかりやがったか？　わりと冗じよう談だんが通じねえヤツだしなぁ……」

「ええと……アルベルトさんに限ってそんなことはないと思いますが……」

「いやー、実はこれが結構、あり得る話なんだぜ？　あいつはバカがつくほど生真面目だからな！　なにせ、俺の軍時代にあのアホ、バーナードのじじいに騙だまされて──……」

　グレンが、皮肉げに笑いながら、昔話を始めた……その時だった。

「あれ？」

　ルミアが眼を瞬またたかせて、足を止めていた。

「ん？　どうした？　ルミア」

「え、ええと……あそこ……」

　ルミアが指差す先には……

「げ!?　マリア!?」

　マリアが周囲をキョロキョロしながら、行き交う人達の間を縫ぬうように、通りを歩いていたのだ。

「あ、あのバカ、一人で何をやって……ッ!?　なるべく皆みなと一いつ緒しよにいろって、言っただろうが……ッ！」

「先生、追いましょう！」

　こうして、グレンとルミアは、なぜか単独行動をしていたマリアを追って、足早に駆かけ出すのであった。




　マリアの追つい跡せきは困難を極めた。

　自由都市ミラーノが元々活かつ況きようある街であることに加え、さらに今は魔ま術じゆつ祭典が開かい催さい中ちゆうだ。観光客の数は空前絶後の状態である。

　押し寄せるような人ひと垣がきに阻はばまれ、グレンとルミアは、思ったようにマリアとの距きよ離りを詰められない。

　対するマリアは、身体が小こ柄がらなためか、ひょいひょいと器用に人垣を縫って、どんどんと進んでいく。行き先を予め決めているのだろう。マリアの足取りには迷いがない。

　名前を叫さけんで呼びかけても、雑ざつ踏とうに揉もみ消され、マリアには届かない。

「どうしましょう、先生？」

「ちっ……今は、見失わないように追い続けるしかねえ」

　こうして。

　グレン達はマリアに離はなされないよう、必死に追い縋すがっていく。

　……やがて、その努力は実ったのか。

　グレンとルミアは、マリアがとある聖堂の中へと入っていくのを目もく撃げきしていた。

「ええと……あれは確か……」

「聖ポーリィス聖堂だな」

「そ、そういえば、マリアったら、聖堂巡めぐりしたいとか言ってましたもんね……」

　だが、グレンは、ぶくりと浮うかんだ疑問に首を傾かしげる。

「……妙みようだな。ここに来る道中、他にも聖堂は二、三あったはずだ」

　なにせ、歩けば聖堂にぶつかる……そんな勢いで大小様々な聖堂・寺院が建立されているのが、この自由都市ミラーノなのだ。

「なのに、なぜ、あえて聖ポーリィス聖堂なんだ？　あの聖堂は確か……」

　まぁ、考えてもしかたない。

　とりあえず、マリアを確保しようと、グレン達は、聖ポーリィス聖堂の中へと足を踏ふみ入れていくのであった。




　外の賑にぎわいとは裏腹に。

　聖堂の内部は、流石さすがに清せい澄ちようなる静せい寂じやくで満たされていた。

　周囲には聖画やステンドグラスなどが張り巡らされ、やや薄うす暗ぐらい聖堂内を歩いているだけで、信心浅いグレンも、どこか厳かな気分となってくる。

　壁かべに等とう間かん隔かくに設けられた金の燭しよく台だいの灯火を頼たよりに、グレン達は赤絨じゆう毯たんの敷しかれた身廊を真っ直ぐに進んでいく。

　側廊の交差点を過ぎり、さらに奥の内ない陣じんの方へ。

　やがて辿たどり着いた、礼拝堂。

　そこに設置された聖印の祭さい壇だんの前に──その目当ての人物はいた。

「──天にまします我らの神よ、願わくは御み名なが尊まれ、主の慈じ悲ひが我らを包み、御国の来たらんことを──」

　その一いつ瞬しゆん、グレンは目の前にいる人物が誰なのかを忘れていた。

　マリアだ。確かにその少女はマリアに違いない。

「主よ、ああ、主よ、汝なんじが威い光こうを遣つかわしたまえ。御心が天に行われる通りに、地にも行われんことを。我われ等らをその絶えざる光を以もつて照らしたまえ。今日も朗らかに、健やかに過ごせるよう、導きたまえ……」

　だが、両りよう膝ひざをついて手を組んで、頭を垂れ、一心不乱に祈いのりを捧ささげ続けるその姿。

　普ふ段だんの明朗快活でお茶目なあの少女の姿が、まるで重ならない。

「主よ、憐あわれみたまえ。いとも力ある……いとも堅けん忍にんなる主よ、我等を憐れみたまえ。我等の罪を赦ゆるしたまえ。我等が我等の望むことのみならず、汝の望まれることを行い、隣りん人じん達を思って生きる喜びを、我等に見出させたまえ……」

　天てん井じようのステンドグラスを通して、柔やわらかな光が、祈るマリアに降り注いでいる。

　まるで人生の全てを信しん仰こうに捧げた聖女──そんな姿に圧あつ倒とうされ、グレン達はマリアの祈りを見守るしかなかった。

「そして、願わくは……我が祈りを聞き届けたまえ……真にかくフアーあれかし・ラン」

　程なくして、マリアの祈りは終わり、胸元で二度十字を切る。

　しばらくの間、マリアは無言で残心して。

「……ふぅ」

　やがて、満足したように息を吐はいて立ち上がり、その場を後にしようと振ふり返る。

「…………」

　当然、ばっちりと、グレンとマリアの目が合ってしまった。

「は、はぅううううううううううううううーーッ!?」

　途と端たん、それまでの敬けい虔けんな様子はどこへやら、マリアは素すっ頓とん狂きような声を上げて飛び上がるのであった。

「せ、せ、せ、先生!?　ルミア先せん輩ぱい!?　どうしてここに!?」

「そりゃ、こっちの台詞せりふだ」

「ひょ、ひょひょひょ、ひょっとして見てました!?　見ちゃいましたか!?」

「ああ、見た。ばっちりな。マリア……お前、実は──」

「じょ、ジョークでぇええええすッ!?　ちょっと、敬虔なシスターキャラが先生に受けるかなと思いまして!?　どうです!?　ぐっと来ましたか!?　あは、あははっ！」

「聖ポーリィス聖堂は、旧教……エリサレス教カノン派の聖堂だ」

「わーっ！　わーっ！　わぁーッ！　そうだったんですかぁ!?　私、全然、知らなかったなぁ!?　聖堂なんてどれも一緒に見えますしぃいいいいーーッ!?」

「一週間に一度、適当に祈っときゃＯＫな帝国国教会……新教とは違ちがい、旧教は日に二度の礼拝は絶対だ。なるほど、黙だまって一人でほっつき歩いているわけだ」

「いえ、その、わ、私は──」

「真にかくフアーあれかし・ランのイントネーション、祈りの後に二度切った十字……もう、疑いの余地はねえ。お前、旧教信者だったんだな……かなりガチめの」

「う、ぅううぅ……ぅううううう……」

　もう言い逃のがれは出来ないと悟さとったのか。

　マリアは顔を隠かくして、がっくりと項うな垂だれるのであった。




「……ったく、別に隠すことはねーじゃねえか。確かに少数派だが、アルザーノ帝国内にだって、旧教信者はいるんだぜ？　帝国国教会は他宗派に寛かん大だいだしな」

　グレン、マリア、ルミアは、礼拝堂に並ぶ長いすに並んで腰こし掛かけ、マリアから話を聞いていた。

「う……その……あんまり可愛かわいくないじゃないですか……せっかく、垢あか抜ぬけた都会派の女の子を目指していたのに……実は、帝国じゃあんまり評判のよくない宗派の芋いも臭くさいガチ信者だったなんて。……先生も幻げん滅めつしたでしょう？」

「別に？」

　マリアの心配を、グレンはあっさり切って捨てる。

「お前が目指す可愛い女の子像よりも、神サマへの祈りが大事だったんだろ？　別に捨てるこたーねえよ。自分が自分自身の心を裏切ってどうする？　お前はお前だ。もっと、胸を張りな」

　自分にそんなことを言う資格なんてないのは重々承知しながらも、グレンは言った。

「せ、先生……」

「〝言葉は道具で、聖書は道具箱〟って、よく言ってたやつがいてな……要は、新教・旧教問わず、良い奴やつがいれば、悪い奴もいる。だったらそりゃ、宗教や聖書が悪いんじゃなくて、それを奉ほうずる人間そのものの問題だってこった。……そうだろ？」

「う、うぅ……ありがとうございます、先生……やっぱり、私……小さい頃ころからの祈りと信仰は、どうしても捨てられなくて……」

「……まぁ、それでも勝手に単独行動すんのは勘かん弁べんして欲しいんだが」

「それはごめんなさいっ！　引かれると思って、言い出せなかったんですっ！」

　ようやくいつもの調子が戻もどって来るマリア。

「それにしても……小さい頃からっていうことは、やっぱり、マリアさんのご家族は皆、カノン派なんだ？」

　そんなルミアの問いに……

「……いえ、実は……私、捨て子なんです」

　マリアは少し寂さみしげに笑いながら、そんなことを言った。

「捨て子？」

「あっ、はい。もっと言えば……私、実はアルザーノ帝てい国こく出身じゃなくて、レザリア王国出身なんです。国こく籍せきは変へん更こうしてますけど」

　なんと、マリアはレザリア人であったらしい。

「私が本当に小さかった頃……何かがあって、私は家から捨てられました。そして、遠い異国の地……アルザーノ帝国に送られ、旧教系の修道院でずっと……」

「……そんな……ごめんなさい、マリアさん。私、そんなつもりじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。昔のことですし、もう乗り越こえちゃいましたから」

　すまなそうに目を伏ふせるルミアに、マリアは力強く笑った。

「私のレザリア王国での実家は、教会でして……私はよく、さっきみたいに、お父さんと一いつ緒しよに祈っていたんです。優しかったお父さん……もう顔も思い出せませんし……結局、私を捨ててしまった人だけど……あの優しさが噓うそだったなんて、私には思えない……思いたくないんです」

「…………」

「だから……この祈りは、お父さんを感じていられる大切なもの……これだけはどうしても捨てられないんです……あはは、変ですよね？　捨てられたのに」

「マリアさん。その……実家の場所は……？」

「残念ながら、小さい頃の話なので……実家の場所はもう思い出せませんし、手がかりもなくて……それに、場所はレザリア王国。今の帝国と王国の政情じゃ、おいそれと足を踏み入れられませんしね。故郷に帰ることは……実はもう諦あきらめてるんです」

　あの天てん真しん爛らん漫まんで明朗快活な少女に、こんな過去があったとは。

　グレンはマリアの語りを黙って聞くしかない。

　だが──

「だから！　私、今回の魔ま術じゆつ祭典、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったんです！」

　──マリアは元げん気き一いつ杯ぱいに立ち上がっていた。

「魔術祭典には、世界中の人が集まります！　もちろん、レザリア王国からも！　だったら……ひょっとしたら、お父さんも観戦しにやってくるかもしれません！」

「マリアさん……」

「魔術祭典の舞ぶ台たいで私が頑張れば、ひょっとしたら、私のことをお父さんが見てくれているかも……ひょっとしたら……お父さんにまた、会えるかも……ひょっとしたら……」

　すると、熱っぽく語るマリアは、茶目っ気たっぷりに笑って言った。

「あはは、ひょっとしたらばっかりで、やっぱり子供みたいですよね？　それでも、私は……」

「そんなことはないよ！」

　語気強いルミアの言葉が、礼拝堂内に響ひびいた。

　目を瞬またたかせるマリアの手を取り、ルミアは訴うつたえるように言う。

「きっと……きっと、マリアのお父さんは、マリアのこと見ているよ」

「ルミア先輩……」

「だって、マリアのことを見ていれば、わかるの。マリアのお父さんは……きっと、マリアのことを愛してくれていたんだって。マリアを手放したことだって……きっと、何かやむにやまれぬ事情があったからだって……だから、マリアの祈りはきっと、お父さんに届いているよ。きっと、マリアのことをどこかで見守っているよ」

　ルミアの言葉は、どこか確信に満ちていた。

（……ルミア。そうか、そうだよな……お前は……）

　そんなルミアの熱っぽい言葉を聞きながら、グレンは物思う。

　そう、似ているのだ。この二人は。

　しばらくの間、マリアは呆あつ気けに取られていたが、やがて。

「ありがとう……ございます、ルミアさん……」

　嬉うれしそうに、救われたように、笑うのであった。

「ルミアさんにそう言っていただければ、私……、ようしっ！　明日からの試合、私、頑張りますッ！　見ててくださいね！　ルミアさんっ！　先生っ！」

「うん、頑張ってね、マリア。応おう援えんしてるから」

「とは言っても、お前が一番チームの足引っ張る可能性高いんだけどなぁ？」

「酷ひどいです!?　そこはもっとこう、流れとか空気を読んでくださいよぉ!?」

　涙なみだ目めで、ぽかぽかグレンの肩かたを叩たたいてくるマリア。

　そんなマリアの姿に苦笑しながら、グレンは改めて決意する。

（そうだ……白しろ猫ねこに、女王陛下、マリア……いや、それだけじゃねえ。この魔術祭典に関わる全ての人間が、色んな譲ゆずれない思いをかけて、挑いどんでいるんだ……）

　それは平和への思いだったり、自身の輝かがやかしい夢のためであったり、愛する家族を追い求めてのものだったり──人それぞれ千差万別。

　だが、それらは──きっと、尊いものだ。

　神への純なる祈いのりにも似た光だ。穢けがしてはならない神聖なるものだ。

（……絶対に、全てを成功に終わらせなきゃならねえ。どこぞのアホどものクソほどくだらねえ思おも惑わくや陰いん謀ぼうで、連中の思いを穢すことだけは、あっちゃならねえんだ……）

　ぐっ！　と拳こぶしを握にぎり固め、祭さい壇だん上の聖印を見み据すえる。

　無神論者ではあるが、この時ばかりは神に祈りを捧ささげるように。

（俺は……ただ、あいつらの身を守るだけじゃねえ……あいつらの思いそのものを守ってやりてえ……きっとそれが、教師として、今、俺が為なすべきことなんだ……）

　聖印を見上げ、そんな風に決意を固めるグレンに。

　その傍そばに寄り添そうように、ルミアが立って。

「……お手伝いします、先生」

　ただ一言、グレンだけに聞こえるように、ルミアは言う。

「ありがとうな」

　グレンも、ただ一言、そう返して。

　やがて、グレンとルミアは、相変わらず元気一杯なマリアに手を引かれて、その聖堂を後にするのであった。

　新たな決意と覚かく悟ごを、その胸に灯して──




　──ちなみに。

　勝手に単独行動を起こした罪で、後でマリアは、イヴとシスティーナにこってりと説教され、罰ばつとして試合前のものとはとても思えない、地じ獄ごくの特訓を課されて。

〝助けて、死んじゃう、帰りたい、もう魔術祭典なんてこりごり～〟

　などと、泣きわめくことになるのだが……

　それはまた、別の話である。








第五章　焦しよう熱ねつする初戦









　次の日。

　ついに、アルザーノ帝国代表選手団の試合の時がやって来る。

　初戦の相手は、砂さ漠ばくの国ハラサ──占せん星せい天文塔とうの学士生アディル＝アルハザッドが、メイン・ウィザードを務めるチームである。

　セリカ＝エリエーテ大競技場の観客席は、すでに満員御おん礼れい状態。

　試合開始まで、まだ一時間もあるというのに、相変わらずの熱ねつ狂きようぶりであった。

　そんな観客達の熱気と歓かん声せいを少し遠くに感じる、大競技場の選手待機室にて。

（相手はアディル……あの初日の顔合わせの時の……）

　システィーナは、ファルネリア統一神学校のマルコフ＝ドラグノフと一ひと悶もん着ちやく起こしかけた時のアディルの立ち居い振ふる舞まいを思い出していた。

　──思い出すだけでも、身が震ふるえるほどの凄すごみがあった。

（お国くに柄がらなのかしら？　あの人、確実に実戦慣れしているわ……）

　学生らしからぬ実戦慣れをしているのは、実はシスティーナも同じなのだが、システィーナはそれには思い至らず、不思議な気持ちで物思う。

（変ね、以前の私……ああいう凄みを持つ人、怖こわくて震えが止まらなかったのに……ううん、今でも怖いけど……震えはないし、自分でも奇き妙みようなくらい落ち着いている……むしろ、あんな凄い人と競い合えることを、どこか楽しみにしている私がいるくらいで……）

　私は、どこかおかしくなってしまったんだろうか？

「──以上が、俺達の初戦で行われる、試合内容とルールだ」

　ふと、システィーナが気付けば、グレンが自分達の前で、今朝になってようやく通達された、初戦の試合内容とルールを説明していた。

「ちゃんと把は握あくしたな？　白猫」

「……え？　うん……はい、大丈夫です」

　極度に集中力が高まっている……とでもいうのだろうか？　システィーナは、ぼんやりと別の考え事に耽ふけっていたのに、グレンが説明した内容はしっかり頭の中に入っていた。

　なんなら、一字一句正確に、グレンの話し方の癖くせも合わせて復唱できるだろう。

「……しっかし、昨日から思っていたけど、なんつールールだ……下手へたすりゃ死人が出るぞ……考えたやつは、ドＳのアホか」

「魔術祭典で死傷者が出るなんて、別に、昔からままあったことでしょう？」

　グレンの呆あきれたような呟つぶやきに、イヴが鼻を鳴らして応じた。

「魔術だろうが、拳けん闘とうだろうが、剣けん術じゆつだろうが、戦いという性質の勝負である以上、死傷の可能性は常について回るものよ。

　運営側も、可能な限り生徒の安全を確保するフォロー態勢は敷しいている。腕うで利ききの法医師を揃そろえているから、即そく死しでもしない限り、なんとかなるわ。

　今さら、こんな危険な試合認められるかなんて、面めん倒どう臭くさい過保護はやめてよね？」

「わぁーってるよ。ここに居る連中は、それを踏ふまえて、覚悟してこの場に立ってんだからな……覚悟決めて戦いに挑むやつに、部外者の俺がどうこう言う資格はねえよ」

　溜ため息いき交じりに、グレンはシスティーナや生徒達を振ふり返る。

「だから、俺からお前らに言うことは一つだ。気をつけろよ？」

　グレンの言葉に、静かに頷うなずく生徒達。

　コレット、フランシーヌ、ジニー、ギイブル、ハインケル、マリア……皆みな、それなりに緊きん張ちようしているようであった。リゼ、ジャイル、レヴィンといった強者達も、普ふ段だん通りでこそあれ、言葉数少なく押おし黙だまっている。

「特に、お前な、白猫。しっかりしてくれよ、メイン・ウィザード……なぁんか、お前、ぼんやりとしてるし……緊張で頭が働いてねーのか？」

「いえ……別に……」

　むしろ、その逆だ。なんか研とぎ澄すまされ過ぎていて、戸と惑まどっているのだ。

（実際、ほら……待機室の外から足音が迫せまってくるわ……）

　そして、その足音の様子で、誰だれの足音なのか、なんとなくわかる。

　普ふ通つうに考えて、こんな場所に絶対、いるはずのない連中の足音だ。

（……あれ？　なんでこんな所にいるんだろう……？）

　そんなことを、システィーナは、ぼんやりと思っていたから。

　ばぁんっ！

「ようっ！　先生ぇ～～ッ！　調子はどうだぁ～～ッ！」

「後、一時間で試合開始なんですってね？　間に合って良かったですわ！」

「はぁああああーーッ!?　お前ら、なんでここに!?」

　勢いよく入室してきた、カッシュ、ウェンディ、テレサ、セシル、リン……グレンの担当クラスの生徒達の唐とう突とつな登場に、驚おどろきまくっているグレンの横で、システィーナは目を瞬かせる程度であった。

「決まってるだろ!?　ちょっと休学届出して、先生達の応援にやって来たんだよ！」

「移動は、私の実家のレイディ商会の伝つ手てを利用して、ちょっと……ね」

「このわたくしを差し置いて選ばれた人達なんですもの！　きっちり優勝していただかないと、納得できませんわ！」

「やっぱり、皆が世界を舞ぶ台たいに活かつ躍やくするところ、僕もこの目で見たくてさ……」

「うん……が、頑がん張ばってね……皆……」

　カッシュ達が、口々に激げき励れいの言葉を贈おくる。

「……ふん、相変わらず暇ひまな連中だ」

　だが、そっぽを向きながら皮肉を言うギイブルも、満まん更ざらではなさそうだった。

「ったく、部外者がこんな所まで入ってきやがって……」

「あ、ごめんなさい、先生。通したの、私とエレンなんです」

　呆れたように零こぼすグレンへ、ルミアが苦笑いで応じる。

　そんなグレン達を余よ所そに、生徒達は談笑に興じ始めていた。

「で？　どうよ？　クライトスのレヴィンさんよ？　調子は？　自信の程は？」

「ふっ……まぁまぁ、でしょうかね？」

「コレット、フランシーヌ、貴女あなた達、大だい丈じよう夫ぶですの？　顔色悪くありません？」

「ぜ、ぜ、全然、おっけーだぜ!?　な!?」

「そうですの、ウェンディ！　わたくし達にかかれば、こんな試合──」

「マリアさんも、ジャイルさんも頑張ってくださいね？　応おう援えんしてますから」

「あ、ありがとうございます、テレサ先せん輩ぱい～～ッ！　感謝感激雨嵐あらし！」

「……ふん」

　思わぬ応援団の駆かけつけにより、にわかに騒さわがしくなる待機室。

　試合に挑む生徒達の緊張は、良い感じにほぐれたようである。

　そんな感じに、和わ気き藹あい々あいとしていると。

「そろそろ時間です。本日の試合に挑むアルザーノ帝てい国こく代表選手団の皆みな様さま、試合会場への移動をお願いします」

　係の者が待機室にやって来て、移動を促うながしてくる。

　いよいよ、世界を舞台にした戦い……その第一戦が始まろうとしていた。

　そして、係員に従って部屋を出ようとするシスティーナの背中に。

「システィーナ」

　グレンが、力強く声をかけ、システィーナが振り返る。

「……頑張れよ。お前の力、見せてやれ」

「はいっ！　行ってきます、お師し匠しよう様！　なぁんてね♪」

　システィーナはにやりと不敵に笑って、グレンへおどけたように敬礼し、部屋を後にするのであった。




　フィールドへと続く長い通路を通って、門を潜くぐる。

　すると、そこには赤茶けた岩いわ肌はだの、広大な山や渓けい谷こくが複雑に広がっていた。

「……す、凄いです!?　なんなんです、ここ!?　本当にあの、セリカ＝エリエーテ大競技場なんですか!?」

　見る者全てを圧あつ倒とうする厳しい大自然の偉い容ように、マリアが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「確かに、アルザーノ帝国魔ま術じゆつ学院の魔術競技場にも、環かん境きよう操作機能はありますが……」

「ここの会場の機能は、それを圧倒的に上回っているな」

　恐おそらく、魔術で空間も歪ゆがめているのだろう。このフィールドは明らかに、本来の面積を大きく超こえている。

　リゼも、ギイブルも、想像を絶する大競技場の機能に感かん嘆たんするしかない。

「ルールを確認するわよ？」

　システィーナが一同を振り返りながら、言った。

「と、言っても、ルール自体は凄く単純。今回は、互たがいのチームの主将……要は、メイン・ウィザードを戦せん闘とう不能にした方が勝ち」

「けど、このフィールド内には、召しよう喚かん術で支配召喚された多くの魔ま獣じゆうが放し飼いにされているわ。彼らは人を見たら、襲おそうように命令されている……殺さない程度にね」

　と、リゼが補ほ足そくする。

　一同が周囲の気配を探れば、危険な魔獣がうようよしているのがわかった。

「要は、魔獣を撃げき退たい、もしくは、やり過ごしながら、いかに相手のメイン・ウィザードを撃げき破はするか……いかに、自分らのメイン・ウィザードを守るか……なるほど」

　レヴィンが髪かみをかき上げながら、スカしたように言った。

「で、どうする？　システィーナ。どう動く？」

　ギイブルの問いに、システィーナはしばらく押し黙り……

「……二手に分かれましょう」

　冷静にそう分ぶん析せきした。

「どうせ、向こうにも腕利きの索さく敵てき魔術の使い手がいるわ。隠かくれたって意味ない。そんなことよりも、自分達に有利な戦場を積極的に確保しましょう。とにかく、向こうより先にこっちが仕し掛かけるの」

「！」

「索敵班と掃そう討とう班に分かれるわ。互いに通信魔術で連れん携けいを取り合いつつ、索敵班は敵チームや魔獣の動きを探る。掃討班は、索敵班からの情報に従って、魔獣を掃討して陣じん地ちを確保。有利なポジションを取ったら合流、一気に仕掛けるわ」

　そして、システィーナは一同を振り返って、堂々と指示を出す。

「索敵班は、レヴィンをリーダーに、ハインケル、ギイブル、ジニー……貴方あなた達四人に頼たのむわ。掃討班は、私をリーダーに、リゼ先輩、ジャイル君、コレット、フランシーヌ、マリア……この六人でいく」

　その迷いのない、自信に満ちた采さい配はいに、皆、自然と頷く。

　もう誰もが認めていた。

　この大おお舞ぶ台たいを前に、微み塵じんも気負いも緊張の欠かけ片らもなく、ただその戦いくさ乙おと女めのように凜りんとした瞳ひとみの先に、鋭するどく勝利を見み据すえているシスティーナこそが、自分達のリーダー……帝国のメイン・ウィザードなのだと。

「へっ……てっきり、消極的な穴あな熊ぐまでもやるかと思ってたがよ……成る程、アンタ、女のくせに、度胸のいい采配をするじゃねえか……気に入ったぜ？」

　ジャイルが獰どう猛もうに笑ってみせる。

　システィーナは、それに不敵に笑い返して。

　その瞬しゆん間かん、試合開始を告げる花火が、フィールドの空に上がった。

「──行くわよ、皆！　私に力を貸して！」

「おうよッ！」

「任せろですの！」

　こうして、システィーナ達は、自信の身体に刻んである身体能力強化術式に魔ま力りよくを通して、疾はや風てのように散開するのであった──




「……始まったな」

「ええ、そうね」

「……頑張って、システィ……」

　──観客席にて。

　グレン、イヴ、ルミア、エレンがフィールドの様子を見守っていた。

　とはいっても今回、フィールドは空間を歪めて敷地を広げているので、グレン達から見下ろすフィールドの光景は、まるでミニチュアだ。

　ゆえに、会場の空に、まるで窓のような映像が、光の魔術で無数に投射されている。

　それらは、選手達視点の映像だったり、フィールド視点の映像だったりと、あらゆる種類の映像があって、試合や全体の流れを誰もが把は握あくできるようになっている。

　観客席の誰もが、空の映像を見上げ、動き始めた試合に沸わき立ち始めていた。

「……とりあえずは安心ね。第十三聖伐実行隊の連中が、いつ、どんな妨ぼう害がいを仕掛けてくるかとずっと構えていたけど……」

「ああ、フィールドには、観客席から干かん渉しようされないよう、断絶結界が敷しかれている。干渉は不可能だし、しようとすれば、俺達にも筒つつ抜ぬけだ。皮肉な話だが、あの危険極まりない試合中は安全ってことだ」

　複雑な気分でそんなことを言い合うイヴとグレンであった。

「へっ、それにしても白しろ猫ねこのやつ、良い判断だ」

　頭上の映像の中、システィーナが襲いかかってくる魔獣シャドウ・ウルフをもの凄すごい手際で処理していく様子を見ながら、グレンは言った。

「魔獣は、自分の領域テリトリーを守るものだ。どこにどんな魔獣が縄なわ張ばりを張っているのか、安全地帯はどこなのか、早々にそれを知るのが重要だ。一ひと塊かたまりになって自分の身の守りを固めず、大だい胆たんに索敵班と掃討班に分かれたのは好判断だ」

「そうね。あの子……案外、将才もあるのかもしれないわね」

　グレンの言葉に、珍めずらしくイヴもどこか誇ほこらしそうに応じていた。

「ぅおおおおおおおーーッ！　行けぇ！　システィーナ！」

「皆みな、凄い……あんなにたくさんの魔獣に全然、怯ひるんでなくて……」

　グレンの背後では、カッシュ、ウェンディ、テレサ、セシル、リンが歓かん声せいを上げて、システィーナ達の戦いを見守っている。

「……ふむ。なかなか良いペースで、陣地を確保していってるな。魔術狙そ撃げきに適した高所を押さえて……これを魔ま導どう兵団戦とみるなら、実にセオリー通りだぜ」

　グレンはシスティーナ達の侵しん攻こうルートと、手元のフィールドの地図を見比べながら、そう判断した。

「しっかし、意外だな。ハラサの連中はどうにも、陣地確保がもたついてやがる……」

　ちらりと見ると、ハラサ側のチームは、あまり攻こう勢せいに積極的でないようだ。

　かと言って、メイン・ウィザードを大事に守る穴熊作戦というわけでもない。

　実に、どっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱな立ち回りだ。

「このまま行けば、白猫達、高所からの十字砲ほう火かをしつつ、挟きよう撃げきできるな……へっ、案外、こりゃ簡単に圧勝しちまうかもな」

　グレンが、からからと楽観的に笑う。

　だが、イヴは鋭く空の状じよう況きようを見据え、やがて難しそうに呟つぶやいた。

「……なるほど」

「なるほどって……何がだよ？」

「いえ、確かに、システィーナはこの手の戦いにおいては、実にセオリーな定石を綺き麗れいに打ってるわ。見事だと言って良い。開始三十分、早くもこの戦場アドバンテージ……普ふ通つうなら、もう帝国側の勝利がほぼ確定しているところだわ。……普通ならね」

「なんだよ？　何かやけに含ふくみがある言い方だな？」

「常識的なセオリーは、非常識な相手には通用しないってこと。特に──〝大〟がつくほどの馬ば鹿かにはね」

「……は？　そりゃどういう──」

　と、その時だった。

　ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?

　観客席が一いつ斉せいにどよめいていた。







　通信魔術を通して、ギイブルの切せつ羽ぱ詰つまったような声で、それを聞かされた時。

「……は？　噓うそでしょ……？」

　システィーナは思わず啞あ然ぜんとした。

　だが、その通信魔術の報告通り、誰だれかが──来る。

　岩山を駆かけ上り、渓谷を跳とび越こえ、複雑な起き伏ふくを三角跳びで踏とう破はし、頭上から襲いかかる鳥の魔獣の群れを、刀で片かた端はしから斬きり捨てて。

　真っ直ぐ、真っ直ぐ、真っ直ぐ。

　まるで人間とは思えない速度で、猛もう然ぜんと──此方こちらへ迫せまってくる。

「──はっ！」

　やがて、その少年は、全身に風を纏まとって、システィーナ達の前に降り立つのであった。

「……や、また会ったね」

「貴方は──アディル!?」

　システィーナは、驚きよう愕がくに目を剝むいた。

　なんと、ハラサのメイン・ウィザード、アディル。

　敵の大将が、たった一人で、システィーナ達六人の前に現れたのである。

　あまりにも予想外の展開に、システィーナは言葉を失うしかない。

「ふん！　私達をたった一人で相手にするってか!?」

「……な、舐なめられたものですわ……ッ！」

　そんなアディルの大だい胆たん不ふ敵てきすぎる行動に、コレットとフランシーヌが憤いきどおる。

「あはは、そう怒おこらないでくれよ。流石さすがに、世界の場に立つ強者達六人を、たった一人で相手するのは僕だって辛つらいさ。だから──こうさせてもらう」

　アディルが左手を掲かかげると、その指の股またに四つの宝玉が挟はさまれていた。

「まさか──」

「ち──野や郎ろうッ！」

　何かを察したリゼとジャイルが、アディルへ剣けんを振ふりかざして飛びかかる。

　──が、遅おそい。

「はっ！」

　アディルが何事か呪じゆ文もんを唱えながら、四つの宝玉を放つ。

　宝玉はまるでそれぞれが意思を持つかのごとく鋭く弧こを描えがき、一人突とつ出しゆつしていたシスティーナとアディルを大きく取り囲むように、地面へ着ちやく弾だんする。

　ちょうど、正方形の頂点の配置で着弾した宝玉は凄すさまじい魔力の光をあげる。

　その頂点同士を結ぶように、光の魔力線が地を走り──その線に沿って、光の壁かべが天に向かって形成される。

「だ、断絶結界!?」

「話はシンプルさ、システィーナ。……一対一サシでやろう」

　驚愕するシスティーナの前で、アディルは誘さそうように手招きし、楽しげに笑った。

「ああ、言っておくが、その結界は破れないよ？　君達のやけにシステマチックな魔ま術じゆつでは理解できないだろうけど……〝一対一で戦う〟……そんな〝誓せい約やく〟が、結界を強固なものにしているんだ」

「〝誓約〟……？」

「もっとも、これだけ強力な結界だ。その四つの宝玉と運命を共にすることを〝誓約〟した僕の四人の仲間達は……今いま頃ごろ、魔力が尽つきて戦せん闘とう不能だろうけど」

　見たことも聞いたこともない魔術に、その場の一同は戸と惑まどいを隠かくせない。

「魔術とは、福ふく音いんと代だい償しようが表裏一体の神秘。ならば、星を読み、自らの運命を読み、その自らの運命に課した〝誓約〟で、世界に介かい入にゆうする僕達の《星天術》こそが、世界最強の魔術であることを証明してあげるよ」

「よくわからないけど……仲間を四人使い捨てて、この結界を張ったってこと？　私と一対一で戦うために？」

　いかにも不ふ機き嫌げんそうなシスティーナに。

「君達に分かりよく言えば、その通りだよ」

　こともなげに言うアディル。

「そんなのって……ッ！」

「それがどうかしたかい？　この大会の趣しゆ旨しを思い出してくれ、システィーナ。本来、この戦いはメイン・ウィザード同士の戦いであったはずだ」

「!?」

「メイン・ウィザードのために、サブ・ウィザードはその身を粉にする。メイン・ウィザードはサブ・ウィザードを踏ふみ台に、必ず勝利せねばならない。全ては、自分達の国の名めい誉よと、己が目指す高みのために。メイン・ウィザードとは、全てを背負って立つ者だ」

「そ、それは……」

「僕はすでに〝誓約〟した。仲間達を踏み台に必ず勝つと。勝利をもたらすと。彼らは僕を信じて送り出し、僕はそんな彼らを背負って、君と対たい峙じしている。君には、それだけの代償を支し払はらって戦う価値があると、僕は確信したからだ」

　そう真っ直ぐシスティーナを見つめるアディルの瞳ひとみには……何も曇くもりはない。

　ただ、己の譲ゆずれぬ信念と勝利への純じゆん粋すいなる想いだけがそこにあった。

「君達の常識で、僕達の信条と勝利への渇かつ望ぼうを推し量るのはやめてもらおうか。さぁ、構えろ、システィーナ。言っておくが……一対一なら僕が勝つ。必ずだ」

　しゃり、と鋭するどい曲刀を抜ぬくアディル。

　熱く燃え盛る真っ直ぐな戦気が、その身体から立ち上っていく。

　システィーナはしばらく、そんなアディルを見み据すえ……やがて、ふっと微笑ほほえんだ。

「……謝るわ。一いつ瞬しゆん、貴方を軽けい蔑べつしかけたこと。貴方は……いえ、貴方達は、本当に、勝利に対して純粋なのね。本気で、真しん剣けんに、勝ちに来ているのね」

　そして、結界越ごしにリゼ達が見守る中、システィーナも身構える。

　そして、一瞬の間を空けて。

「──《大いなる風よ》ぉ──ッ！」

　システィーナが呪文を叫さけんで。

「《ABRA我 / STA此処に / KEBRASTA誓約する》──ッ！」

　アディルも呪文を唱えつつ、曲刀を構え、システィーナへ突とつ進しんする。

　アディルの左指が頭上で素早く踊おどり──一瞬で星図が描かれ、展開される。

　刹せつ那な、システィーナが放った烈れつ風ぷうを、アディルの刀が切り裂さいた。

「《雷らい精せいの紫し電でん》よ！」

　すかさずシスティーナが返す雷らい槍そう一いつ閃せん。

　同時に、連続起動ラピツド・フアイアされる黒くろ魔ま【ラピッド・ストリーム】──疾風脚シユトロム。

　システィーナが跳ぶ、結界の壁を蹴けってさらに跳び、空を舞まう。

「──速い!?　だが──……」

　一瞬、システィーナを見失うが、アディルもすぐさま、頭上に展開した星図を指で改変し、何らかの魔術を起動して超ちよう加速──システィーナの動きへ追い縋すがる。

「はぁあああああああああああ──ッ！」

「ふ──ッ！」

　空中で呪文を唱える二人が、交差、激げき突とつするのであった。




　結界の向こう側で始まった、そんな二人の激げき闘とうを前に。

「だぁあああああああーーッ!?　これ、もう、どうすんだよ!?」

「壊こわれる気が全然しませんわ！」

　コレットとフランシーヌが、魔闘術ブラツク・アーツやマルアハで、結界の壁を殴なぐりつけている。

　だが、まるでびくともしない。

「……解呪デイスペルも出来そうにねえな、こりゃ。単純に頑がん丈じようってわけじゃなさそうだ」

「まるで〝破れないって、最初から決まってる〟ような……こんな変な魔術、初めてです」

　ジャイルやマリアも、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔だ。

「《賢けん者じやの瞳よ・万の理ことわりを見定めよ・我が前にその大いなる智ち慧えを示せ》……」

　だが、先程から何事かぶつぶつ唱えていたリゼだけが、冷静に言った。

「……解かい析せきが終わりました。大だい丈じよう夫ぶ、突とつ破ぱできますよ」

　黒魔【ファンクション・アナライズ】で、アディルの結界の解析を行っていたのだ。

「おお、マジか!?　流石、リゼ姐ねえさん!?」

「この世界の魔術に〝絶対〟はありません。この結界も同様です。この強すぎる断絶結界を維い持じするため、遠えん隔かく的に結界を制せい御ぎよしているサブ術者が、わりと近い場所にいるはずだと、解析結果から判断しました。その術者を叩たたけば……」

「結界は壊れるってことですか!?　なら、早速──」

　マリア達が浮うき足立って動こうとした……その時であった。

「させないわ」

　そんな凜とした言葉と共に。

　空から、炎ほのおの塊かたまりが、一同の頭上へ次々と降り注いでいった。

　咄とつ嗟さに散開して、それを避さける帝てい国こく選手団の面々。

「な──ッ!?」

「へっ、来やがったか！」

　見上げれば、崖がけの上に数名の人ひと影かげが見える。

　その衣装から察するに──アディルの仲間達だ。

「アディルの邪じや魔まはさせない。貴方あなた達の相手は私がするわ」

　美しい黒くろ髪かみと褐かつ色しよくの肌はだの少女が、リゼ達を真っ直ぐ見下ろしていた。

「……なるほど、セオリー通り分断したのが裏目に出ましたね」

「へっ！　いいだろ！　やってやらぁあああああああ──ッ!?」

　俄が然ぜん、燃えてきたらしいコレット。試合前のおどおどした様子はどこへやら。

　獰どう猛もうに笑って魔ま力りよくを全開、魔闘術ブラツク・アーツで拳こぶしに爆炎を灯し、獣けもののような俊しゆん敏びんさで、崖を駆け上っていくのであった。

「さぁ、行ってください！　ですの！」

　フランシーヌも手を広げて、背中に白い翼つばさを備えたマルアハを召しよう喚かん。

　コレットの後を追わせるように、放つ。

「ち──あの猪いのしし女共が」

「わ、わわわ！　コレット先せん輩ぱいにフランシーヌ先輩!?　突とつ撃げきは不味まずいですよぉ!?」

「ケース４です！　全体指揮はシスティーナから私が引き継つぎます！　各人、エレメントで敵の迎げい撃げきを！　索さく敵てき班は合流を急いで！　二人のフォロー、行きますよ！」

　咄とつ嗟さの状じよう況きよう判断で指揮を引き継いだリゼが、通信魔術で方面に指示を出す。

　混こん沌とんとした戦いの火ひ蓋ぶたが、今、切って落とされるのであった。




　ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！




　観客席の観客達は、皆みな、総立ちで大だい歓かん声せいを上げていた。

　ハラサのアディルが実行した、大だい胆たん不ふ敵てきながら見事な戦略。

　ハラサが完全にアルザーノ帝国を食った……そう思わせてからの、リゼの冷静なる立て直し。戦せん況きようは刻一刻と変化し、今、どちらが優位なのかまるでわからない。

　そして、方々で繰くり広げられる高度な魔術戦。

　特に、システィーナとアディルの、最早、学生という領分を超こえた戦い。

　どこを切って見ても、見応えと興奮しかない戦いに、観客達の熱ねつ狂きようは留まることを知らなかった。

「あのアディルとかいうやつ、アホかよ……いくらなんでも、大将が単たん騎きで、敵の大将の首を取りにいくとか……発想がぶっ飛びすぎてるだろ……」

「ふん、ああいうのってやられると嫌いやでしょ？　貴方がずっとやってきたことよ？」

　頭を押さえるグレンへ、イヴが皮肉げに言った。

「なんだよ？　なんか含ふくみがあるな」

「別に」

　まあ、それは置いといて。

　グレンは、頭上に投射されるフィールドの展開を凝ぎよう視しする。

「し、システィ!?　そこ！　後ろ！　きゃああああああ!?　あっ！　そうだよ、やったぁああああああああーーッ!?　行っけぇえええええーーッ!?　きゃあああ！」

　隣となりのエレンがとにかく、きゃーきゃーうるさいが、それは全力で無視して。

「…………」

　グレンは表情を硬かたくして、アディルと魔術戦を繰り広げるシスティーナを見る。

　アディルは、言うまでもなく強敵だ。

　正直……押されている。あのシスティーナが圧あつ倒とうされている。

　頭上に描く星図に、奇き妙みような韻いんを踏む呪じゆ文もん……アディルが振ふるう、体験したことのない魔術に、戸惑っている。

　いつ、勝負がついてもおかしくない。

「……大丈夫ですよ」

　そんなグレンへ、ルミアが囁ささやくように言った。

「システィは先生が大切に育てた、先生の自じ慢まんの弟子なんですもの……システィは絶対に先生の思いに応えてくれる……そんな子です」

「る、ルミア……」

「私は先生を信じています。だから、そんな先生が鍛きたえたシスティのことも信じられるんです。だから……先生もシスティの力を信じてあげてください」

「……ああ、そうだな……誰だれより他に、俺が信じてやらねえとな……」

　そう言って、グレンはいかなる結果に終わろうとも見届ける覚かく悟ごで、しっかり頭上を見上げるのであった。




　誰もが固かた唾ずを吞のんで見守る中、白熱の戦いは続いていく。

　真正面から、近きん距きよ離り魔ま術じゆつ戦を展開するシスティーナ、アディル。

　高所という有利なポジションを取り、ハラサの選手達を迎撃すべく奮ふん闘とうする、リゼ、ジャイル、コレット、フランシーヌ、マリア。

　そして、それを救きゆう援えんしようと、レヴィン、ギイブル、ジニー、ハインケルが、襲おそい来る魔ま獣じゆうを蹴け散ちらしながら、現場へ急行する。

　本当にどちらに勝負が傾かたむくか、わからなかった──




　──その頃ころ。

　大競技場の某ぼう所しよにて。

「……そろそろかな」

　一人、そこに佇たたずむその男は、ぽつんとそんなことを呟つぶやいていた。

「さて……君に恨うらみはないし、悪くは思うが……脱だつ落らくしてもらうよ。システィーナ＝フィーベル」

　その男は、その全身に不ふ穏おんな闇やみの魔力を立ち上らせ、遥か遠くを見み据すえるのであった──




　巻き起こる暴風の壁かべごしに、システィーナが放つ雷閃乱らん舞ぶ。

「……強い！」

　それをたまらず下がり避けながら、アディルが感かん嘆たんの声を上げた。

「まさか、我が身にこれほどの〝誓せい約やく〟を課して、こうも押し切れないやつが居たなんて……これが、世界か！」

　魔術によって強化された豹ひようのような動きで岩山を蹴り上がり、一いつ旦たん、システィーナから距きよ離りを取るアディル。

「《BREA火よ / FREA炎よ / BREA焰よ》！」

　距離を取りながら、アディルが呪文を唱え、頭上の星図を弄いじる。

　すると、システィーナを取り囲むように、激しい炎の嵐あらしが巻き起こる。

　まるで炎自身が意思を持っているかのような、奇妙な挙動だ。

「《拒こばみ阻はばめよ・嵐の壁よ・その下か肢しに安らぎを》──ッ！」

　だが、システィーナが呪文を唱えると、激しい風が嵐を巻いて吹ふき荒すさび、炎を周囲へ吹き散らし、四散させた。

「……これすら防ぐか」

「その〝誓約〟がなんだか知らないけど！　こっちにだって、勝たなきゃいけない理由があるわ！　負けられないのが自分達だけだと思わないでね！」

　システィーナが疾風脚シユトロムで、飛び下がるアディルを追いかける。

　最高速度トツプ・スピードだけなら、システィーナの方が上だ。

　しかし、アディルが習得している柔じゆう軟なんな体術と、それを補ほ佐さする緻ち密みつな身体能力強化術式は、まさに圧巻であった。

　アディルは、野生動物のようにしなやかな挙動で、この悪い足場を疾とく鋭するどく変へん幻げん自じ在ざいに駆かけ抜ぬけ、システィーナの追つい撃げきを余よ裕ゆうで振り切ってしまう。

（なんて、速いの!?　ううん、捷はやいんだわ！　追いつける気がしない！）

　速度に自信があったシスティーナは、軽くショックだった。

「なら、少し遠いけど！　そこっ！　《唸れ暴風の戦槌アインツ》──《打てツヴアイ》《叩けドライ》ッ！」

　システィーナが、黒魔【ブラスト・ブロウ】を唱える。

　膨ぼう大だいな空気を圧あつ搾さく凝ぎよう集しゆうした風の破城鎚ついが、三連射でアディルを真っ直ぐ襲う。

「く──ッ!?　《MERKATRA鏡よ / MITRA鏡》──ッ！」

　一、二撃目をかわしても三撃目で落とされる──それを瞬しゆん時じに察したアディルが、呪文を唱え、幻げん影えいとなってその場を離り脱だつする。

　破は壊かい音、破は砕さい音。──轟ごう音おん。

　目標を見失った風の戦槌は、足場の岩山を殴なぐりつけ、破壊して吹き飛ばす。

「噓うそ!?　かわされた!?　何なの、今の魔術!?」

　完全に決まったと思っていたシスティーナが、驚きよう愕がくする。

「……あの距離から、なんて威い力りよくだ」

　一方、そこから少し離はなれた場所に結像したアディルも、目を剝むいていた。

「風の魔術とは、極めたらここまで出来るものなのか……？　本当に世界は広い……」

　ざっ！

　こうして、二人は周囲に遮しや蔽へい物のない、開けた場所へと降り立っていた。

　十数メトラほどの間合いを空けて、互たがいに互いの動きを注視し合いながら睨にらみ合う。

「凄すごいな、君は」

　油断なく身構えながら、アディルが言った。

「君のような人と世界の舞ぶ台たいで戦えたこと、誇ほこりに思うよ」

「……こっちもだわ」

「でも……勝つのは僕だ」

　すると、アディルは自身が構える刀の刀身を左手でぐっと摑つかみ──横に引いた。

　ぶしゅ……手が浅く切れ、血がぼたぼたと滴したたる。

「ふっ、初戦で披ひ露ろうしたくはなかったが、君はそんなことを言っていられる相手じゃない……《ABRA我 / STA此処に / KEBRASTA誓約する》──ッ！」

　──来る！

　システィーナは直感した。

　恐おそらく、アディルは奥の手、切り札の類いの秘術を切るつもりなのだ。

（ここでお茶を濁にごすような生半可な呪文で対応すれば、一いつ瞬しゆんで押し負ける！　今、私が出来る最大最強の術で立ち向かわないと──ッ！）

　それは最早、確信だった。

　システィーナの行動は速かった。

「《我に従え・風の民よ・我は風を統すべる姫ひめなり》──ッ！」

　魂たましいが抜け落ちるような膨大な魔力消費と共に、呪文を叫さけぶ。

　魔力光がシスティーナの足下を鋭く素早く迸ほとばしり、瞬時に魔術法ほう陣じんを展開、システィーナを中心軸じくに猛もう回転を始め──その回転に導かれるように、強きよう烈れつな風がシスティーナの下へと集っていく。

　その場の全ての風を完全支配掌しよう握あくする、黒魔改弐【ストーム・グラスパー】だ。

「──《EREREREET / ERFUREET / AREET》ッ！」

　対するアディルの指が星図を改変し、滴る血が蒸発していく。

　まるでそれを燃料とするかのように、血の霧きりが発火、爆ばく炎えんを上げて──滾たぎるマグマのように真紅に眩くるめく輝かがやく炎の巨きよ人じんが、形成されていく。

「まさか、炎の魔神イフリート……ッ!?」

「ふっ……その姿……そうか、システィーナ。君は風の魔神ジンだったのか」

　片や炎の支配者、片や風を統べる姫ひめ君ぎみ。図らずしも、ハラサに伝わるエル＝ラド神話の二柱神の戦いに、二人の構図は酷こく似じしていた。

「さて……その絶大な力……お互い長く保ちそうにないね」

「ええ」

　システィーナは【ストーム・グラスパー】を維い持じしているだけで、もの凄い勢いで魔力を食い取られていく。

　対するアディルも、切った手から絶えず血が霧となって蒸発し、燃料として炎の魔神へ吸い込まれていく。

　恐らく、あれが〝代だい償しよう〟なのだろう。下手へたすれば、アディルは出血多量で死ぬ。

「行くよ……どんな結果になろうが、恨みっこはなしだ」

「──わかっているわ！」

　そして、アディルが炎の魔神を。

　システィーナが支配した風の全てを。

　互いが互いを目め掛がけて、恐るべき力を放とうとした──まさに、その時だった。




「ギャアアアアアアアアアアアアアオオオオオオオオオオン──ッ！」




　世にも恐ろしき、獣けものの報告と共に。

　ぱぁん！

　システィーナとアディルを囲んでいた断絶結界が、音を立てて崩くずれたのだ。

「な──」

「……えっ!?」

　驚愕するアディルとシスティーナ。

　あまりにも、唐とう突とつで予想外の展開に、二人は思わず術を解いてしまう。

　風と炎が、あえなく霧む散さんしていく。

「……馬ば鹿かな。サレディンがやられたというのか!?　早すぎる……」

　信じられないと立ち尽つくし、明後日あさつてを向くアディル。

　と、その時だ。

『システィーナ！　大変だ！』

　ギイブルからの通信魔術が、システィーナの耳に飛び込んでくる。

「どうしたの!?」

『信じられないかも知れないが、落ち着いてくれ！　今、そっちに──』

　ギイブルが焦しよう燥そうに駆られたように、何かをまくし立てようとした──その瞬しゆん間かん。




「ギャアアアアアアアアアアアアアオオオオオオオオオオオオオオン──ッ！」




　再び、頭上から殴るように叩たたき付けられた咆ほう哮こうが、それをかき消す。

「──なッ!?」

　システィーナとアディルが、驚愕に目を剝いた。

　広がる皮ひ膜まくの翼つばさ、小山のような巨きよ軀く、獲え物ものを喰らわんと牙きばを剝く顎あご。

　銀色に輝く、圧あつ倒とう的な暴力の体現が舞まい降おりてきたのだ──

　そして、地じ響ひびきを轟とどろかせながら、その魔ま獣じゆうは二人の前に君臨し、鎌かま首くびをもたげて、二人を見下ろす──

「銀のシルバー・飛竜ワイバーン……だと!?」

「噓よ！　どうしてこんな所に!?」

　そう、確かにこのフィールドには数多くの魔獣が配備されている。

　銀のシルバー・飛竜ワイバーンも、その一いつ匹ぴきだ。

　学生が相手するにはあまりにも荷が勝ち過ぎる銀のシルバー・飛竜ワイバーンだが、実は草食で、自分の巣に近付く侵しん入にゆう者以外には、滅めつ多たに牙を剝いたりはしない。

（銀のシルバー・飛竜ワイバーンの領域は、ギイブル達が慎しん重ちように測ってくれた！　実際、充じゆう分ぶん過ぎるほどのマージンを取ってる！　なのになんで──ッ!?）

　システィーナの動どう揺ようも冷めやらぬまま、銀のシルバー・飛竜ワイバーンが動き出す。

　その冷たく鋭い蒼そう眼がんが、矮わい小しようなるシスティーナをまっすぐ見下ろしたのだ。

「……え？」

　なぜ？　と考える暇ひまもない。

　銀のシルバー・飛竜ワイバーンは、その巨軀からは信じられないほどの敏びん捷しようさで、システィーナに飛びかかり、襲おそいかかってきたのだ──

「な──ッ!?　《疾》──ッ!?」

　咄とつ嗟さに、システィーナは黒魔【ラピッド・ストリーム】を連続起動ラピツド・フアイア。

　疾風脚シユトロムで、銀のシルバー・飛竜ワイバーンの丸太のような双牙の一いち撃げきから、跳とび下がって逃のがれる。

　それは気まぐれかと思いきや、銀のシルバー・飛竜ワイバーンの獲物を狙ねらう冷たく鋭い蒼眼は、撃風を纏まとって距きよ離りを取るシスティーナの動きを、完全に追っていて──

　銀のシルバー・飛竜ワイバーンは背中の翼を大きく力強くはばたかせ、周囲に暴嵐を巻き起こしながら、システィーナを追って、飛びかかっていく。

「ギャアアアアアアアアアアアアアオオオオオオオオ──ッ！」

「な、なんで──私だけ!?」

　激流のように、周囲の風景が後方に駆かけ流れて行く視界の中。

　どこまでも、執しつ拗ように追い縋すがってくる銀のシルバー・飛竜ワイバーンの巨きよ体たいを尻しり目めに。

　システィーナはただ、ひたすら岩山を蹴けり上がって、渓けい谷こくを越こえて、全力で逃にげ続けるしかなかった──




「──いかさまだッ!?　試合を止めろッ！」

　この予想外の展開に、観客達が騒そう然ぜんとする中。

　グレンが声を荒あららげて立ち上がり、叫んでいた。

「……落ち着きなさい」

「これが落ち着いていられるかよ!?」

　イヴの冷静な言葉に、グレンが吠ほえるように返す。

「あの銀のシルバー・飛竜ワイバーンが、縄なわ張ばりを出て、結界の守手を竜のドラゴンズ咆哮・シヤウトで打ち倒たおし、白しろ猫ねこだけを狙うなんて、どこをどう考えてもいかさまじゃねーか!?」

「これが敵チームの魔ま術じゆつ戦略という可能性があるわ。ひょっとしたら精神支配系か召しよう喚かん系の魔術で、銀のシルバー・飛竜ワイバーンを配下にして……」

「ンなわけねえだろ!?　ハラサの連中見ろよ!?　どう考えても予想外ですってツラじゃねえか!?」

「だから落ち着きなさいって、それもわかってるから」

　教え子の危機にひたすら動揺するグレンへ、イヴが冷や水を浴びせるように言った。

「私だって、これが十中八九、第三者の悪意ある干かん渉しようだって思ってるわ。でも、フィールドは外部からの干渉を完全に遮しや断だんする、強固な断絶結界で仕切られている。

　特に、魔術に関しては厳しい。第三者が、精神支配術や召喚術で、悪意ある干渉をできるはずがない。

　少なくとも、運営側はそれを確信しているから、ハラサ側が仕し掛かけた何らかの作戦と判断するしかない。試合を止めるわけにはいかないわ」

「銀のシルバー・飛竜ワイバーンの魔術耐たい性せいのアホみてえな高さは知ってるだろ？　学生レベルでそんな──」

「昨日の試合、それを日輪の国のサクヤ＝コノハがやったばかりでしょう？」

「……あの規格外は例外だろうが……ッ!?」

　グレンは歯は嚙がみするしかない。

　その規格外が居るかもしれないから、止められないのだ、と。

「まぁ、とにかく。……ようやくって感じね」

　そして、イヴも忌いま々いましげに髪かみをかき上げ、その額に冷ひや汗あせを滲にじませて言った。

「第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダース……一体、何を、どうやって仕掛けてきたっていうの……？」

　姿形も見せぬ、得体の知れない敵の仕掛けに。

　グレンとイヴは焦燥のまま、試合の行方ゆくえを追うしかなかった。




「……一体、どうなっているんだ……？」

　システィーナと銀のシルバー・飛竜ワイバーンの鬼おにごっこを見送って。

　アディルが、ただ呆ぼう然ぜんとそこに立ち尽くしていると。

「……アディル！　怪け我がはない!?」

　アディルの隣となりに褐かつ色しよくの肌はだ、黒くろ髪かみの美しい少女が降り立った。

「エルシード」

「貴方あなたにとっては不服かもしれないけど……これは好機よ」

　感情の読めない表情をするアディルへ、エルシードが言った。

「私達が有利な地形を押さえているとはいえ、向こうの方が頭数がある。今は拮きつ抗こうしているけど、このままじゃ押し切られるわ」

「…………」

「システィーナ……彼女が銀のシルバー・飛竜ワイバーンの餌え食じきになれば、話は早いけど。そう簡単にやられる玉じゃないんでしょう？　彼女が復帰するまでに、敵戦力を減らしておかないと、食われるのはこっちよ？　銀のシルバー・飛竜ワイバーンの気まぐれはいつまで続くかわからないのだから」

　勝利。

　ただ、その二文字のため、冷れい酷こくに場を分ぶん析せきする参さん謀ぼうに、アディルは頷うなずいた。

「……そうだね。こんな形の勝負となってしまって、非常に残念だが……僕達も祖国の名めい誉よを背負っている……絶対に負けるわけにはいかない……何があっても」

「……アディル」

「わかった。僕が出よう。それで、連中の攻こう勢せいを押おし戻もどす」

「……ごめんなさい」

「君のせいじゃないさ。ただ……彼女システイーナとは平条件で戦いたかった、心からそう思う」

　そして、向こうの岩山で、喰らい付いてくる銀のシルバー・飛竜ワイバーンの牙から、ひたすら逃れ続けているシスティーナの小さな姿を、ちらりと一いち瞥べつして。

「さぁ、行こう！　この戦い……勝つのは僕らだ！」

　アディルとエルシードの二人は、激戦区を目指し、疾しつ風ぷうのように走り去っていくのであった──




　ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──ッ！

　ワァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！

　会場を包む熱ねつ狂きようは、時間が経つごとに高こう騰とうしていく。

「きゃああああああああ──ッ!?　システィ!?　危ない!?」

　観客席では、エレンが真っ青になって悲鳴を上げて。

「くそぉおおお──ッ！　なんなんだよ、あのドラゴン!?　ズルいだろ!?」

　憤いきどおりも露あらわにカッシュが吠える。

「くっ……皆みな、押されてますわ……ッ！」

「こっちのメイン・ウィザードが事実上、戦せん闘とう不能だからね……ッ！」

「な、なんとかならないの……ッ!?」

「このままでは……いけませんね」

　ウェンディ、セシル、リン、テレサもおろおろと狼狽うろたえながら、見守るしかない。

「せ、先生……」

「ちっ……ッ！」

　不安げに見てくるルミアに、グレンは何も返せない。

　銀のシルバー・飛竜ワイバーンに狙われ、戦線離り脱だつせざるを得なかったシスティーナ。

　そのため、敵のメイン・ウィザード、アディルがフリーになってしまった。

　ハラサ側は、アディルを前面に押し出し、帝てい国こく側を完全に圧倒している。

　そして、頭上のとある投射映像では、竜に追われるシスティーナの映像があった。




『はぁああああああああああああああ──ッ！』

　システィーナが疾風脚シユトロムで駆ける、翔かける。

　岩いわ肌はだの大地を超ちよう低空高速で駆け抜ぬける。衝しよう撃げき波はをまき散らして駆け抜ける。

　頭上から爪つめを振ふりかざして舞い降りる銀のシルバー・飛竜ワイバーンの脚あしの爪を、飛行軌き道どうを微かすかにずらして、辛かろうじてかわす。

　刹せつ那な、システィーナが岩山を三角跳びで駆け上がる。

　飛来する銀のシルバー・飛竜ワイバーンの爪が、半瞬しゆん前、システィーナが足場にしていた岩を粉々にする。

　幾いくつも連なる渓谷を跳び越え──システィーナが空へ飛び上がった、その瞬しゆん間かん、その背後から銀のシルバー・飛竜ワイバーンが強きよう襲しゆう。

　その爪がシスティーナを捉とらえようとした──次の瞬間。

　システィーナがぐるんと、身を捻ひねって横転、急失速、墜つい落らく──

　銀のシルバー・飛竜ワイバーンは勢い余って、虚むなしくシスティーナを飛び越えて──

　渓谷の崖がけ下したへと墜落していくシスティーナが再び、疾風脚シユトロムを起動。崖がけの壁へき面めんを猛もう速度で蹴り下っていき──

　やがて、システィーナが頭から地面へと激げき突とつする瞬間、再び、ぐるんと回転、地面を撃風で蹴って、左右を崖で挟はさまれた細い道をカッ跳んで行く。

　だが、そんなシスティーナを、旋せん回かい飛行してきた銀のシルバー・飛竜ワイバーンが、背後からぴったりと追いかける──

　少女と飛竜のデッドレースは留まることなく、ヒートアップしていく──




「どうするの？　グレン」

　システィーナが繰くり広げる大レースに観客達が熱狂する中、イヴは冷ややかにグレンへ言った。

「いくらシスティーナの魔力容量キヤパシテイが怪かい物ぶつじみているといえ、あんなペースで消費すれば、枯こ渇かつは近いわ。止めるなら……棄き権けんするなら今よ？　総そう監かん督とくには、試合放ほう棄きをする権利がある。今なら、システィーナを壊こわされずに済むわ」

「……クッ！」

「先生!?」

　堪たまらず立ち上がったグレンに、ルミアが声を上げる。

　その手には、棄権を表明する照明信号弾だんを空に打ち上げる筒つつが握にぎられている。

　状じよう況きようはもう詰つんでいる。いかなる理り屈くつかはわからないが、銀のシルバー・飛竜ワイバーンはシスティーナだけを狙ねらい、諦あきらめる気配はない。そして、それを防ぐこともグレンにはできない。

　ならば、総監督として、試合を止める──それがグレンの責任だ。

（仕方ねえ……ッ！　仕方ねえんだ……ッ！）

　グレンが、試合の棄権を運営側に伝えようと、照明信号弾を打ち上げようとした……その時だった。

「────な!?」

　空に投射される映像に映し出されたシスティーナの眼と、グレンの眼が合ったのだ。

　実際に眼と眼が合ったわけではない。

　だが、グレンは感じ取れた。

　今、システィーナは、会場の映像中ちゆう継けい器を通して、確かにグレンを見たのだ、と。

　その瞳ひとみで、グレンへ訴うつたえかけたのだ、と。




　──まだ、私は負けてない。やれます。やらせてください──




　未だ勝利への意志を失わない強き光こう輝きを灯す眼が、何よりも雄ゆう弁べんにグレンへそう訴えかけていたのだ。

「……システィーナ……ッ！」

　それを見たグレンは、上げかけていた照明信号弾の筒を降ろす。

　がり、と歯嚙み一つして、己の過保護をかみ殺し、一人の魔ま術じゆつ師しを信じる決意をする。

「……いいぜ……やってみやがれ！」

　そんなグレンの意思が伝わったのだろうか？

　システィーナ側からはグレンの姿など欠かけ片らも見えていないだろうに……映像の中のシスティーナは、その時、薄うつすらと微笑ほほえんだのだ。

　そして、システィーナは銀のシルバー・飛竜ワイバーンを高速機動で振り切りながら、右手の指を印を結ぶように次々折り、複雑に変化させていく。

「……ッ!?」

「符ふ丁ちようね、あれは」

　イヴもそんなシスティーナの指の不自然な動きに気付き、そう結論した。

「あれは、貴方とシスティーナの間で決めているオリジナルでしょ？　つまり、貴方へのメッセージよ。……で？　彼女、何て言ってきた？」

「あ、ああ……ええと、〝竜りゆう〟、〝動キ〟……〝不自然〟……〝規則アリ〟？」

「……竜の動きに、規則的な不自然さがある？　どういうこと……？」

　すると、何か気付いたように、イヴが口元を押さえる。

「そう言えば……銀のシルバー・飛竜ワイバーンは、常にシスティーナを真っ直ぐ追っていたみたいだったけど……時折、奇き妙みようなタイミングで見失ったように動きが鈍にぶることが何度かあったわ」

「俺達は映像を通して外から見てるから、たまたま白しろ猫ねこが死角に隠かくれたとか、そんなんだとか思っていたが……白猫視点では、有り得ないタイミングで見失っていた……つまり、不自然と感じていた？　まさか……ッ!?」

　グレンは、手元を食い入るように覗のぞき込む。

　そこには、今、システィーナが死し闘とうを繰り広げているフィールドの地図がある。

　そして、グレンは頭上のシスティーナの映像と地図を見比べる。

　すると、システィーナはまるで、グレンが検証してくれていると信じ切っているかのように、銀のシルバー・飛竜ワイバーンを引き連れて、フィールド上のあちこちを駆かけ回り始めて──

　銀のシルバー・飛竜ワイバーンが、実際に奇妙なタイミングでシスティーナを見失う瞬間の地点を、グレンは地図上に一つずつプロットしていく。

　──やがて。

　地図の上に、不自然な物が浮うかび上がった。

「どうやら、からくりが見えてきたぜ……ッ!?」

　そのプロットは必ず、起き伏ふくの多いフィールドに存在する遮しや蔽へい物の、すぐ北西付近にのみ存在していたのだ。偶ぐう然ぜんでは片付けられない不自然さである。

「つまり……観客席の南東側から見て、死角に入った時、銀のシルバー・飛竜ワイバーンの動きに異変が生じるってこと？」

「ああ、つまり、敵さんは、この大競技場の南東側のどっかから、何かをやってるってこった」

　そう確信したグレンは立ち上がった。

「イヴ！　南東の観客席を捜さがすぞ！　手伝ってくれ！」

「無理よ!?　バカなの!?」

　あまりにも非現実的なグレンの提案に、イヴが突つっぱねた。

「敵の大まかな位置を割り出せたのは、確かにお手て柄がらだわ！　それでも何千人いると思っているのよ!?　いちいち一人一人捜していたら日が暮れるわ！」

「…………」

「確かに、何かやっている節はあるわ！　でも、魔ま術じゆつで仕し掛かけているんじゃない！　だって、フィールドには断絶結界がある！　そして、敵が魔術を使っていない以上、魔力の逆探知すら出来ない！　敵を捜すことなんて不可能よ！」

　だが。

「……へっ。今、ここにいるのが、イヴとルミア……お前らで良かったぜ」

　グレンはにやりと不敵に笑うのであった。

「……は？」

「え？　先生？」

「そして、フィールドに観客からは絶対に魔術で干かん渉しよう不可能な断絶結界が張ってあって良かったわぁ～、これがなかったら……魔術じゃないって確定してなかったら、完全に詰んでたわ～～」

　グレンがおどけたように、ニヤニヤ笑いながらそんなことを言う。

　切せつ羽ぱ詰つまりすぎて、頭でもおかしくなったのだろうか？

「さて、行くぜ、ルミア、イヴ。連中、好き勝手しくさりやがって……目にもの見せてやるぜ！　さぁ、こっちのターンだ！」




　──一方。

「そろそろ諦めたらどう!?」

　褐かつ色しよくの少女エルシードと、その他ハラサのメンバー四名が、ギイブル、フランシーヌ、コレット、ジニーらと激突している。

　今や、戦せん況きようは完全にハラサ側に傾かたむいていた。

　まるで不意討ちのようなアディルの参戦直後、アディルの炎ほのおの魔術で、ハインケルが落とされた。

　そんなアディルを抑おさえるため、レヴィン、リゼ、ジャイルが奮戦しているが、互ご角かくどころか圧あつ倒とうされている。アディル一人の前に、今やレヴィン達はボロボロだ。

　そして、ギイブル、フランシーヌ、コレット、ジニーの四人が、その援えん護ごに入ろうとするも、エルシードを筆頭とするハラサの魔術師五人に阻はばまれ、分断された。

　最早、数の優位はなきに等しい。

「うぉおおおおおおお──ッ！　こいつらぁッ!?」

「しっつこいですの！　そこを通してくださいですのッ！」

　コレットとフランシーヌがエレメントを組んで、突とつ撃げき。

　コレットが爆炎の漲みなぎる拳こぶしを振ふるい、フランシーヌがマルアハを放つが──ハラサの魔術師達が協力して展開した結界障しよう壁へきに阻まれ、壮そう絶ぜつな魔力の火花を上げるだけだ。

「そこです──ッ！」

　それを好機とエルシードが、曲刀を振りかざし、一人連係から浮いていたギイブルの懐ふところへ滑すべり込むように入る。

　近接戦せん闘とうに弱いギイブルに、この間合いは致ち命めい的てきだ。

「──もらいました！」

　一人、落とした──エルシードがそう確信しかけていた、その時だった。

「…………」

（え……？　あの人、息を止めている……？）

　エルシードの優れた魔術師としての直感と洞どう察さつ力が、退けと警けい鐘しようを鳴らす。

　そして、そんな危機感がなければ気づかない程度の、ほんの微かすかな刺し激げき臭しゆうが、エルシードの鼻をくすぐる──

「──くッ!?」

　慌あわてて、その場を飛び下がるエルシード。

「……鋭するどいじゃないか」

　ギイブルが忌いま々いましげに、逃にげるエルシードを流し見つつ、その一帯を離はなれる。

　錬金【痺霧陣パラライズ・ミスト】──吸えば、身体の自由を奪うばう麻ま痺ひ毒の霧きりを、ギイブルは自身の周囲一帯に散布していたのだ。

　しかも、仲間に影えい響きようのない風下。敢あえて隙すきを見せれば、近接戦闘を好むエルシードが飛び込んで来ることまで読み切っての、クレバーな一手だ。

（危なかった──後一歩踏ふみ込んでいたら、逆にこっちが落とされていた……ッ！　なんて、抜ぬけ目ない人……ッ!?）

　ぞくりと、エルシードが背筋に上る薄うすら寒さむいものに耐たえていると。

「ギイブルさんッ！　援護しますッ！」

　無数の手しゆ裏り剣けんが、流星雨のようにエルシードの頭上に降り注ぐ。

　ジニーだ。

「──ッ!?」

　エルシードは自身に迫せまる手裏剣を曲刀で弾はじき返しながら、跳とび下がる。

「今の残念でしたね、ギイブルさん」

「ふん、麻痺毒の匂においについては、今後の課題だな……」

　ギイブルは鼻を鳴らしながらジニーに応じ、下がるエルシードを見み据すえるのであった。

「しかし……解げせませんね、貴方達」

　そして、戦闘の切れ目に、エルシードが理解できないとばかりに言った。

　確かに、妙みようにしぶとく粘ねばり強いコレットやフランシーヌや、ギイブルの小細工が辛かろうじて戦況を繫つないでいるが……すでに帝てい国こく側は全員ボロボロだ。

　戦いの趨すう勢せいは、とっくに決している。ここからの逆転はありえない。さっきのギイブルの一手は、その魔ま力りよく消しよう耗もう度から考えて、最後の足あ搔がきといったところだろう。

「もうとっくに勝負はついているわ。早く、降参した方がいいですよ」

　そんなギイブルへ、エルシードが淡たん々たんと告げた。

「これ以上、長引かせるべきではない。あのメイン・ウィザードの子……あの子には未来がある。こんな所で、潰つぶすのは惜おしいでしょう？」

「まぁ……そうだね。普ふ通つうならそうさ」

　すると、ギイブルが眼め鏡がねを押し上げてそう言った。

「だが、我らが大将はどうにも諦あきらめが悪くてね。なら、もう少し粘らせてもらうさ」

「こんな苦境での足搔きに、一体、何の意味が？　さっさと──」

「苦境？　苦境だって？」

　エルシードの言葉に、ギイブルが含ふくむように笑い始める。

「……何がおかしいんです？」

「苦境か……この程度が苦境だっていうのか、君達は？　……ははは、案外温ぬるいね」

　ギイブルは再び眼鏡を押し上げ、挑ちよう発はつするように言った。

「僕らはね。この程度の状じよう況きようなんて、楽園に思えるような苦境を潜くぐり抜け、乗り越こえ続けてきた先生に、ずっと教わり続けてきたんだぜ？」

「！」

「この程度の苦境で音を上げてたんじゃ、あのロクでなしに虚仮こけにされる。それだけは、我が慢まんならないね」

　この追い詰つめられた状況で、ギイブルのこの不敵な態度は癪しやくに障さわったらしい。

　エルシードが声を荒あららげて、返す。

「口が減らない人……もう、さっさと終わらせますから！」

「バカだな……これも魔術の一種さ。〝時間稼かせぎ〟という名のね」

「～～～～ッ！」

　ギイブルの挑発に、眼を怒いからせたエルシードが、刀を構えて突とつ進しんする。

「ジニーッ！　とにかく時間を稼げ！　あいつを僕に近付けるなッ！」

　ギイブルが次なる呪じゆ文もんを唱えつつ、ジニーにそう指示して──

「はいはい、了りよう解かい～。まったく、いい性格してますね、貴方あなた」

　ジニーが超ちよう前ぜん傾けい姿勢で地を這はうように疾しつ駆くし、エルシードを迎むかえ打つのであった。




　────。

　──死し闘とうは続く。

　銀のシルバー・飛竜ワイバーンから、逃げ続けるシスティーナ。

　レヴィン、リゼ、ジャイルを圧倒的な力で抑え続けるアディル。

　泥どろ沼ぬま化かした魔術戦を展開する、ギイブルやエルシード達。

　だが、死闘が進む内に、観客達の誰だれもが、この戦いの趨勢を感じていた。

　このまま行けば、ハラサの勝利──

　最早、会場内の誰もが、それを確信しつつあった。

　────。




「…………」

　恰かつ幅ぷくの良い老人がいた。

　通路から立ち見で、試合を観戦している。

　だが、頭上の投射映像を見上げる周囲の観客席の人達とは違ちがい、彼の目はフィールドそのものを直接見下ろしているようでもあった。

　と、そんな老人の背中へ。

　ごりぃ。

　いつの間にか現れた一人の青年が、拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうを押しつけていた。

「……おい、馬ば鹿か騒さわぎは仕し舞まいにしようぜ？」

　グレンだ。

　そんなグレンの隣となりにはルミアが立ち、その手を握にぎっていた。

「……この僕に、気配をまったく摑つかませず、こうも接近するなんて」

　老人が微び動どうだにせず、ぼそりと呟つぶやく。

「一体、どんな手品を使ったんだい？」

「その手品の種明かしは、またの機会な」

　グレンは隣のルミアをちらりと見て、にやりと笑った。

　ルミアの手は淡あわく発光しており……《王者の法アルス・マグナ》が発動している。

「なら、もう一つ聞いていいかな？」

　老人の姿が色を失い、徐じよ々じよに真っ黒に染まっていく。

　まるで影かげそのもののような存在へと変質し……ぐにゃりとそれが蠢うごめき……

　……やがて、影は一人の青年の姿を再結像する。

　現れたその青年は──チェイス＝フォスターであった。

「なぜ、僕だと分かったんだい？　手て前まえ味み噌そだが、僕の変身術は、世界最高クラスだと言っていい。気配や身体の構造すら変えたんだけどな……」

「簡単さ」

　グレンはこともなげに言った。

「こっちにゃ、熱源探知が得意なやつがいてね……まぁ、イグナイト様々ってな」

「熱源？　それこそ馬ば鹿かな……今、この会場に、何人の人間がいると──」

「──〝異様に体温が低いやつ〟を、探知してもらったんだよ」

　途と端たん、押おし黙だまるチェイスへ、グレンが突つき刺さすように言った。

「お前……〝吸きゆう血けつ鬼き〟だろ？」

「…………」

「なぜ、聖堂騎き士し団が吸血鬼を飼っているのかは知らん。なぜ、吸血鬼が吸血衝しよう動どうを克こく服ふくし、人の理性を保っていられるのかもわからん。

　だが、吸血鬼は不死者だ。体温は常人と比べて異常に低い。この広い会場全体を捜すのは無茶だが、大方の居場所に当たりがついてりゃ捜すのは容易ってわけだ」

「…………」

「それに──吸血鬼なら、支配や魅み了りようの魔ま眼がんがある。これは魔ま術じゆつじゃねえ、能力だ。そもそも、空に投射される映像のように、光は通ってるんだ。なら、視線を通すことは可能だろうよ……それをさっ引いても規格外の能力ではあるがな」

「なぜ、僕が吸血鬼だってわかったんだい？」

「まぁな。……昔、吸血鬼を殺したことがあってな」

　グレンの脳裏に一いつ瞬しゆん、ほろ苦い記き憶おく……カーミラという名の少女の顔が思い浮うかぶ。

「お前に、なんとなくあの子と似た気配があったってのもあるがな……決定的なのは、お前の相棒の言葉だぜ？　……思い出したんだよ」

「……ルナの言葉？　彼女が一体、何を……？　彼女は何も──」

「〝血を啜すするのが大好きな変態〟……冗じよう談だんや脅おどしにしちゃ、ちょっと表現が具体的じゃねーか？　まったく事実に掠かすらない言葉って、咄とつ嗟さにはなかなか出てこないもんだ」

　そんなグレンの言葉に、チェイスは眼を見開いて驚きよう愕がくする。

「たった、それだけで……？　この状況と、ルナがつい零こぼした、情報とも呼べない情報だけで、君はここに辿たどり着いたのか……？」

　チェイスは、真紅に輝かがやく魔眼を、そっと閉じ、肩かたの力を抜いて溜ため息いきを吐ついた。

　途端、眼から遠くに向かって放たれていた何らかの力が消え失せた感覚があった。

「ルナ、君はやはり甘く見ていたよ。元・特務分室の《愚ぐ者しや》……そのナンバー名とは裏腹に、恐おそろしく切れ者で厄やつ介かいだ……」

「ゴチャゴチャうるせぇ、黙れよこの変態野や郎ろう」

　グレンがチェイスの背中に、さらに銃口をぐり、と押し込む。

「浄じよう銀ぎん弾だんが装そう塡てん済みだ。いくらてめぇが強力無比な吸血鬼だろうが、こいつの前に──」

「言っておくが、僕にその程度の浄銀弾は効かない。曲がりなりにも真祖だからね」

「……真祖……？」

「おっと、君には下手へたに情報を与あたえない方がいいんだった」

　チェイスが、そう苦笑いすると。

　次の瞬しゆん間かん、チェイスの身体が一瞬で、黒い霧きり状じようになって霧む散さんしていった。

「て、てめぇ!?　逃げる気かコラぁ!?」

『ああ、そうだ。僕の負けだ。ここで騒さわぎを起こすつもりは毛頭ない』

　霧散していく黒い霧を、悔くやしげに睨にらむグレンの脳内に、直接チェイスの声が響ひびく。

『グレン＝レーダス。どうしても、退く気はないというわけかい？　ならば、小細工は抜ぬきだね。全力を以もつて君と戦わせてもらうよ』

「ちっ……おととい来やがれ、バカ野郎」

　やがて、チェイスの気配が完全に消えたことを確信し、グレンは銃じゆうを収める。

「せ、先生……」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。仕方ないが、今はこれでいい」

　心配そうなルミアを、安心させるようにグレンがにやりと微笑ほほえんで。

　そして、遥か遠きフィールドを見据える。

「……とにかく、これで状況が動く。後は……白しろ猫ねこ達次第だ」

　だが、そんなグレンの表情にはすでに不安はなく、最早、確信じみたものが浮かんでいるのであった。




　岩山を蹴けって跳とぶ、システィーナ。

　大たい翼よくをはばたかせ、それに喰らい付かんと追い縋すがる飛竜。

　フィールドを縦じゆう横おう無む尽じんに飛び翔かけるシスティーナだが、しょせん地を這う者と、天を支配する者。

　徐々に徐々に、飛竜の牙きばが、システィーナへと迫せまってきて。迫ってきて──

　それでも、システィーナは直進、旋せん転てん、方向転てん換かん、疾しつ走そう、疾駆──淡たん々たんと飛竜の追つい跡せきを振ふり切って、振り切って、振り切り続けて──

　だが、そんなシスティーナをどこまでも先回りする銀のシルバー・飛竜ワイバーン。

　天より覆おおう巨きよ大だいな影──飛竜が真上からシスティーナをかぎ爪づめで鷲わし摑づかみにしようと、圧あつ倒とう的な圧力と速度を以て、舞まい降おりてくる。

　ついに、捕つかまった──誰もがそう確信した、その時。

「──ギャゥウウ……？」

　突とつ然ぜん、飛竜が動きを止め、空中で羽ばたきを続けながら、ホバリングを始める。

　やがて、飛竜はその場を二度、三度、旋せん回かいすると、先程までの執しゆう着ちやくはどこへやら。

　そのまま、システィーナには興味を失ったとばかりに、自分の領域を目指して、空を飛んで帰って行くのであった。

　──その瞬間。

　この展開はわかっていた、とばかりにシスティーナが口元に微笑を形作って。

「……待ってたわ。ありがと、先生」

　ぐるん、と。空を疾駆していたシスティーナが空中で宙返りする。

　そして、近場の岩山へ着地、撃風と共に蹴って反転、方向転換。

　とある場所を目指し、さらに疾風脚シユトロムに魔ま力りよくを注ぎ、今までにも増した猛もう速度でカッ跳んでいくのであった。

　システィーナの肌はだに、未だ続く戦いの気配がどんどん強くなっていく──




「粘ねばるね。君達は本当に強かった」

「く──ッ!?」

　今や、アルザーノ帝てい国こくチームは完全に追い詰つめられていた。

　そこは──灼しやく熱ねつ地じ獄ごくと化していた。

　赤い、全てが赤い、上がる炎ほのおに空気が赤く、空までが赤い。

　何もかもが燃え上がっている。岩すらも赤熱し、炎を上げて溶とけ、燃え上がっていく。

　アディルの炎の魔ま神じんが吐き続ける灼しやく熱ねつの炎えん嵐らんだ。

　戦いの流れのままに、一ひと塊かたまりに合流した帝国代表選手達が、そんな地獄のような火か焰えんに巻かれている。

「──なんていう、火勢……ッ!?」

「くッ──ッ!?」

「あ、熱い……熱いですぅ……ッ！」

「ジャイルさん……ッ！　それ以上は……ッ!?」

「いいから下がってろ……ッ！」

　もっとも防ぼう御ぎよに優れるジャイルが、魔術的防御を固めに固めて、一同の前に壁かべとなって立ちはだかり、迫り来る灼熱を一身に受け止めている。

　さらに、レヴィン、リゼ、ギイブルが協力して防御結界を張り、炎嵐の威い力りよくを少しでも軽減しようと躍やつ起きになっている。

　だが、それだけやっても、その圧倒的熱量は防御を貫かん通つうし、帝国代表選手団の面々の身体を焦こがしていく。少しずつ……少しずつ。

「み、皆みなさん……ッ！　すみません……ッ！　私の力じゃ……ッ！」

　マリアが広こう範はん囲い法医呪じゆ文もんで、一同を必死に癒いやし続けるが──間に合わない。

「くっそ、なんだよこれ……ッ!?　こんだけ魔術防御固めても……かよ!?」

「……ぅうううううぁ……ッ！　熱い……ですの……ッ！」

　歯ぎしりして堪たえるコレットに、悲鳴を上げるフランシーヌ。

　その周囲は万まん遍べんなく、マグマのような分厚い炎の壁に塞ふさがれ、逃にげ道はない。

　最早、絶体絶命であった。

「いい加減、降参してくれないかな？　……死ぬよ、君達」

　アディルが余よ裕ゆうの表情で、そう勧かん告こくする。

　そんなアディルに、傍かたわらに寄り添そうエルシードが、心配そうに囁ささやいた。

「……アディル、本当に大丈夫なの？」

「ああ、大丈夫だ。血にはまだまだ余裕がある」

　手の傷からもの凄すごい勢いで蒸発し、燃焼する血を見ながら、アディルは言った。

「勝負の趨すう勢せいは決していたのさ。システィーナが戦線から離り脱だつした時点でね」

「そうね。かなり手こずらされたけど……ようやく、これで私達の勝ちは決まりね」

　確信したようにエルシードが周囲を見回すと、その戦いを見守っている他のハラサのメンバー達も、すでに勝ち誇ほこった表情だ。

　こんな詰んだ状じよう況きようをひっくり返す奇き跡せきなんてあるわけない……そんな表情だ。

「さて、仕上げと行くか。……言って聞いてくれないんじゃ、腕うでの一本くらいは、炭化してもらわないとね……」

　アディルが、冷れい酷こくに微笑む。

「まぁ、腕の良い蘇そ生せい師がいるらしいから、なんとかしてもらいなよ？」

　そう言って。

　アディルがさらなる血を解放し、炎の魔神を強化しようとした──その時だった。

「……やれやれ、やっと来たか」

　ギイブルが、ぼそりと呟つぶやくや否や。




　──その場を凄すさまじい颶ぐ風ふうが渦うずを巻いて、駆かけ抜けた。




「──なッ!?」

　その場の誰だれもが、眼を剝むいて驚愕した。

　まるで、怒いかれる風神が突然、癇かん癪しやくを起こして暴れ回り、のたうち回っているかのような暴風が、その場で滅め茶ちや苦く茶ちやに荒あれ狂くるったのだ。

　その暴風は渦うず巻まく炎の悉ことごとくを空の彼方かなたへと吹ふき散ちらし、焼け落ちて崩くずれかかった岩山を叩たたき壊こわし、崩して、空の彼方へと吹き飛ばし──

「きゃああああああ──ッ!?　アディル──ッ!?」

「エルシード!?」

　──エルシードら、ハラサのメンバー達をも残らず空の彼方へと吹き飛ばしていく。

　そのあまりの暴ぼう威いと猛もう威いに、誰もが逆らえない。

　その場に残ったのは、焼やけ焦げた大地と、ぽかんと呆あつ気けに取られる帝国の面々。

　そして、咄とつ嗟さに、暴風から我が身を炎の魔神に守らせたアディルのみ。

「……この風……まさか──ッ!?」

　アディルが空を見上げれば──天を流星のように棚たな引びく銀の髪かみ。

　一人の少女が撃風を纏まとって、まるで戦女神が地上へ降臨するように舞い降りてくる。

　アディルを目指して、真っ直ぐ、超ちよう神速で舞い降りてくる──

「──黒魔改弐【ストーム・グラスパー】ッ！」

「システィーナァアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！」

　アディルが吠ほえる。

　それは、目前まで迫った勝利を邪じや魔まされたことに対する怒りというより。

　この土ど壇たん場ばで、再び好敵手と対たい峙じできたことに対する歓かん喜きの咆ほう哮こうであった。

　空のシスティーナ。

　地のアディル。

　二人の目と目が合う。そして、瞬しゆん時じに悟さとり合う。

　次の一手──次の一手で全てが決すると。

　激しく消しよう耗もうしているのは、お互たがい様。
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　ことここに来て巡めぐり合わせた奇跡の一いち合あいに、後は自分の全てを尽つくすのみ。

「──《剣けんの乙おと女めよ・空に刃やいば振るいて・大地に踊おどれ》ぇえええ──ッ！」

　システィーナが【ストーム・グラスパー】を乗せて、黒魔改【ブレード・ダンサー】を唱える。

　空間を引き裂さくような恐おそるべき真空刃ばが、システィーナの周囲に無数に生まれる。

「《ABRA我 / STA此処に / KEBRASTA誓約する》──ッ！」

　対するアディルも呪文を唱える。アディルの血が爆ばく発はつ的に瞬しゆん間かん沸ふつ騰とうし、背後に立つ炎の魔神が爆炎を上げて、大きく脹ふくれあがる、脹れあがっていく──

「はぁああああああああああああああああああああああ──ッ！」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　システィーナが放った、千を超こえる真空刃の乱らん舞ぶが。

　アディルが放った、螺ら旋せんを描えがいて燃え上がる超高熱の紅こう炎えんが。

　──空中で真っ向から激げき突とつ。

　大爆発。

　天を砕くだき落とさんばかりの烈れつ風ぷうと灼熱が、逃げ場を求めるように四散していって──

　────。

　──そして。

　どんっ！　ざざざざざざざざ──ッ！

　アディルとすれ違ちがうように着地したシスティーナが、そのまま靴くつ底ぞこと膝ひざで地面を削けずりながら、十数メトラの距きよ離りを滑すべっていく。

「……くっ!?」

　ようやく勢いが止まったシスティーナが、顔を苦痛に歪ゆがめた。

　その左ひだり腕うでは、痛々しいほどに焼け焦げていた……

「システィーナ!?」

　魔ま術じゆつを振るう左手をやられ、万事休す。

　一いつ瞬しゆん、固かた唾ずを吞のんで見守っていた一同が、絶望に愕がく然ぜんとするが──

「…………、……見事だ……」

　数すう瞬しゆんの静せい寂じやくの後、くるりと振り返ったアディルの姿に、一同は息を吞んだ。

　アディルの身体には、右みぎ肩かたから左ひだり脇わき腹ばらまでざっくり深い裂れつ傷しようが走っていて……

　アディルは、ごふ、と血を吐はき、それでもどこか清々しく微笑ほほえみながら。

「……君の勝ちだ……システィーナ……」

　そう最後に勝者を讃たたえて。

　ばたりと倒たおれ、意識を失うのであった──




　ハラサのメイン・ウィザード、アディル撃げき破は。奇跡の逆転劇。

　その瞬しゆん間かん、大競技場の上空に、決着を告げる信号弾だんが盛大に上がった。

　会場は、空の底が抜ぬけるような熱ねつ狂きようと大だい歓かん声せいに包まれていった。




「はぁー……はぁー……ッ！」

　現場に急行してきた救護班の法医師達が、傷ついたアディルの処置をテキパキと始めたその光景を、システィーナが夢心地に眺ながめていると。

「よっしゃあああああああああああああああああああ──ッ!?」

「やりましたね、システィーナ先ぱぁああああああああいい──ッ！」

　そんなシスティーナを、駆けつけた帝国チームの面々がもみくちゃにする。

「ったく、お前──ッ！　美味おいしいところばっか持っていきやがってよぉ──ッ！」

「やっぱり、システィーナ先せん輩ぱい格好いい！　私、ルミア先輩派から、システィーナ先輩派に鞍くら替がえしたくなっちゃいました──ッ！」

　大歓喜する、コレット、フランシーヌ、ジニー、マリア。

「よくやりましたね、システィーナ」

「ふっ。流石さすがは、私のライバル……といった所でしょうか」

「ふん、どうせなら、もっと早く来て欲しかったんだけどね」

　そんなシスティーナを遠巻きに、リゼ、レヴィン、ギイブル、ジャイルが見ていて。

　そんな仲間達の様子を、システィーナはどこか別世界の出来事のように、しばらくぼんやりと見つめ返していって……

（……私……そうか……勝ったんだ……）

　……やがて、システィーナは空を仰あおぎ見る。

　冷たい風が、火ほ照てった身体に心地よい。

　先程までの熱気に赤く染まった空は綺き麗れいに払はらわれ、今は抜けるように輝かがやく蒼あおだ。

（……どう？　お祖父じい様……私、少しはお祖父様に近付けたかな……？）

　何か眩まぶしいものを見るかのような。故郷の空飛ぶ城を見るかのような。

　そんなシスティーナの表情は、とても晴れ晴れと清々しかった──




「……へっ、やるじゃねーか、白しろ猫ねこ」

「システィ……よく頑がん張ばったね……」

　歓かん声せいの爆ばく音おんが、高波のようにうねる観客席にて。

　通路に立つグレンとルミアは、空に投射される映像を通して、そんなシスティーナ達のことを見守っていた。

「……まずは一難去ったかなってところだが……」

　だが、根本的には何も解決していない。

　第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダース。あの連中がいる限り、何も終わってはいないのだ。

　何故かはわからない。

　だが、どうしても帝てい国こく選手団を妨ぼう害がいしたいらしい、あの二人組。

　これからも、こういう卑ひ劣れつな介かい入にゆうがあるだろうことを考えると、頭が痛くなってくる。

（だが、やらせねえ……やらせるものかよ）

　勝利に沸わき立つ生徒達を見守りながら、グレンは決意を新たにする。

（てめえらがどうしても妨害するっていうなら……俺が、必ずてめえらのクソ生意気な鼻ッ柱をブチ折ってやるぜ。俺の生徒に手ぇ出させやしねえ……ッ！）

　そして、そんなグレンの手を、ルミアがそっと握にぎる。

「絶対に、皆みなの夢を……システィの夢を守ってあげましょう、先生」

　ルミアは、決意を灯した穏おだやかな瞳ひとみで、グレンを見つめるのであった。

「私が、そんな先生の力になりますから。ううん、ならせて欲しいんです」

「……ありがとうな、ルミア」

　そうして、二人は微笑み合って。

　空の向こうで、勝利の歓喜に震ふるえる生徒達を、いつまでも見つめ続けるのであった──








第六章　悪意の巣そう窟くつ









　自由都市ミラーノに存在する帝国領事館の、執しつ務む室にて。

「どうやら……無事に、初戦を切り抜けたようですね……」

　秘書官から報告を受け、アリシア七世は、執務机で安あん堵どの息を吐いていた。

　そして案の定、第三者──第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースの妨害工作があったことも聞いた。

（帝国との協調・融ゆう和わ路線を標ひよう榜ぼうするファイス司教枢すう機き卿きようや、フューネラル教皇聖下の仕し掛かけとは思えない……恐らく強きよう硬こう派──アーチボルト枢機卿かグラムド枢機卿が、彼らの背後にいるはず……）

　窓の外をちらりと見やり、アリシアが思し索さくに耽ふける。

（やはりこれは、私に対する脅おどしでしょうか？　子供達の命が惜おしかったら、首脳会談を中止して帰れとの警告でしょうか？　それとも……）

　未だ、黒幕からの声明は何もない。

　いまいち、誰だれが何を狙ねらってのことなのか、現時点では判別できない。

　ただ、間ま違ちがいなく、魔術祭典と首脳会談を中心に、何かが裏で渦うず巻まいているのだ。

（今は考えても仕方ありません。グレン……彼が子供達をきっと守り切ってくれると信じて……私は和平を結ぶことに心血を注がねば……この命に代えても！）

　気を入れ直し、アリシアは机の上に山と積まれている資料に再び向き直る。

　それは、アルザーノ帝国とレザリア王国が、協調・融和するにあたり、決して避さけては通れない問題の数々と、その解決案だ。

　領土問題、交易路問題、過去の確かく執しつの清算問題、保有戦力比問題、それらの解決案、妥だ協きよう案、それらの条文化……

　アリシアは、その全てを暗記するレベルの勢いで何度も読み返し、どこかに隙すきがないか眼を光らせ、よりよい条件はないか、考えに考え抜いていく。

（……これら諸問題について、双そう方ほう一定の納得ができない限り和平は成らない。そして、失敗は許されない。私の一世一代の大おお舞ぶ台たいです。気を引き締しめないと……）

　だが、ここ連日の無理が祟たたったのだろう。

　流石に、アリシアの顔には疲ひ労ろうが色いろ濃こく表れている。

　アリシアは眼め鏡がねを外して、机に置き、そっと目元を拭ぬぐった。

（時代は変わりました……〝帝国が新教である〟という理由だけで、話すらできなかった一昔前とは違う……奇き跡せき的に、教皇庁のトップが替かわり、話ができる状じよう況きようとなった。

　この好機を逃のがすわけにはいきません。いずれにせよ、全ては明後日あさつて……明後日の首脳会談で決まります……そう、全ては──）

　アリシアが来るべき時に備え、静かに決意を燃やしていると。

「失礼します、女王陛下」

　ノックの後、一人の男が恭うやうやしく執務室内へと入室してくる。

　アゼル＝ル＝イグナイト公こう爵しやくだ。

　今度の首脳会談の、帝国側参列者の一人である。

「どうかしましたか？　イグナイト卿きよう」

「僭せん越えつですが、リーブルの領地問題の件について、円えん卓たく会で纏まとめた乙おつ案・甲こう案よりも効果的だと思われる方策を思案致いたしましたので、此処ここに上申致します」

　イグナイト卿が差し出す書類を受け取るアリシア。

　そして、その文面にざっと眼を通していく。

「……成る程、確かに。ここは割かつ譲じようするよりも、補助金を出す方が有用かもしれませんね」

「ええ、現地を再調査したところ、そちらの方が現地民の感情的にも話が進みやすいかと」

「ありがとうございます。早速、これで件くだんの案件を練り直してみます」

「……陛下。貴女あなたは我われ等らが帝国の柱です。あまり無理はなさらぬよう」

「ええ、重々承知していますわ」

　にっこりと微笑ほほえみ、イグナイト卿を送り出すアリシア。

　だが、その内心は油断なくイグナイト卿の真意を探っているのであった。

（イグナイト卿……帝国政府上層部における、開戦派の筆頭であったはずなのに……こと此処ここに至り、融和策に非常に協力的……実に不気味ですね。己の派は閥ばつの一部反発を受けてまで、一体、なぜ……？）

　アリシアも、イグナイト卿が何か底知れぬ野心を抱いだいていることは、感づいていた。

　そして、いずれ取り返しのつかないことが起きるかもしれない可能性についても。

　だが、とにかく、イグナイト卿は尻しつ尾ぽを出さない。

　表向きは、帝国に多大なる貢こう献けんを果たした英えい雄ゆうのままだ。彼の支持者は多い。

（……貴方あなたは一体、何を考えていますの……？）

　だが、答えは出ない。

　イグナイト卿の底を見極めるには、今のアリシアにはあまりにも、時間も人材も何もかもが不足している。状況もそんな余力を許さない。

（くっ……私が……私が、御み祖おや様達のように、もっと優れた施し政せい者であったなら……我が身の至らなさが不ふ甲が斐いないです……）

　アリシアは歴代の女王達に懺ざん悔げするように、眼を閉じるのであった。




　その一方──

（ふん、今は協力してやる。今、帝国と王国が、ことを構えるのは時じ期き尚しよう早そう……少なくとも当面の時間を稼かせぐ必要がある……）

　イグナイト卿が足早に廊ろう下かを歩きながら、物思う。

（そうだ……私が帝国を牛耳らなければならないのだ……あの小こ娘むすめには不可能。大いなる悪意と絶望の渦うずから、帝国の未来を守れるのは、この私しかいないのだ……）

　そのためには時間。とにかく時間が必要なのだ。

（だからこそ、今回ばかりはあの小娘に協力してやる。この首脳会談……確実に成功させ、私が動くべく時間を手に入れる。そうすれば……私の勝利は揺ゆるぎない）

　と、その時だった。

「いやぁ～、こんばんは！　我が愛しの主あるじ殿どの！」

　いつの間にか。

　一人の少女が、イグナイト卿と平行に歩いている。

　最初から一いつ緒しよに歩いていたような気もするし、突とつ然ぜん、そこに出現したような気もする。

　見ているだけで、夢か現実かがわからなくなる……そんな雰ふん囲い気きの少女であった。

「……イリアか」

　だが、そんな奇き怪かいな登場をするイリアに、イグナイト卿は特に驚おどろいた様子もなく、厳めしく返した。

「はーい♪　イリアちゃんですよぉ？　貴方の忠実なる犬であるイリアちゃんです！」

　どこか道化じみておどけるその少女は、元・帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士団特務分室、執しつ行こう官ナンバー18《月》のイリア＝イルージュであった。

「……摑つかんだか？」

　そんなイリアの道化っぷりに反応は示さず、イグナイト卿が淡たん泊ぱくに問う。

「ええ、もうばっちり！　アーチボルト枢機卿の陰いん謀ぼうはしっかりお見通しですよぉ？　私の魔ま術じゆつにかかれば、ちょちょいのちょい！」

　ぴしっ！　と。可愛らしく敬礼してみせるイリア。

　だが、先程からそんな立ち居い振ふる舞まいだけは可愛かわいいイリアの瞳には、深しん淵えんより昏くらい混色がぐるぐると渦うず巻まいているようで、その真意はさっぱり読めない。

「やはり、そうでした！　明後日の首脳会談の場で、強硬派筆頭であるアーチボルト枢機卿はなんと！　ファイス司教枢機卿猊下とフューネラル教皇聖下を、〝暗殺〟しちゃうおつもりでした！　きゃ、怖こわいですねー？」

「……ふむ」

　だが、そんな恐おそるべき報告を受けて、イグナイト卿には微み塵じんの動どう揺ようも困こん惑わくもない。

「やはりな。女王陛下ではなく、教皇庁の融和派である司教枢機卿と教皇を殺害することによって、その下手人を我々帝国側へとなすりつける算段か」

「ええ、そうなんですよー。私達側のせいになっちゃう状じよう況きよう証しよう拠こが、結構、念入りに捏ねつ造ぞう準備されているみたいでしてねー？　これは困りましたねー？」

「……開戦の口実、か」

　今度の首脳会談には、アルザーノ帝国とレザリア王国だけではなく、北大陸の多くの国家も立会人として参列し、二大国の動向を見守ることになっている。

　こんな世界の誰もが注目している大舞台で、教皇庁の二大主要人物……しかも、平和を願う両名の暗殺。さぞかし、国際世論は帝国批判に傾かたむくだろう。

　そう、世せ知ち辛がらいが、世間は〝真実〟よりも、〝どう見えるか〟が重要なのだ。

　よって、レザリア王国がアルザーノ帝国に仕掛ける報復と義ぎ憤ふんの戦争は、当然のように黙もく認にんされるどころか、〝やはり、世界を乱す帝国は、地図から消さねばならぬ〟と、レザリア王国に力を貸す国すら出てくるかもしれない。

　そんな時、王国のトップ……教皇庁の次期教皇に繰くり上がるのは、アーチボルト枢機卿であることは確実。すでに即そく当選する工作まであるのは明白。

　そうなれば、開戦の流れは、止めようがない。

　そう、このまま首脳会談へと臨み、アーチボルト枢機卿の思おも惑わく通り、ことが運べば……帝国と王国の戦争──第二次奉神戦争勃ぼつ発ぱつは、必至の流れなのだ。

「……だが、させぬ」

　そう、イグナイト卿の目的と野望のためにも……今はその時ではない。

　確かに、いずれ王国の無能な王家諸しよ侯こう、教皇庁の坊ぼう主ず共の首を切り、帝国が王国の全てを接収併へい合ごうする予定だが……それは今ではない。

　ゆえに──

「……イリア。……わかるな？」

　イグナイト卿は、非情な命令を下す。

「……お任せを、我が主様マイ・ロード」

　すると、イリアは薄うつすらと氷のように冷たく、愉たのしげに笑う。

　そして──次の瞬しゆん間かん。

　イリアの姿は、まるで夢か幻まぼろしであったかのように、消えていたのであった──




「噓うそ……噓よ……ッ！　まさか、貴方の能力が看破されるなんて……ッ!?」

　──ミラーノの某ぼう所しよ。

　どこぞの聖堂の鐘しよう楼ろうの屋根上にて。

　チェイスの報告を受けたルナは、動揺も露あらわに声を震ふるわせていた。

「しかも、あの男……グレン＝レーダスに……ッ!?」

「ああ、事実だ」

「そんなの噓よッッッ！」

　機械的に事実を告げるチェイスの言葉を、ルナは駄だ々だっ子のように突つっぱねる。

「確かに〝選ばれた人間〟っているわ！　でも、あいつは……グレン＝レーダスはただの人間なのよ!?　英雄でもなんでもない、ただの弱い人間！　ただの人間が、私達を上回るなんて……そんなのあるわけないじゃない！　あってはならないのよ!?」

「……ルナ」

「ただの弱い人間が、こうも簡単に、私達を上回ってしまうなら……だったら、私は、一体何のために……ッ！　うぅ～～～～ッ！」

　傍はたからは与あずかり知れない葛かつ藤とうに、ルナが頭を抱かかえて苦く悩のうする。

　チェイスはそんなルナを、ただ黙だまって見ていることしかできない。

　……しばらくして。

「……私が、動くわ」

　どこか決意を秘めた、それでいて昏く据すわった瞳ひとみで、ルナが顔を上げた。

「もう形なり振ふり構かまわない。……私が直接、この手で連中を脱だつ落らくさせる。多少、不自然な形でもいいわ。私がグレン＝レーダスを直接、倒たおす。私は──」

「ルナ。……もういい。僕のことは気にするな。これ以上、君がアーチボルト枢すう機き卿きようの言いなりになる必要なんて──」

「チェイスは黙ってて！　黙っててよ！」

　何かを言いかけたチェイスを、ルナが鋭するどい拒きよ絶ぜつと怒ど気きで黙らせる。

「……さぁ、行くわよ……今夜で全てを終わらせる」

　そう言って。

　ルナは──




　錯さく綜そうする多くの思惑、忍しのび寄る無数の悪意。

　それが混こん沌とんと渦を巻いて絡からみ合い、今、一つの絵図面を形成しようとしていた──




　ハラサ代表選手団との激げき闘とうを制した、その夜。

　アルザーノ帝国代表選手団が宿しゆく泊はくしているホテルにて──

「えー、まずはお前ら。初戦突とつ破ぱお疲つかれさん～」

「「「「乾かん杯ぱい～っ！」」」」

　そこは、ホテル内にある高級感溢あふれる談話室。

　テーブルに、近くの屋台で買ってきたジュースやら軽食やらを並べ、グレン達はちょっとした祝賀会を開いていた。

「やっほぉう！　勝った、勝ったぜ！　一回戦突破ぁ～ッ！」

「ふっふーんっ！　わたくし達がいれば余よ裕ゆうですのっ！」

「……試合開始直前まで、トイレで震えてた連中が、何言いやがりますか」

　狂きよう喜き乱らん舞ぶするコレットとフランシーヌを、ジニーがいつもの毒舌であしらい……

「はぁ～……皆みな、気を抜ぬき過ぎだろ。まだ一回戦なんだけどね」

「息いき抜きは必要よ。貴方もよく頑がん張ばったわ」

「…………まぁ、イヴ教官がそう言うなら」

　不ふ機き嫌げんそうなギイブルを、イヴが窘たしなめる。

「システィ！　一時はどうなるかと思ってたけど……無事で良かった！　そして、すっごく格好良かったよ！　やっぱり、システィは、レヴィンみたいな口だけ男とは、全然、違ちがうんだね……尊敬しちゃう……」

「……エレン……貴女あなた……も、もう少し、従兄妹いとこに対する配はい慮りよをですね……」

「システィに、一度でも勝ってから言ってね☆」

「あははは……」

　システィーナにべったりするエレン、頰ほおを引きつらせるレヴィン。

「しっかし、あの奇き跡せきの大逆転劇！　やっぱ、システィーナ、お前、スゲェよ!?」

「くっ……わたくしも参加していれば、あのくらい……ッ!?」

「さ、流石さすがに無茶じゃないかな？　ウェンディ……」

「あは、あはは……とにかく、皆、無事で良かった……」

　カッシュ、ウェンディ、セシル、リン、テレサら応おう援えん組も、わいわいと騒さわいでいて。

「ふふ、お疲れ様です、ジャイル、ハインケル」

「ふん」

「……どうも」

　リゼが、ジャイルやハインケルら寡か黙もく組に、声をかけている。

　皆、思い思いに、一時の戦士の休息を楽しんでいるようであった。

「いやぁ、それにしても、本当にしんどかったですぅ！　システィーナ先せん輩ぱいが、メイン・ウィザードじゃなかったら、どうなっていたことか……ッ！」

　グレンの隣となりで、嬉き々きとしてはしゃいでいるマリア。

「それにしても、あの飛ひ竜りゆうさん……どう考えても動きがおかしかったですよね？　システィーナ先輩ばっかり狙ねらって……一体、なんだってんでしょうか？」

「……さあな？」

　グレンが、気まずそうに言葉を濁にごしていると。

「あ、あの……先生、お客さんです」

　ルミアが何者かを連れて、グレンの前へとやってくる。

　その人物は──

「えええっ!?　あ、あ、貴方あなたは……ッ!?」

「ファイス＝カーディス司教枢機卿!?　……マジか!?」

　マリアとグレンが、眦まなじりが切れんばかりに眼を見開いて硬こう直ちよくする。

「貴方が帝てい国こく代表選手団の総そう監かん督とく、グレン＝レーダスさんですね？　……夜分、突然の訪問を、どうかお許しください」

　恭うやうやしく一礼するファイスに、グレンの心がざらりとざらつくのであった。




　──場所を変える。

　グレンとファイスは談話室の外のベランダで、向かい合う。

　二人の間にある重苦しい沈ちん黙もくを、冷たい夜風が、ひゅうと押し流していった。

（あの忌いま々いましいクソ共……あいつらの背後にいるのは、実はコイツかもしれねえんだ）

　そう、第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースは、存在しない部隊。

　その指揮系統は謎なぞに包まれている。誰だれが糸を引いていてもおかしくない。

　見れば、室内のイヴも、生徒達と何でもない会話に興じながら、ベランダの硝子ガラス戸ど越ごしにこちらの様子を窺うかがい、ピリピリと警けい戒かいしている。

　何かあれば、即そく座ざに呪じゆ文もんで対応する──そんな構えだ。

（だが、なぜだ……？　なぜ、こいつはこのタイミングで現れた……？）

　グレンがいつでも銃じゆうを抜けるよう、だらりと右手の力を抜いていると……

「……やはり、警戒をされているようですね」

　ファイスが溜ため息いきを吐ついて、申し訳なさそうに言った。

「無理もありません。我々の手の者が、貴方達に大変な迷めい惑わくをかけて申し訳ない」

「──ッ!?」

　ぺこりと頭を下げるファイスに、グレンも、遠くで様子を窺うイヴも、目を剝むく。

　互たがいに〝わかっている〟。ならば、あえて腹の探り合いをする必要はない。

「……なるほど。少なくとも表向き、昼間のアレはアンタの本意じゃねえってことか」

　グレンはいきなり核かく心しんへと切り込んでいた。

「ええ、信じてはいただけないかもしれませんが……私は今回の首脳会談、両国の平和のために是ぜ非ひとも成功させたい……本気でそう考えています」

　グレンはファイスの目を覗のぞき込む。

　少なくとも、噓を言っているような目ではなかった。

「腹を割って話しましょう。第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースは、教皇庁教皇聖下の認可で、司教枢機卿たる私が動かす独自の実行部隊です。実は聖堂騎き士し団に名を連ねながら、まったく性質の違う部隊なのです。ですが、先日から、彼女達とまったく連れん絡らくがつかない状態で……」

「──ッ!?」

　それを明かしてしまうのか？

　ファイスの想像以上の本気と覚かく悟ごに、グレンは驚おどろくしかない。

「……黒幕は誰だ？　今、第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースの手た綱づなを握にぎっているやつは？」

　このファイスという男がほぼ白であることを確信しつつ、グレンは問う。

「恐おそらく、教皇庁強きよう硬こう派筆頭、アーチボルト枢機卿……その狙いは首脳会談の破談……彼が下手人という証しよう拠こは、まったくありませんが。こう見えて隙すきのない人物なのです」

「……だろうな」

　ここまでは、グレンでも状じよう況きようから容易に推察できることだ。問題ない。

　よほど、強硬派は帝国と戦争がしたいらしい。

（だが、全てじゃねえな。このファイスとかいう男……まだ何か隠かくしてやがる……）

　それは、グレンの元・魔ま導どう士としての直感だ。

　魔ま術じゆつ師しがよくやる戦術──ミスディレクションだ。派手で大きな事実は、重要だが小さな真実から目を背けるのに一役買う。この内情暴ばく露ろは、それに通じるものがある。

「この責任は必ず取ります。明日の試合は警備を強化し、あのようなことが二度と起きないように致いたします。ですので、事を大きくするのはもう少し待ってください。せめて、今度の首脳会談が終わるまでは。……その後、私はどんな裁きでも受けましょう」

「その点は安心してくれ。うちの女王陛下も同じ意向だ。こっちにも色々と事情があって今さら試合を辞退する気はねえ。だが一つ、一いつ緒しよに謎を考えちゃくれねっすかね？」

　グレンはさらに切り込む。

「謎、とは？」

「……和平反対派、アーチボルトの目的だ」

　グレンの言葉に、ファイスはほんの微かすかに眼を見開いた。

「アーチボルトが、何らかの手段で第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースの手綱を握り、帝国代表団の試合の妨ぼう害がいをした……まぁ、わかる。確かに、首脳会談で和平に臨む帝国側に対する一つの警告にはなるだろう。だがな、それは理由としちゃ弱いんだよ」

「…………」

「やり口としちゃ、あまりにも遠回しすぎる。本気で〝和平から手を引け、さもなくば……〟と帝国側に警告する気なら、他にいくらでも効果的なやりようがある。人質を取るとかな……そうだろう？」

「…………」

「なぁ、ファイス司教枢機卿。アンタ……アーチボルトの本当の目的、知っているとまではいかずとも……何か心当たりはねーか？」

　すると。

「……いえ、正直、彼の考えは、まったく想像もつきません。なぜ、この期ごに及およんでこんな、一歩間ま違ちがえれば己の首を絞しめかねないようなことを……」

　ファイスは、慎しん重ちように考え込むような素そ振ぶりを見せ、溜め息交じりに答えた。

（恐らく、今のは噓うそだな。コイツ、何か知ってる。……知ってるとまでは行かなくても、心当たりはある……そんな感じだぜ）

　証拠はないが、魔導士の直感がそうグレンへと告げていた。

　……と、その時だった。

　がたんっ！　不意に、背後から聞こえた物音に──

「誰だ──ッ!?」

　思わず神経過か敏びんになっていたグレンは、素早く身を翻ひるがえしざまに銃を抜き、その銃じゆう口こうを物音が聞こえた場所へと突つきつける。

「ぴゃああああああああああああーーッ!?　ごめんなさぁあああい!?」

　途と端たん、涙なみだ目めで素すっ頓とん狂きような声を上げて両手を挙げる少女──マリア。

　いつの間にか談話室を抜け出して、中庭からここまで回り込んできていたらしい。

「お前かよ!?」

　グレンは慌あわてて拳けん銃じゆうを引っ込める。

「ったく、このアホ！　脅おどかすなっての！」

「それはこっちの台詞せりふですよう！　先生が、ファイス様と何を話してるんだろうって、ちょっと気になっただけなのにぃ～っ！」

「だから、それは悪かったって……」

「で？　何を話していたんですか？」

　もうニコニコしているマリアである。まったくタフな少女であった。

「……別に。なんでもねえよ。明日のことについてちょっとな」

「ええ、そうなのです。私は、魔ま術じゆつ祭典の運営にも少々関わっていまして……早急に、グレン先生のお耳に入れたい上の事情がございまして」

　ファイスも、マリアへ穏おだやかに微笑ほほえみかけ、そう返す。

「でも、貴方達選手の皆みな様さまは、何も心配いりません。ご安心ください」

「そうですか……司教枢すう機き卿きようの上に、魔術祭典の運営にまで関わるなんて、大変ですね……頑がん張ばってください、ファイス様！」

「ええ、もちろんです。マリアさん」

　そんなファイスの返しに、マリアは不思議そうに聞いた。

「……あ、あれ？　ファイス様、どうして私の名前、ご存じなんですか？」

「ははは、私は魔術祭典の運営に関わっていると申し上げましたでしょう？」

　すると、ファイスは穏やかに微笑む。

「当然、魔術祭典に参加する全選手の顔と名前は一いつ致ちしています」

「お、おおお、さすが、司教枢機卿様……」

「特に、貴女あなたのように目覚ましい活かつ躍やくをなされた選手の名前はね」

「え？」

　呆あつ気けに取られ、しどろもどろし始めるマリア。

「……あ。で、でも……私、先輩がたの足を引っ張ってばかりで……」

　だが、ファイスはそんなマリアへ歩み寄り、その肩かたに手を置いた。

「そんなことはありません。確かに、帝国選手団の中では、システィーナさんの活躍が目覚ましかった。でも、貴女だって、とてもチームに貢こう献けんなされていましたよ？　貴女がいなければ、やはり帝国側は勝ち得なかったでしょう」

「ファイス様……」

　そして、ファイスはマリアの肩から手を離はなし、踵きびすを返す。

「もう夜も遅おそいですね。それではグレン先生、そして、マリアさん。どうか明日の試合も頑張ってください。貴女の行く末と未来に祝福を──真に、かくフアーあれかし・ラン」

　そう最後に、十字を二度切って、聖句を言い残して。

　ファイスが、その場を去ろうとすると──

「ま、待ってくださいっ！　ファイス様」

　なぜか、マリアは意を決したように、ファイスを呼び止めていた。

　呼ばれて、ふと足を止めるファイス。

「……なんでしょう？」

「え!?　あれ!?　え、えーと、……その……あの……」

「おいおい、用がねえなら呼び止めるなよ。忙いそがしいんだぞ？　その人は」

　呆あきれたようなグレンの言葉を受けつつも、マリアはしばらくの間、妙みように焦あせって、もじもじして、やがて一つ深呼吸。

　覚悟を決めたように……ファイスへと問う。

「あの、ファイス司教枢機卿様……不ぶ躾しつけにすみません……少し聞きたいことが……」

「なんでしょうか？」

「いえ、本当に……本当につかぬことをお聞きしますが……勘かん違ちがいだったら、本当に申し訳ないんですけど……私達、以前、どこかで会ったことありませんか？」

「…………」

　押おし黙だまるファイス。

「……おいおい、マリア。司教枢機卿を逆ナンとか、また随ずい分ぶんと剛ごう毅きだな……」

　呆れるグレン。

　だが、マリアは気にせず、ファイスへ何かを訴うつたえかけるように、一歩詰つめ寄った。

「……それどころか……もっとこう……あの……本当に……そんな気が……ただ、そんな気がするだけ……なんですけど！　ひょっとしたら、ファイス様は、私の──……」

　マリアが何かを言いかけるが。

「私はこの身を神に捧ささげた身、ゆえに家族はありません」

　その機先を制するように、ファイスが言葉を重ねた。

「……ッ!?」

「それに、私は罪深い男です。家族を構える資格などないのです。貴女がどんな答えを期待したのかは与あずかり知りませんが……こんな答えしか返せず申し訳ありません」

　ファイスがマリアを諭さとすように、そう言った──その時であった。




　キン──




　鋭するどい耳鳴りと共に──世界が変わった。

「なん……だ……ッ!?」

　グレンは思わず耳を押さえる。

　歌が。歌が聞こえる──

　どこからともなく、歌が──聞こえる。




　──La, ...LaLaLa, Lala...Ah, LaLaLa, Laha...♪




　意味がまったく取れない、得体の知れない言語の歌だ。

　なのに──意味がわかる。その歌が何を歌っているのか理解できてしまう。




　──ALa, ...EleEleLaLaLa, Lala...AhAa, LaLaLa, LaLa...♪




　眠ねむれ、眠れ、安らかに、安あん寧ねいに、と。

　眠れ、眠れ、安らかに、揺ゆり籠かごの中で、と。

　歌がそう、グレンに優しく語りかけてくる。

　耳を塞ふさいでも、無視しようとしても、歌が物理的な障害や距きよ離りを超こえて、魂たましいの中に直接浸しん透とうしてくる──




　──LaLa, ...AaLaLa, LaLuLu...Ah, LaLaLa, Aaha...LaLaLah...♪




　その歌に誘ゆう発はつされるように、あまりにも暴力的な睡すい魔まが、グレンを襲おそう。

　──抗あらがえない。その不自然過ぎる眠ねむ気けに、まったく抗えない。

　恐おそろしいことに、そのことに何も恐きよう怖ふを感じない。焦りすら覚えない。

　今、母の腕うでの中で抱だかれ、優しく揺られているかのように……グレンはこの睡魔に安あん堵どすら覚えさせられ、抵てい抗こうする気も起きない──

　故に──暗転する。暗転する。意識が暗転する。

　まるで、崖がけの淵ふちに立たされ、ぽんと軽く背中を小こ突づかれて。

　そのまま、為なす術もなく安寧の奈な落らくへと落ちていくかのように──

　グレンの意識は──

　落ち──……




　──La, ...ALaLaLa, Lala...『バカ！　仮にも私の主となる者が、そんな簡単に、私以外の神性に心をもっていかれないでよ！　この浮うわ気き者！』




「──はッ!?」

　突とつ然ぜん、魂を直接張り手されるような𠮟しつ咤たに、沈しずみかけていた意識が覚かく醒せいする。

　いつの間にか、倒たおれていたらしい。

　がばっ！　と身を起こして、グレンは周囲を見回した。

（ナムルス!?　今、あいつの声が聞こえたような……ッ!?）

　だが、あの謎なぞの幽ゆう霊れい少女の姿はどこにも見当たらない。




　──LaLuLa, ...A,LaLaLa, Lala...Ah, LaLaLa, Laha...♪




　もう、あの不自然なほどの眠気を感じることはないが……あの魂に直接響ひびく奇き妙みような歌声は相変わらず、どこからともなく、聞こえ続けている。

　グレンがまるで狐きつねにつままれたような気分でいると……

「大だい丈じよう夫ぶですか、グレン先生!?」

「せ、先生、しっかりしてくださいっ！」

　ファイスとマリアの顔が、グレンの眼前に現れた。

　未だ意識が朦もう朧ろうとするグレンの顔を、二人は心配そうに覗のぞき込んでくる。

「……い、一体、なんなんだ……この歌は……？」

　グレンが戸と惑まどっていると。

「せ、先生ッ！」

「グレン、貴方あなた、起きてる!?」

　ルミアとイヴが血相を変えて、やってくる。

「大変なんです！　皆みなが……ッ！」

「なんだと……？」




　ルミアとイヴに導かれるままに、初戦突とつ破ぱ祝賀会会場へ戻もどると……

「どういうことだ……こりゃ……？」

　グレンが愕がく然ぜんと呻うめく。

　システィーナ、エレン、リゼ、ジャイル、ギイブル、コレット、フランシーヌ、ジニー、レヴィン、ハインケル、そしてカッシュ、ウェンディ、テレサ、セシル、リンまでも。

　集う生徒達の誰だれもが、突然糸が切れて動かなくなってしまった人形のように、不自然で不可解な眠りに落ちているのであった。

「おい！　白しろ猫ねこ！　しっかりしろ！　起きろ！　おいっ！」

　いくら揺すっても、ほっぺをぺちぺちやっても、一向に起きる気配はない。

「無む駄だですよ。一度、そうなってしまっては、もう復帰できません」

　誰もが困こん惑わくを隠かくせない中、ファイスだけは冷静に告げた。




　──La, ...LaLaLa, Lala...Ah, ALaLaLa, Laha..LuLaLa....♪




　そして、あの歌はずっと響き続けている。

「……なぁ、ファイスさん。一体、何が起きている？　頭に直接流れ込んでくる、この変な歌はなんなんだ？」

「これは、天使エンジエ言語リツク・魔法オラクル【子守歌】……彼女の……ルナ＝フレアーの術です」

「──ッ!?　これが、天使言語エンジエリツシユか──ッ!?」

　グレンは息を吞のむ。

　天使言語エンジエリツシユは、竜言語ドラグイツシユ同様、人間には扱あつかえない魔術言語ルーンだ。

（……四年前に戦死したルナにチェイス……片割れは吸きゆう血けつ鬼きで、もう片割れは人間に使えないはずの天使言語エンジエリツシユを口ずさむ……ははーん……裏が見えてきたぜ……）

「天使言語エンジエリツシユは、この全宇宙で最初に生まれた存在『原初の魂』が発した音──原初の音オリジン・メロデイにより近い音。我々や貴方達が使うどの魔術より、根本的に強力です。

　それによって歌われる天使エンジエ言語リツク・魔法オラクルは、恐ろしく高射程で強力無比。狙ねらった相手にピンポイントに歌を届けることも、広域を無差別に制圧することも可能……そして、一度歌に囚とらわれてしまえば、術者をなんとかしない限り──絶対に逃のがれられません」

　確かに、今も響き続けている歌は、今や誰かが歌っているより、心の中に残る山やま彦びこ……魂の中で自動的にリフレインしているかのようだ。

　恐らく、眠るシスティーナ達も、夢の中でこれを聞いているのだろう。

「この【子守歌】は、陥おちいっている時間が長ければ長いほど深く眠ります。早く術者を叩たたいて解かねば、目覚めるのは一週間後……などという事態にもなりかねません」

「くそ……事態は一刻をあらそうってわけか……」

　そして、ファイスがグレン達を振ふり返る。

「それにしても……さすがは音に高き魔ま導どう大国、アルザーノ帝てい国こくの方々ですね。まさか、彼女の【子守歌】に抵抗できる方が、こんなにいるとは……」

「ま、まあな……この程度の精神防ぼう御ぎよは基き礎そ中の基礎だぜ……がはは！」

　完全に術中に陥りかけていたのは、全力で知らない振りだ。

　だが、一つだけ気になることがあった。

（イヴが抵抗に成功できるのは、まぁ当然だな。ルミアも妥だ当とうだ。精神防御力が半はん端ぱじゃねえし。ファイスも司教枢すう機き卿きようってくらいなんだから、それ相当の研けん鑽さんを積んでんだろうよ。だが……）

　グレンはマリアを見る。

（なんで、こいつまで抵抗に成功してるんだ？）

　疑問に思うが、今はそんなことに言げん及きゆうしている暇ひまはないだろう。

「やれやれ……随ずい分ぶんと大だい胆たんな手を打ってきたな、アンタんとこのじゃじゃ馬はよ」

　グレンは肩かたを竦すくめながら、一同を振り返る。

「……ルナは俺に言ってたよ。〝辞退してくれ〟ってな。要するに、帝国代表選手団をずっと眠らせる気か……明日の試合開始まで」

「恐らく、そうでしょうね」

　ファイスが遺い憾かんそうに言った。

「試合は、メイン・ウィザードの参戦が絶対必ひつ須す条件……このまま、システィーナさんが試合開始まで目を覚まさねば、帝国代表は自動的に不戦敗で脱だつ落らくです。そして、天使エンジエ言語リツク・魔法オラクルは、魔術的な解かい析せきではその正体を割ることができません」

「ますます、アーチボルトの狙いがわからねーけどな。これじゃ、首脳会談への圧力というか、帝国代表選手団の出場そのものを妨ぼう害がいしてーみてえだけど」

「いずれにせよ、このままってわけにはいかないわ。どうするの？」

　イヴの問いに、グレンは拳こぶしと掌てのひらを、ぱん！　と合わせて応じた。

「当然！　連中をブチのめす！　このくだらねえバカ騒さわぎを終わりにしてやるぜ！」

「ふん、貴方の単たん細さい胞ぼうぶりにはいつもうんざりしていたけど……今回ばかりは同意よ。目にもの見せてやろうじゃない？」

　グレンの言葉に、イヴも不敵に口くちの端はしを吊つり上げ、髪かみをかき上げて応じる。

「先生！　私もお手伝いいたします！」

　決意を秘めた目でルミアも、まっすぐグレンを見上げる。

「ああ、頼たのむぜ、イヴ、ルミア。正直、あの第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースの連中は、俺の手に余る。お前らの力が必要だ」

「あ、あの……っ！　じゃ、じゃあ、私も──ッ！」

　ここで腹を括くくったように、マリアも名乗りを上げるが……

「駄だ目めです、マリアさん。貴女あなたはここに残りなさい」

　ファイスが頭を振って、マリアを止めた。

「で、でも……ルミアさんや先生達が戦うのに……ッ！」

「勇気と蛮ばん勇ゆうは違ちがいます。貴女は確かに優れていますが、まだその領域ではありません」

　何か物言いたげなマリアをそう窘たしなめ、ファイスはグレンを振り返る。

「そして……私もここに残ります」

「ファイスさん？」

「実は……ルナ＝フレアーの天使エンジエ言語リツク・魔法オラクルには、【子守歌】の他にも【葬送そう歌】など、聞いた相手を直接、死に至らしめるような危険な歌もあります」

「なん……だと……ッ!?」

「その威いは、時に単たん騎きで一つの戦場を制してしまうほど……相当の精神防御を構えなければ防げない、文字通りの必殺技です。眠ねむった生徒さん達がこれに抵てい抗こうするのは難しい。

　ルナがそのような外道の手を打つとは思えませんが、私は万が一にもそんな事態にならぬよう、ここに護りの結界を張り、貴方の生徒達を歌から守るつもりです」

「……どうするの？　グレン」

　イヴのすました問いに、グレンは押おし黙だまる。

　要するに、これはファイスに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置くか否かの話。

　ファイスの話が全部真実ならば、ここにファイスを置いて行くのは、申し分ないどころか、むしろこちらから頭を下げて頼みたいほどだ。

　だが。

　もし、ファイスの申し出が罠わなだったら。何らかの悪意を含ふくんでいるなら。

　それは、確実に自分達の首を絞しめる羽目になる。

　グレンがしばらく、ファイスの真意を見み透すかそうと、じっと睨にらみ付けていると。

「あ、あの……ッ！　先生！」

　マリアが慌あわてたようにグレンへと訴うつたえかける。

「そ、その……多分、ファイス様は信用できます！」

「…………」

「わ、私……なんとなくわかるんです！　ファイス様が本当にお優しくて、正しき志の御お方かたなんだって……その……何も根こん拠きよはないですけど……それでも、私は……」

　すると、グレンはふっと微笑ほほえんで返す。

「大丈夫だ。俺だってそう思う。そもそも、これがファイスさんの罠だったら、そんな情報開示する必要ねーし。そもそも、俺達の前にわざわざ姿を現すのもおかしいしな」

「せ、先生……ッ！」

「いいぜ、ファイスさん。俺はアンタを信用する。俺の生徒達の面めん倒どう……頼むぜ？」

「ええ、この身命を賭として。……ありがとうございます、グレン先生」

　こうして。

　グレン達は、ファイスと協力して、ホテル内に結界を張る。

　その護りの結界の維い持じや後のことをファイスとマリアに任せ、さっそく夜の街へと飛び出すのであった。

　この騒そう動どうの元げん凶きよう──最強の第十三ラスト・聖伐クルセ実行隊イダースと決着をつけるために──

「先生……ルミアさん……イヴ教官……ッ！　どうかご武運を……」

　三人を祈いのるように見送るマリア。

　無事を祈る聖句を唱え、十字を切っていると。

「……今はただ、祈りましょう」

　ファイスが、そっとマリアを励はげますように、傍そばに立つのであった。




　駆かける、駆ける、駆ける。

　グレン、ルミア、イヴの三人が、閑かん散さんとした夜のミラーノを駆ける。

　聞こえてくる【子守歌】を辿たどり、ただひたすら駆ける。

「しっかし、天使エンジエ言語リツク・魔法オラクル……なんて射程距きよ離りだ……ッ!?　アホか！」

　駆けながら、グレンが周囲を見み渡わたす。

　夜といえど、まだ深夜というには少し早い。

　それでも、こんなお祭り中の大都市が、しんと静まりかえっているのは──

　道ばたに倒たおれている人、人、人……皆みな、死んだように眠っている。

「邪じや魔ま者ものが入らないようにってか？　向こうも、俺達が出張ってくることは織り込み済みってわけだ」

「ええ、急ぎましょう」

　こうして、グレン達は街中を駆け続けて……

　……やがて。

　グレン達の前に、一つの巨きよ大だいな建築物が現れていた。

「……セリカ＝エリエーテ大競技場……ッ！」

　間ま違ちがいない。今も脳内をリフレインしている忌いま々いましい歌の出所は……ここだ。

「なるほど……ここが連中の選んだ決戦場ってわけね。確かにここなら、互たがいに、気き兼がねなく、全力でやれるわね」

「お敵さんも本気ってこった」

　こうして。

　グレン達は、重力操作の魔術を使って、大競技場の壁かべを蹴けり上っていくのであった。




　たんっ！　グレン達が、観客席のへりに降り立つ。

　そこから、中央にある競技フィールドを見下ろす。

　すると──競技場内の所々に配置されているガス灯の照明や、祭さい壇だんの聖火が、競技場内をそれなりに明るく照らし上げていて──

　照明が払はらう薄うす闇やみのヴェールの向こう側に──居た。

　ルナとチェイスだ。

　フィールドの中央に、ぽつんと寄り添そうように並んで佇たたずんでいる。

　チェイスは、腕うで組ぐみをしながら目を閉じていて。

　そして──ルナは、歌っていた。

　静かに目を閉じ、左手で胸を押さえ、右手を遠くへ差し出し、静せい謐ひつに、真しん摯しに。

　その可か憐れんな口こう唇しんが、言こと霊だまの歌を紡つむいでいく。

　まるで見えない観客達へと届けるように──




　──La, ...ALaLaLa, Lala...Ah, LaLaLa, Laha...♪




　そんなルナの姿は、その美しい旋せん律りつに恐おそるべき力を秘める背徳の呪歌を垂れ流しているとはとても思えない、どこまでも神々しく神聖不ふ可か侵しんな姿のように思えた。

　──だが、不意にルナが歌うのをやめる。やめても【子守歌】は魂たましいの中で、リフレインしているが……歌うことそのものはやめる。

　ルナ達が、グレン達の到とう着ちやくに気付いたのだ。

　グレン達は頷うなずき合い、観客席の最前列へと向かう階段を降りていく。

　やがて、その階段も尽つきる。

　大競技場の観客席と競技フィールドを仕切る断絶結界は、切られていた。

　グレン達は柵さくを乗り越こえて、観客席から競技フィールドへと降り立った。

　そして──迷いなくルナ達を目め掛がけて歩いて行く。

　ゆっくりと。……ゆっくりと。

　徐じよ々じよに大きくなっていくルナとチェイスの姿。

　互いに細かな表情や佇まいさえ窺うかがえる彼ひ我がの距離、約十五メトラ地点で、グレン達は足を止めた。

「……来たわね」

　開口一番、ルナが感情の読めない台詞せりふを吐はいた。

「今さらだけどね……私達、貴方あなた達を致ち命めい的てきに傷つける気はなかったの」

「…………」

「あの飛ひ竜りゆうの件だってね……ああ見えて、あの銀ぎん髪ぱつの子を殺したり、傷つけたりするつもりはなかった。適当に追い込んで、疲ひ弊へいさせたり、降参させたり……それで貴方達を負けさせるだけで充じゆう分ぶんだったの」

「……ああ、わかるぜ？」

　グレンは不敵に、そして静かに応じる。

「……【葬送歌】だっけか？　あるんだろ？　必殺の天使エンジエ言語リツク・魔法オラクルが」

「！」

　ルナが図星を突つかれたように、はっと立ち尽くす。

「いや……他にもお前らほどの力の持ち主なら、俺達を殺したり害したりする気なら、色々とやりようがあるだろうしな」

　そんなルナへ、グレンが肩かたを竦すくめておどけたように言う。

「別に警けい戒かいを緩ゆるめるつもりは毛頭ねーし、お前らを許す気はさらさらねーが……お前らって、そう悪い連中じゃねえって、そんな気はするさ。なぁんか、やむにやまれぬ事情があるんだろうなってな」

[image: ]

　すると、ルナは苦く悩のうに満ちた表情をありありと浮うかべ、グレンを鋭するどく睨む。

「それでも……退いてくれないのね？」

「同じ事だ。きっと、お前がどうしても退けない、譲ゆずれないのと同様に……俺だって、退けねーし、譲れねえ。俺は、そういうもんを背負って、ここに立っている。今さら放り出すことなんざできねえ。それはどっちの荷物の中身がより重いとか大事とか、そういう問題じゃねえ。ただ背負った責任の問題なんだ。面めん倒どう臭くせぇことこの上ねーがな？」

「……そう。結局……こうするしかなかったのね……」

　しゃらり……

　ルナが剣けんを抜ぬく。

　籠柄スウエプトヒルトや十字鍔クロスガードの豪ごう奢しやな装そう飾しよく、細く真っ直ぐ伸のびる刀身。

　照明の淡あわい光を跳はね散らし、鮮せん烈れつな蒼あお白じろい光を纏まとう聖剣だ。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

　不意に、光が──天より降り注いだ。

　ルナの背中から、極光が華はな咲さきいたのだ。

「なら──私は、貴方達を、倒す！」

　ばっ！　ルナの背中に、三対六翼よくの白く輝かがやく翼つばさが展開され、煌きらめく無数の羽が周囲に大量にまき散らされ、散っていた。

　その刹せつ那な、ルナから脹ふくれあがる強大な存在感、圧あつ倒とう的な法力──

　羽ばたく光の翼が巻き起こす嵐あらしのような撃風が、グレン達を正面から殴なぐりつける。

　それは際限なく、際限なく、際限なく──

　──それは人間に許される領域を遥かに超こえている。

　かつて、グレンが対たい峙じした、《節制》のシャルロッテのような紛まがい物とは違ちがう。

　まさしく、本物の天使──

「……《戦天使》ッ!?」

　そんなルナの異様で強大な姿に、さしものイヴも震ふるえを禁じ得ないままに叫さけんだ。

「伝説には、知っていたけど──でも、まさか……まさかッ！」

「ああ、薄うす々うすそーじゃねーかと、俺も思ってたよ……」

　《戦天使》イシェル──それはエリサレス聖書の旧約神しん譚たん録ろくにて語られる、人と天使と悪あく魔まの最終戦争『炎ほのおの七日間』において、六魔ま王おうの《黒剣の魔王》メイヴェスや《葬そう姫き》アリシャールらと戦った、最強の天使──強大な概がい念ねん存在の名だ。

　聖エリサレス教会は、一度死んだ人間の魂を、その強大な概念存在たる《戦天使》へと生まれ変わらせ、復活させる──そんな外法すれすれの法術儀ぎ式しきを有しているという。

　それこそが【天使転生】──聖エリサレス教会教皇庁に伝わる秘中の秘にて、最暗部。

　転生の成功確率は極きよく端たんに低く、ネームドのユニーク天使であるがゆえ、《戦天使》として復活できるのは、当代に一人のみ。

　だが、万が一、転生が成れば──それこそ一騎き当万の最強戦士が降臨するのだ。

「確か、二百年前の魔ま導どう大戦で活かつ躍やくした六英えい雄ゆうの中にも居たな!?　神話の天使と同名だった──《戦天使》イシェル＝クロイス！」

「ルナ＝フレアー──彼女が当代の《戦天使》っていうわけね！」

「……そんなッ！　そんなおとぎ話みたいなこと、本当に……ッ！」

　さしものグレン、イヴ、ルミアも、焦しよう燥そうを隠かくせず、額に脂あぶら汗あせを浮かべていた。

「知っているようで話が早いわ。そう、その通りよ。これが私の力──人を超こえた、最強の力よ」

　ルナが最早、勝負はすでに決しているとばかりに言い捨てる。

「私は《戦天使》、そして、チェイスは真祖の吸きゆう血けつ鬼き──どっちも人間としての規格を大きく外れた怪かい物ぶつよ」

　見れば、チェイスもその全身から圧倒的な暗黒の魔ま力りよくを漲みなぎらせ、立ち上らせている。

　その絶望的な圧力と闇やみの存在感は、性質は光のルナと対照的だが、規格としてはルナとまったく変わらない──

「もう一度、警告するわ。退きなさい！　貴方達ただの人間に勝ち目なんて、万が一にもないわ！」

「は！　うるせえな、バカ！」

　グレンはルナ達の圧力を受け流しながら、堂々と言った。

「どうしてお前ら人間辞めたやつってのは、借り物の力ですぐ粋いきがりたがるんだ!?　へっ！　たかが人間辞めたくらい──そんな連中、見み飽あきたぜ!?」

　そして、グレンは傍かたわらに佇むルミアをちらりと見て叫んだ。

「ルミア！　頼たのむぜ！」

「わかりました！　《王者の法アルス・マグナ》発動します！　私の力、受け取ってください！」

　ルミアが差し出した両手から眩まばゆい黄金色の光が溢あふれ……空間を満たしていく。

　グレンとイヴに降り注ぎ、宿っていく。

　どくん！　その瞬間、グレンとイヴの身体が胎たい動どうする。

　凄すさまじく魔力が賦ふ活かつされ、圧倒的な万能感がグレンとイヴを支配していく──

　ルミアの異能《王者の法アルス・マグナ》の遠えん隔かく付ふ与よ──かつて、鉄騎剛ごう将しようアセロ＝イエロとの戦いでルミアが目覚めた、理り不ふ尽じんに抗あらがう超ちよう常じようの力だ。

「な──、何よ、その力は!?　なんで人間が、そんな──ッ!?」

　脹れあがるグレンとイヴの存在感に、ルナもチェイスすらも驚きよう愕がくに震える。

「へ！　人間舐なめるんじゃねーぞ、ボケ！」

「まったく……借り物の力で粋がってるのはどっちよ……？」

　偉えらそうに中指を立てるグレンへ、イヴが溜ため息いき交じりに突っ込こむ。

「俺達はいいの！　だって、正義の陣じん営えいだから！」

「なんていうダブルスタンダード……でも、まぁ……」

　イヴがぐっと拳こぶしを握にぎりしめて、チェイスを見み据すえる。

「確かに、凄すごい力だわ。これなら……」

　そんなイヴを、暗黒の魔力を漲らせるチェイスが静かに見つめ返してくる。

「ああ、俺達は魔ま術じゆつ師しだ。〝汝なんじ、望まば、他者の望みを炉ろにくべよ〟……魔術師らしくいこうじゃねえか。俺達の邪じや魔まするやつらはぶっ潰つぶす！」

　そして、グレンとルナが、視線で火花を散らし合う。

「チェイス、お願い……私は負けるわけにはいかないの」

「……それが君の望みなら」

　ルナが聖剣を構え、チェイスもすらりと左右の手それぞれに長ちよう剣けんを構える。

　この誰だれもいない大競技場で、真夜中の大おお舞ぶ台たいが始まろうとしていた。

「へっ！　裏魔ま術じゆつ祭典・大開かい催さい！　ってわけだな。観客がいねえのが残念だが……」

「無む駄だ口ぐち叩たたかないで！　来るわよ！」

　イヴがそう警告した、その瞬間であった。

「はぁああああああああああああああああ──ッ！」

　ルナが背中の翼を羽ばたたかせ──爆ばく発はつ的な推進力を得て、グレンへと突とつ進しんしてくる。

「ぉおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　それを拳を振ふりかざしたグレンが迎むかえ撃うち──

「ふ──ッ！」

　まるで霞かすみに消える影かげのような挙動で、チェイスがイヴの懐ふところへ滑すべり込み──

「甘いわ──ッ！　《炎ほのお獅じ子しよ》ッ！」

　イヴが、それを叩たたき付ける爆炎で迎げい撃げきする。




　──ああ、惜おしむらくは、その戦いを見届ける者がいないこと。

　夜の最強決戦が、今、ここに始まるのであった──




　──疾しつ駆くする。

　イヴがフィールドの壁かべに沿うように、疾駆する。

　肩で風かぜを切り、軽やかに疾駆しながら、呪じゆ文もんを唱える。

「《吠ほえよ炎獅子》──ッ！」

　黒くろ魔ま【ブレイズ・バースト】。弧こを描えがいて跳とぶ、超ちよう高熱の火球。

　それが、残像を生むような速度で突進してくるチェイスを捉とらえる。

　上がる爆炎、大気を震わす轟ごう音おん。

　灼しやく熱ねつの火柱が、空を焦こがさんばかりに上がるが──

　それが左右真っ二つに割れた。

「──ッ!?」

「甘い」

　炎を割り裂さいて、チェイスの姿が現れる。

　なんと、イヴの炎を、チェイスの双剣が鋭く切り裂いたのだ。

　うねる超高熱の炎などまるで意に介かいさず、チェイスがイヴへと迫せまってくる──

　みるみる詰つまる間合いを嫌きらい、イヴが跳ちよう躍やくする。

　フィールド場から観客席のへりに降り立ち、さらに跳躍。

「──《天に満ちし怒いかりよ》！」

　さらなる呪文を括くくる。

　すると、空から無数の炎えん弾だんが、まるで激しいスコールのごとく降り注いでくる。

　黒魔【メテオ・フレイム】。強力な広こう範はん囲い面制圧の軍用攻性呪文アサルト・スペルだ。

　これだけの数の攻こう撃げき、いくらなんでも捌さばききれるはずがない。

　守るしかない。足を止めるしかない。

　だが──

「はぁああああああああああああ──ッ！」

　チェイスはその双剣を縦じゆう横おう無む尽じんに振るう。刹那に稲いな妻ずまが閃ひらめくような無限の剣閃は、自分に降り注ぐ炎弾の悉ことごとくを、的確に撃ち落とす。

　チェイスの突進は止まらない──蝿はえでも払はらうかのように炎弾の驟しゆう雨うを払いのけ、イヴに迫る。まっすぐ、まっすぐ、まっすぐ──

「《真紅の炎えん帝ていよ・劫ごう火かの軍旗掲かかげ・朱しゆに蹂じゆう躙りんせよ》──ッ！」

　イヴは、黒魔【インフェルノ・フレア】を唱えた。

　帝てい国こく軍が誇ほこる、Ｂ級軍用攻性呪文アサルト・スペルだ。

　たちまちイヴの背後に、巨きよ大だいな滝たきのように燃え盛る灼しやく熱ねつ劫ごう火か。

　肌はだを焦がさんばかりに溢れる熱波、熱気、紅の輝き。

　それが津つ波なみとなって、迫り来るチェイスを正面左右から吞のみ込むように襲おそった。

　炎えん熱ねつ系攻性呪文アサルト・スペルの中でも最高クラスの威い力りよくを誇る術だ。

　だが、それすらも──

「し──ッ！」

　チェイスは剣けんの一ひと振ふりで破り、蹴け散ちらしてしまう。

　イヴの術を破ったその現象は、魔術や何らかの神秘によるものではない。

　──腕わん力りよく。あまりにも原始的で無骨、さながら無む駄だがなく、それゆえに隙すきもない純然たる〝力〟によるものだったのだ。

　流石さすがにイヴの超高熱の火か炎えんを斬きったせいで、剣は真っ赤に燃えて、どろどろに溶よう解かいしつつあったが──

　チェイスがそれを捨て、何かを念じる。

　すると、足下の影が、立体的にチェイスの手元へと伸のびていって──変質。

　影から創出した二振ふりの鋼の剣を携たずさえ、チェイスはイヴへと鋭するどく切り込んでいく──

（なんて、やつ！）

　イヴは駆かける足を止めず、物思う。

　吸血鬼についての知識を、脳内に爆ばく速そくで走らせる。

　吸血鬼と対峙した時、警けい戒かいすべき能力は──即すなわち不死性、再生能力、吸血行こう為いによる眷けん属ぞく化、影を操る力、毒の力、変身能力、魔眼、絶大なる闇の魔力、元素支配──そのどれもが人を超こえる、恐おそるべき規格外の力。

　だが、そんな数々の力を押しのけて、もっとも警戒すべきとされている力がある。

　それこそが──身体能力。

　その意味を、イヴは、ここで初めて悟さとる。

「はぁあああああああああああ──ッ！」

「──ッ!?」

　悟った瞬しゆん間かん、気付けばすぐ真横にチェイスの姿があった、剣を振りかざし、イヴを完全にその剣の間合いに捉えている。

（──速い!?　しま──）

　悔かい恨こんしている暇ひまも無い。

　容よう赦しやなく振り下ろされ、同時に薙なぎ払われたチェイスの双剣。

　四つに解体されたイヴの身体。

　ごっ！

　その剣圧の余波を受けて、撃風が席と席の間を駆け抜け、観客席を二つに割る。

　目を覆おおわんばかりの凄せい惨さんで最悪の光景。だが──

「──ッ!?」

　チェイスが目を微かすかに見開く。

　解体したはずのイヴの姿が、ぐにゃりと蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがんで炎ほのおと化し、火の粉をまき散らしながら、幻まぼろしのように消えていく。

　その刹せつ那な──鋭い風切り音。閃く紅の閃せん光こう、三閃。

　どす、どす、どす。

　チェイスの背中に、炎えん剣けんが三本突つき立った。

「【火幻げん術じゆつ】よ？　そう簡単に喰らうわけないでしょう？」

　見れば、観客席のより高所に、イヴが陣じん取どり、チェイスを見下ろしていた。

「お見事。……これが帝てい国こくの魔術か」

　特に気にした風もなく、チェイスがその真紅の目でイヴを見上げる。

「恐ろしいほど緻ち密みつで高威力……おまけに変へん幻げん自じ在ざい。直接法力をぶつける、パワー一いつ辺ぺん倒とうの法術ではこうはいかない。なるほど、王国が帝国を落とせないわけだ」

「お褒ほめに与あずかりどうも」

　不敵に言いつつも、イヴは内心の驚愕と動どう揺ようを禁じ得ない。

（何よ……あいつ……ッ!?）

　今、イヴがチェイスの背中に撃ち込んだ十じゆう字じ架か形の短たん剣けんは、不ふ浄じようを滅めつする浄じよう化かの炎を、ルミアの異能をも乗せて、ありったけ付呪エンチヤントした代物だ。

　これぞ、イグナイトの秘伝【十字聖火】。並の吸きゆう血けつ鬼きならば、一本で十回滅ほろぼして、お釣つりが来る浄化力を持っている術だ。

　だが、触ふれれば不死者をたちまち灰に帰すその短剣を、チェイスは無造作に背中へ手を伸ばして摑つかみ……引き抜ぬいていく。捨てていく。

（く──まるで効いてないじゃない……拙まずいわね）

　チェイスが吸血鬼と聞いて用意していた【十字聖火】だが……これが、わりと切り札だったのだ。これがまったく通用しないとなると……イヴが苦い顔をする。

「仮にも真祖の末席だからね。普ふ通つうの吸血鬼達とは違ちがうんだ。陽の光も苦手なだけで、致ち命めい的てきではないし。僕を倒たおすつもりなら〝釘くぎ〟でも持ってこないと」

「……釘？」

「まぁ、ただの魔ま術じゆつ師しに過ぎない君じゃ、僕に勝てないってことだ」

　チェイスがイヴを見上げながら、悠ゆう然ぜんと剣を構える。

「しかし、惜しいな。君のその卓たく越えつした戦せん闘とう技量……多分、僕が人間だったら、君の勝ちだったんだろうけどね」

「うるっさいわね！　黙だまりなさいよ、吸血鬼！」

　イヴが予唱呪文ストツクを時間差起動デイレイ・ブートし、掲げた掌てのひらに強大な炎を生み出す。

　それを、チェイスへと容赦なく叩き付ける。

　観客席の一角が大爆ばく発はつを起こして、炎えん嵐らんが巻き起こり、容赦なくチェイスを吞み込む。

　だが──

　ざざざ──その爆炎の中から黒い霧きりが現れ、移動していく。

　やがて、その黒い霧はとある場所でわだかまり、形を作る。

　現れたのは、まったく無傷のチェイスであった。

「何度やっても無駄だ。君に勝ち目はない。それでも戦うのか？」

「生あい憎にくね。うちの総そう監かん督とく殿どのが呆あきれるほど諦あきらめが悪いんで。仕方なくね」

　いかにも嫌いやそうに言い捨てるイヴ。

「そうか……なら、こちらも全力でお相手しようか」

　すると。チェイスの足下に沼ぬまのように濃のう厚こうな影が、侵しん食しよくするように広がった。

　そして、その影の沼から〝何か〟が次々と出現する。

　それは狼おおかみだったり、鳥だったり、蛇へびだったり……ありとあらゆる動物達を形取った影の大群であった。

　実体化した黒い魔ま獣じゆう達が、次々と際限なく出現し、イヴを取り囲んでくる。

「…………」

　イヴは冷静に、そんな影の魔獣達を睥へい睨げいしながら、次なる呪文を脳内検けん索さくする。

「僭せん越えつながら、吸血鬼の闘とう争そうというものを教授させてもらうよ。……行くぞ！」

　そう言って。

　チェイスが再び、双剣を閃かせ、イヴに向かって突とつ進しんしてくる。

　同時に影かげの魔獣達が、イヴを目め掛がけて、動物という規格を超えた恐ろしい速度とパワーを以もつて、一いつ斉せいに押し寄せてくる。

「《真紅の炎帝よ・劫火の軍旗掲げ・朱に蹂躙せよ》──ッ！」

　対するイヴの魔術が爆炎を上げて、影の魔術達を吞み込んでいった──




「ぉおおおおおおおおおーーッ！」

　グレンの手しゆ練れんの抜き撃うち、全弾掃射フル・ブレツト。

　連続ファニングによって、吐はき出される六発の弾だん丸がん。

　灰色火薬アツシユパウダーと呼ばれる魔術火薬によって撃ち出されたその弾たまには、石いし壁かべに大穴を開ける壮そう絶ぜつな破は壊かい力が漲みなぎっている。

　だが、それを──

　グレンへと真っ直ぐ突進してくるルナは──かわさない。

　六発の弾丸が、ルナの眉み間けんを、左胸部を、腹部を、右手を、両足を穿うがつが──その悉くが弾はじき返されてしまう。

「な──ッ!?」

「はぁああああああああああ──ッ！」

　驚きよう愕がくに固まるグレンとの間合い十数メトラを、翼つばさの羽ばたきを以て、一いつ瞬しゆんで消し飛ばし、ルナが剣をグレンへ振ふり下ろす。

　その剣には壮絶な法力が漲り、眩まばゆい光に輝かがやいている──

「く──ッ!?」

　グレンは、それを頭上に掲げた両拳こぶしで受け止める。

　その拳には、ルミアの異能を乗せて強固に【ウェポン・エンチャント】が付呪エンチヤントされていたが──

「ぐぉおおおおおおおおお──ッ!?」

　単純な膂りよ力りよく差が、グレンを押おし潰つぶす。

　グレンの踏ふみしめる地面がベキバキと音を立てて沈しずんでいく。

　今まで経験したことのない、凄すさまじい剣圧であった。

（まともに受けたら、潰される!?）

　グレンは咄とつ嗟さの判断で体を捌さばき、剣を受け流す。

　グレンの右みぎ脇わき腹ばらを掠かすめて、地面を穿つルナの剣。

「だぁあああああああああああああああ──ッ！」

　泳いで勢い余ったルナの腹に、右みぎ膝ひざを猛もう然ぜんと叩たたきこむが──

　どんっ！　まるで大岩でも蹴けっているようにルナは動じない。

　その硬かたさはむしろ、こちらの右膝にダメージが入りかねないくらいだ。

「なん──」

「──ふんっ！」

　刹那、ルナが身を翻ひるがえす。

　聖剣がぎらりと光り、横薙なぎ、袈け裟さ懸がけ、逆袈裟と、神速で翻り、グレンを襲おそう。

「ちぃいいいいいーーッ！」

　グレンは辛かろうじて、体を捌き、間合いを外し、拳で受け流し──それを回かい避ひする。

　ざざざ！

　飛び下がる勢いで、グレンの靴くつ底ぞこが地面を削けずる。

「……ふっ」

　ルナは剣を振り抜いた格好で残心したまま、グレンへこれ見よがしに笑いかけた。

「言っておくけど……今の貴方あなたの攻こう撃げき、全部、わざと喰らってあげたわ」

「……だろうな」

　グレンが歯は嚙がみする。恐おそらく、ルナが全身に纏まとう超ちよう高密度の法力が、その身体を恐ろしく強固なものにしているのだろう。

「あの程度の攻撃……全部、見えてるし、よけられる。本来なら一発たりとも喰らわない。でも、敢あえて受けてあげた……この意味わかる？」

「これが格の違いだってやつか？」

「そうよ」

　ルナが剣けん先さきを下げ、グレンへと真っ直ぐ向き直る。

「わかったでしょう？　理解したでしょう？　貴方は人間、私は天使。規格が違うの。なんか妙みような能力で強化されたみたいだけど、最初から貴方に勝ち目なんてない」

「…………」

「貴方には、私を止める力がなかった……ただそれだけ。でも、それは別に恥はじじゃない。世の中、どうしようもないことってたくさんあるもの。だから、退きなさい」

　そして、ルナは勝負は終わりだとばかりに、グレンへ、ふいっと背を向ける。

「何度も言うけど、私、別に貴方達を殺したいわけじゃ──」

　銃じゆう声せい銃声銃声銃声銃声銃声──ッ！

　手練の早はや業わざで空弾だん倉そうを落とし、装そう塡てん済みの新しい弾倉シリンダーを拳けん銃じゆうに換かん装そうしたグレンが、ルナの背中目め掛がけて、容よう赦しやなく全弾叩たたき込んでいた。

「あだーーーーーーッ!?」

　流石に背中から急に撃たれて、その威い力りよくでゴロゴロと転がっていくルナ。

「何すんのよ!?　信じられないッ！　普通、敵とはいえ女の子に対してそれやる!?　バカじゃないの!?」

　ビキビキと青筋を立てながら、ルナが涙なみだ目めで立ち上がって激げき憤ふんする。

「言っとくけど、平気なだけで、それ結構痛いんだからね!?」

「うるっせーよ。戦いの最中に、勝手に敵に背中向けたのはお前じゃねーか」

「くぁあああああーーッ!?　アンタって本当に気にくわないわ……ッ！」

　地じ団だん駄だを踏んで憤いきどおるルナ。

「もういい！　貴方だけは絶対、私がこの手でボコってやる！　覚かく悟ごなさいよ!?」

　すると、グレンはそんなルナを油断なく見み据すえながら弾倉交こう換かんしつつ、ルナに問う。

「そう言えば、お前……なぜか、最初っから俺に突っかかってきたよな？　なぜだ？　俺とお前は初対面だったはずだ。俺の何がそんなに気にくわねえんだ？」

「…………ッ！」

　すると、ルナが嚙かみつくように、苛いら立だったように、グレンを睨にらんでくる。

　そして、唾だ棄きするように言った。

「人間は──弱いわ」

「……？」

　前後の読めないルナの言葉に、グレンが訝いぶかしんでいると、ルナが淡たん々たんと続ける。

「もちろん、強い人間もいる。英えい雄ゆうと呼ばれるごく一部ね。でも……大多数の人間は弱いわ。どんなに努力しても、どうしても壁かべを越こえられない……私もそうだった……」

「お前……」

「どんなに誰だれかを守りたいと思っても、力がない限り……人間である限り、どうしようもない状じよう況きようってのが多すぎるのよ、この世の中は……貴方もわかるんじゃない？」

「…………」

「全てを守りたい……最初はそうだった。でも、そのうち、せめて自分の目の届く範はん囲い内だけでもって……そうなった。そうやって少しずつ妥だ協きようしていって……諦めていって……最後は、せめて自分の大切な人達だけでもって。でも、私は、それすらも──……」

　そして、ルナはグレンを睨む。

「だから、私は人間をやめたのよ……弱い人間であることに耐たえられなかったから！」

「…………」

「今や私はただの決戦兵器！　皆みなが私を化け物扱あつかいしたわ！　でも、色んなものを失ったけど後こう悔かいはないわ！　むしろ、嬉うれしかったわ！　誇ほこらしかった！　何の取り柄えもない自分に、《戦天使》へ転生する資質があったことが──とても嬉しかった！」

　そして、ルナはグレンをまるで親の仇かたきのように睨み付ける。

「なのに──なんで、貴方は人間のままでいられるのよ!?　貴方は私と同じように弱い人間のくせに！　なんで弱い人間のままで、人を救い続けることができたのよ!?　誰かのために戦い続けることができたのよ!?」

　呆あつ気けに取られるグレンにルナが吠ほえる。

「見たわよ！　貴方の軍時代の戦績を！　今までの功績を！　何よ、アレ!?　弱い人間である貴方がなんで、あれほどの多くの人々を救い続けることができたのよ!?　私には無理だったのに……ッ！　なんでよ!?　ズルいじゃない！　ズルいよッッッ！」

「……お前……」

「私は貴方なんか認めないわ！　そんな貴方が、私の邪じや魔まをするなんて許さない！　私には守らなきゃならない人がいる！　そのために人間を捨てたの！　負けられない！　貴方にだけは、絶対に、負けるわけにはいかないのよ……ッ！」

　すると。

　グレンは呆あきれたような溜ため息いきを吐ついた。

「ハ！　どんな大層な理由があるかと思えば……ただの言いがかりじゃねーか」

「そうよ、言いがかりよ！　悪い!?　なんとでも言いなさい！　私は個人的に貴方が気にくわない！　弱っちいアンタが私の邪魔をするなッ！」

「はー、お前、アレか？　俺がそんな大層な人間に見えてたのかよ？　買い被かぶりも良いところだぜ……バカじゃねーの」

「は!?　だって、現に──」

「そりゃ、確かに書類だけ見りゃ、俺の項こう目もくにはさぞかし景気のいいことが躍おどってるんだろうな。だが、その裏で、俺がどんだけのものを零こぼし落としてきたと思ってる？　守りたいものを守れなかったのが、てめーだけだと本気で思ってんのか？」

「────ッ!?」

「お前の過去や事情なんて、さっぱり知らねーけど。お前にとって、俺が何か特別な存在に見えるってんなら……そりゃ、俺が零し落とし続けても、目指していただけだ」




　──私、グレン君の夢……好きだよ？




　心の奥底で、懐なつかしい誰かが微笑ほほえむのを感じながら、グレンは言った。

「要は、現実を前に、諦あきらめることができた利口な人間がお前で……諦めきれなかったバカが俺なんだろ。……ただ、それだけの差だ」

「諦めなかった……ですって……ッ!?」

　がり、とルナが歯ぎしりして、グレンを憎にく々にくしげに睨み付ける。

「何よ……私が間ま違ちがってたっていうの……ッ!?」

「は？　誰もンなこと言ってねーだろ？　きっと、お前が人間辞めたおかげで、大勢の人間が救われたんじゃねーのか？　だったら、それでいいじゃねーか。誇れよ」

「それでも……ッ！　私は──やっぱり、貴方は気にくわないわ……ッ！」

「心底どうでもいいぜ。俺は生徒達の未来のために、ここで負けるわけにはいかねえ……ちっぽけな理由かも知れねえが、今の俺の全てだ」

　そう言って、グレンが静かに身構える。

「お前が何を抱かかえているのか知らねーが……俺は俺の守るべき連中のために、てめえをブン殴なぐる」

　そんなグレンの姿に、ルナが忌いま々いましそうに歯嚙みした。

「いいわ……絶対に折ってやる……ッ！　貴方に打ち勝って……私はあの時の決断が正しかったって証明してやる──ッ！」

　そう叫さけんで──




　──Ya, ...ALaLaLa, Lala...Ah, YaLaLa, Laha...♪




　ルナが再び、歌を口ずさみ始める。

　曲調が今までとは違ちがう。これまでのように人の心に忍しのび込む歌ではない。

　むしろ、それは自分自身へと捧ささぐ歌。

　歌と共に、ルナが纏う光の法力が徐じよ々じよに強くなっていく──

「な──まさか、あれは──ッ!?」

　──聞いたことがある。

　《戦天使》は、神の名を歌い讃たたえながら剣けんを振ふるうという。

　天使エンジエ言語リツク・魔法オラクル【賛美歌】。歌っている間、歌い手の能力を少しずつ上じよう昇しようさせていくという、強力な自己強化術だ。

　歌を止めると、自己強化は即そく座ざに全て失われてしまうが……逆に言えば、歌が続く限りその上じよう昇しよう幅はばには際限がない。神話で《戦天使》が最強の天使たる所以ゆえんだ。

「拙まずい!?　ただでさえ、強ぇ相手だ！　これ以上強くなられたら、どうしようもなくなる！　早く歌を中断キヤンセルさせるか、ぶっ倒たおすかしねえとッ！」

　そんなグレンを蔑さげすむように流し見て、ルナが眼で語る。

（──どう？　絶望したでしょう？　諦めて降参するなら今のうちよ？）

「……野や郎ろうッ！」

　そして──

　ルナが歌いながら剣を振りかざし、翼つばさをはばたかせる。早くも【賛美歌】の効果が出始めたのか、先程にも増した猛もう烈れつな推進力で、グレンへ突とつ進しんしてくる。

「ちぃいいいいいいい──ッ！　ルミア、すまねえ、頼たのむッ！」

「は、はいッ！」

　ルミアがさらなる《王者の法アルス・マグナ》のアシストをグレンへと送る。

　増ぞう幅ふくする力を感じながら、グレンも突進する。

「うぉおおおおおおおお──ッ！」

　グレンが繰くり出した拳こぶしと。

「─────────ッ！」

　ルナが振り下ろした剣が。

　──真っ向から激げき突とつし、極光と撃音で大気を震しん撼かんさせる。

　大競技場に、天変地異じみた衝しよう撃げきが走るのであった。




「はぁ──ッ！」

　焼やき払はらう。焼き払う。焼き払う。舞まい散る火の粉に、吹ふき荒すさぶ熱風。

　四方八方から津つ波なみのごとく迫せまり来るは、影かげの獣けものの大群。

　それをイヴの振るう炎ほのおが、片かた端はしから焼き払っていく。

　渦うず巻まく炎えん嵐らん、突つき立つ火柱、轟とどろく爆炎、地を走る炎波。

　ありとあらゆる灼しやく熱ねつがイヴの周囲を荒あれ狂くるい、チェイスが放つ影の獣を寄せ付けない。

「ふ──ッ！」

　そんな最中、炎と炎の隙すき間まを縫ぬうように、影走るチェイスがイヴへと肉にく薄はくする。

　二度、三度跳ちよう躍やくし、熱波を飛とび越え、イヴの頭上から襲おそいかかる。

　その手に握にぎられた双剣が、イヴへと容赦なく振るわれる。

　ガギンッ！

　そんな双剣を、イヴが【十字聖火】を交差させ、受け止める。

　片やリーチに優れた長ちよう剣けん、片や短い短たん剣けん。

　近接戦せん闘とうはイヴに圧あつ倒とう的不利──そう思われたが。

「《炎えん帝ていの名に従えよ》」

「──ッ!?」

　イヴが何事かを唱えると、【十字聖火】に宿る炎が、まるで生き物のように動き始める。

　猛もう速度でチェイスの剣を伝い、その腕うでに燃え広がり、チェイスの身体を包み込む──

「ふん、イグナイトに近接戦闘なんて、愚おろかの極みよ？」

「──クッ!?」

　堪たまらずチェイスが飛び下がる。

　今まで、どれだけ炎を喰らっても平然としていたチェイスが、なぜか慌あわてて下がる。

「しっ！」

　すかさず、イヴが【十字聖火】を全身のスナップを利かせて投とう擲てき。

　風斬きり音。闇やみを裂さく紅ぐ蓮れんの銀光。

「──ちぃ──ッ！」

　チェイスが跳躍し、そこの地面に突き立つ【十字聖火】。その短剣に宿る炎が、地面を凄すさまじい速度で舐なめ広がって、チェイスを捉とらえようとする。

　さらに跳とんで下がるチェイス。

　闇の魔ま力りよくを身体から立ち上らせ、身体に引火をした火を消し止める。

　そして、その隙すきに、イヴはその場を移動し、チェイスとの戦いに有利な高所を取って、チェイスを見下ろしている。

「……やっぱりね。おかしいと思ったのよ」

　イヴは腕うで組ぐみし、不敵な笑みを浮うかべていた。

「普ふ通つうの吸きゆう血けつ鬼きと比べたら、大分頑がん丈じようだけど……〝吸血鬼は炎に弱い〟。それは貴方も変わらないのね？　耐たえられるけど、無傷というわけにはいかないようね？」

「…………」

「カラクリは見えたわ。貴方は、吸血鬼の【元素操作】の能力で、自身に触ふれる炎をぎりぎりで押し止めていた。それが貴方の炎に対する無敵の正体。どう？」

「…………」

　チェイスは無言。だが、それは無言の肯こう定ていであった。

「そんな器用で繊せん細さいなことが出来る吸血鬼は、他にいないわ。なるほど、並の魔ま術じゆつ師しじゃ何百発、炎を撃うっても、マトモに貴方へ喰らわせられないでしょうね。でも、残念だったわね……貴方が今、相手している魔術師を誰だれだと思っているの？」

　イヴは指先に炎を宿し、眼下のチェイスへ突きつけて言った。

「紅ロード・焰スカー公レツト──熱と炎に全てを捧げ、極めたイグナイトよ？　こと炎の操作で、私に敵かなうやつなんて、この世に存在しないわ！」

「……なるほど、君は僕にとって相性最悪の相手……天敵というわけか」

　チェイスは苦笑して、焼け焦こげた腕を見下ろした。

　あっという間に傷が再生する吸血鬼の傷が、再生をしていない。

　イヴの【炎えん熱ねつ操作】が、チェイスの【元素操作】に勝ったのだ。

「だが、僕とて真祖──いくら君の攻こう撃げきでも、そう簡単には落ちないよ？」

「そんなことはわかってるわ」

「そして、聞こえるかい？」

　チェイスがそう促うながすと──

　イヴの耳に、歌声が響ひびいてくる。

「……この歌は──まさか、天使エンジエ言語リツク・魔法オラクル【賛美歌】……？」

　イヴがちらりと、フィールドの中央を見やれば。

　ルナが、もの凄すごい速度で四方八方からグレンへ襲いかかり、圧倒していた。

「あの歌を歌っている間、ルナの力は強化され、そして際限なく上昇する」

「……なによそれ、反則じゃない」

「わかるだろう？　時間が経てば経つほど、こちらが有利になるんだ。つまり、僕は焦あせる必要はまったくない。戦力差が決定的になるまで、時間を稼かせぎ続けるだけでいい」

「……ち」

　イヴが舌打ちする。確かに、拙い状じよう況きようだ。

　確かに、イヴはチェイスを抑おさえることができる。

　だが、一いつ瞬しゆんでチェイスを倒しきれる手段が、現状ない以上、長期戦は必至。

　時間が経てば経つほど、不利になる──

　──だが。

「果たして、時間が経つことで有利になるのはどちらかしらね？」

　イヴが、髪かみを優ゆう雅がにかき上げる。

　美しい火の粉が髪からぱっと散って、イヴの横顔を照らし上げる。

「まぁ、いいわ。こっちはこっちでやり合いましょう？　ほら──行くわよ！」

　イヴが呪じゆ文もんを唱え、右手を掲かかげる。

　燃えさかる炎が、渦うずを巻いてイヴの右手に集まっていく。

　ルミアの《王者の法アルス・マグナ》のお陰かげか、今日のイヴは絶好調であった。

（そう、こいつら相手に苦戦することは最初から織り込み済み──だから、この戦いの鍵かぎは、あの子よ）

　イヴはチェイスへ油断なく身構えながら、グレンの戦いを後方で見守るルミアをちらりと流し見る──




　──時間は前後して。

「はぁ!?　お前、《銀の鍵》を使う、だぁ!?」

　大競技場への道中、ルミアが出した提案に、グレンは素すっ頓とん狂きような声を上げていた。

「はい。あの力があれば、必ず先生のお役に立てると思います」

「い、いや……そりゃそうだろうが……だが、あの力は……」

　……危険過ぎる。

　あれは、本来、人間が触れてはいけない力なのだ。

　だが、そんな風に渋しぶるグレンへ、ルミアが凜りんと言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。もう、自分を蔑ないがしろにしたりしません。先生やイヴさんを助けるために……皆みなを助けるために……私は、自分の希望と意志をもって、あの力を使うんです。義務や薄うすっぺらい自己犠ぎ牲せいじゃないんです。もう絶対に間ま違ちがえたりしません」

「…………」

　いつになく、強く自分の意志をぶつけてくるルミアに、グレンは言葉を失う。

「……で？　現実問題、貴女あなたはその《銀の鍵》とやらを使えるの？」

　そんなルミアに、イヴが冷ややかに問う。

「グレンから聞いたけど。随ずい分ぶんと不安定な力じゃなかったっけ？　あの《炎の船》での戦い以来、取り出せないんじゃなかったっけ？」

「……正直に言えば、まだ上手うまく使えません。私の中に《銀の鍵》があることは、確かに感じられるのですが……上手く摑つかむことは出来ません」

「…………」

「ですが、必ず《銀の鍵》を再び引き出してみせます！　使ってみせます！　お願いします、先生！　私が《銀の鍵》を使うことを……どうか許してください！」

「……と、貴方の愛しい教え子は言ってるわよ？」

　イヴが、しかめ面で皮肉げにグレンを流し見る。

　グレンはしばらくの間、まっすぐ自分を見上げてくるルミアの顔を、じっと見下ろして……やがて言った。

「ルミア。俺達は一刻も早く【子守歌】を解かなきゃならねえ。連中をぶっ倒して【子守歌】を止めても、明日の試合開始までに、白しろ猫ねこ達の目が覚めなきゃ意味がねえ。……わかるな？」

「はい」

「お前が《銀の鍵》を取り出す練習とかに時間を取っている暇ひまはまったくねえ。要はぶっつけ本番だ。わかるな？」

「はい」

「つまり──俺は、俺達は、お前に命を預けるわけだ。かなり、不確実であやふやなことを言っているお前にな。……それもわかるな？」

「……はい」

「……それを踏ふまえて。お前はそれでも、自分を信じてくれと言えるか？　《銀の鍵》を制せい御ぎよしてみせると誓ちかえるか？　俺達を背負うと宣言できるか？　どうだ？」

　そんなグレンの厳しい言葉に──

「はいっ！　絶対に、私は《銀の鍵》を制御してみせます！　先生、どうか私を信じてください！　私も──先生の力になりたいんです！」

「…………」

　そんな迷いのない、強い意志を秘めたルミアの言葉を受けて。

　グレンは、しばらく押おし黙だまり──

「ああ、わかった！　俺も信じるぜ！」

　──やがて、にやりと笑って応じるのであった。




「はぁああああああああああ──ッ！」

　チェイスの稲いな妻ずまのような踏み込こみ、流星のような強きよう襲しゆう斬撃──

「──ふっ！」

　──イヴはそれを横飛びにかわし、手をついて側転し、さらに後方宙返りし──

「──《爆》ッ！」

　チェイスの頭上に爆ばく炎えんを叩たたき付ける。

　赤熱する視界、吹ふき荒あれる爆ばく圧あつと熱波──

　ばさばさばさーっ！　と、ローブの裾すそと髪を爆ばく風ふうに靡なびかせながら、イヴは物思う。

（まさか、イグナイトともあろう者が、あんな不確かな、策とも呼べない策に頼たよる羽目になるなんて──世も末だわ！　グレンじゃあるまいし！）

　爆風を左右に割り裂いて飛び込んで来るチェイスを見み据すえ、さらなる呪文を唱える。

（けど──）

　ああ、どうやら。自分も、アホのグレンとあの学院に毒されてしまったらしい。

（──わけがわからないわ。ルミア……あの子の眼。ああ、心の奥底では行けると、信じられると──そう確信している私がいるなんてね──ッ！）

　炸さく裂れつする炎が天に哭なく。耳を劈つんざく大音おん響きよう。

　再三再四、イヴの炎とチェイスの剣けんが、真っ向から激げき突とつするのであった──




「うぉおおおおおおお──ッ！」

「─────ッ！」

　激突、激突、激突──

　グレンの拳こぶしと、ルナの剣が激げき突とつ乱らん舞ぶする。

　刹せつ那なに交わされる無限の応おう酬しゆう。

　剣と拳が喰らい合う度、凄すさまじい衝しよう撃げき音が大気を震ふるわせる。

　だが──

「ぐぅうううううううううう──ッ!?」

　明らかに、グレンが押し負けている──

　一いち撃げきごとに体勢を崩くずし、グレンが後退している──

　ルナの【賛美歌】は続いている。

　これだけ激しい戦いの最中でありながら、まるで途と絶だえる気配はない。

　ゆえに、ルナの力は高まって、高まって、際限なく高まって──

　その身から立ち上る法力は、今やグレンを押し流して、吞のみ込まんとする津つ波なみのごときであった。

（もう勝った！　絶対、勝った！　私に負けはない！）

　確信を持って、ルナが剣を振るう。

　グレンが跳ちよう躍やくでかわす。

　──見えている。

　裏回し蹴けりで、逃のがれるグレンを蹴り飛ばす。

　激げき烈れつに地面をバウンドし、転がっていくグレン。

　それを追って、ルナが翼つばさを羽ばたかせ、滑かつ空くうするようにグレンを追つい撃げき。

　その速度は──最早、神速を超こえた魔ま速。

（どう!?　これが私の力よ!?　弱い人間の貴方がいくら小細工したって、絶対に敵いっこない力！　歴然と存在する絶望的な力の差！）

　ぎりぎりで態勢を立て直すグレン。

　振り下ろされるルナの剣を、転がってかわす。

　──ルナ、刹那に反転追撃。閃ひらめく剣閃、上中下段。

　グレン、かわす、弾はじく、受け流す、大気がひしゃげる音。

　再び、吹き飛とばされ、転がっていくグレン──

（絶望するでしょ!?　どうして、こんなに頑がん張ばっているのにって嫌いやになるでしょ!?　投げたくなるでしょ!?　なのに──なのに──ッ!?）

　グレンが転がる勢いを利用して、素早く立ち上がる。

　最早、全身ボロボロ。

　だが、なおも拳を構える。その目は──まったく死んでいない。

（なんで!?　なんでそんなに戦えるのよぉおおおおおおお──ッ!?）

　その魂たましいの吠ほえ声を歌に変えて、ルナがグレンへ向かって飛ぶ──

（なんで、折れないのよ!?　諦あきらめればいいじゃない！　普ふ通つう、諦めるでしょう!?　なのに、どうして!?　敵わない相手に負けるなんて、別に恥はじでもなんでもない、当たり前のことでしょう!?　なのに、なんで──ッ!?）

　激情をひたすら剣に乗せ、グレンへと叩き付ける、叩き付ける、叩き付ける──

　だが──それでも、グレンは戦い続ける。

　どう考えても勝ち目がない、そんな状じよう況きようにおいて尚なお、戦い続ける──

（一体、なぜ──ッ!?）

　グレンの拳とルナの剣がぶつかり合い、至近距きよ離りで睨にらみ合った時。

　不意に、グレンが言った。

「一人じゃねえからな」

（────ッ!?）

　まるで、ルナの心を見み透すかすように、グレンが不敵に言ったのだ。

「そりゃ、俺一人だったら、こんな詰つんだ状況、とっくに折れてるぜ？　だが、俺は……一人じゃねえんだわ」

（は!?　一人じゃ、ないから──ッ!?）

　不意に、ルナの脳裏に、とある人物の言葉が蘇よみがえる──




　──ルナ＝フレアー。貴女が皆を守れなかったのは、貴女が弱いからです。

　──大きな力を、何かなす力を得るには、代だい償しようがいるのです。

　──守りたければ──覚かく悟ごをもって、孤こ独どくな怪かい物ぶつになりなさい。

　──でなければ──本当の強さは得られません。

　──貴女に人間を辞めてでも、力を得る覚悟はありますかな？




（──ふざけんな、そんなの認められるかぁあああああああああああ──ッ！）

　ルナの横よこ薙なぎ一いつ閃せんが、それを交差させた腕うでで防いだグレンを、吹き飛ばす。

　グレンが防ぼう御ぎよ態勢のまま──十数メトラを押し下げられていく。

　そんなグレンへ、ルナはただの一歩で間合いを消し飛ばし、剣を繰くり出す──

（そんなことで──そんなことで都合良く何かを為なせるならッ！　皆みな、私を置いて逝いったりなんかしないのよ──ッ！）

　渾こん身しんの力を込めて振り下ろされるのは、ここ一番絶大な法力が漲みなぎった剣だ。剣から溢あふれる法力が、世界を白く眩く灼やき──最早、刀身を視認することすら困難だ。

（眼で見なさいッ！　これが天使の力よッ！　貴方達人間が、ひっくり返ったって、敵わない、絶対的で圧あつ倒とう的な力──我が力にひれ伏ふせぇええええええええ──ッ！）

　だが──

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　グレンが魂を燃やすように吠えて──その剣を、頭上で交差させた両拳で受ける。

　──衝撃音。

　壮そう絶ぜつな剣圧が、グレンを叩きのめす。

　剣圧が、グレンの全身を軋きしませる。

　骨の幾いくつかにひびが入り、砕くだけ、内臓に深刻なダメージが突つき抜ぬけていく。

（──どう!?　見た!?　これが私の力よ!?　私が死を乗のり越えて得た力！　……人間に甘んじている貴方あなたじゃ到とう底てい──）

　その時、ルナははっとした。

　交差する剣と腕うで越ごしに真っ直ぐ此方こちらを見据えるグレンの眼──

　なるほど、確かに腕は折れている。

　だが──

（こいつ──まったく、折れてない──ッ!?　なんで!?）

　なんとかしてやる、と思っている眼だ。

　ここさえ凌しのげば必ず勝てる、と思っている眼だ。

　どんな困難があろうとも、最後まで諦めない──不ふ屈くつの信念の眼だ。

（かつて……私が失った、眼だ……）

　なんで、こんな絶望的な状況で、そんな眼をしていられるんだろうか？

　ルナが一いつ瞬しゆん、気圧され、逡しゆん巡じゆんしてしまった……その時だ。

　ぐわ、と。

　グレンが頭を振りかぶって──

「だらぁああああああああああああああああ──ッ!?」

　猛もう烈れつな頭ず突つきを、ルナへと浴びせる。

「──くっ!?」

　その威い力りよくでのけぞり、後方に吹き飛ばされるルナ。

　一瞬、歌が中断キヤンセルされそうになってしまうが、慌あわてて意識を繫つなぎ、歌を再開する。

（こ、この──ッ!?）

「へっ!?　勝負はまだまだこれからだぜ!?」

　そんなルナへ、グレンは不敵な笑いを口元に浮うかべ、猛もう然ぜんと突とつ進しんしていく──




　──そんなグレンの戦いを。

「先生……」

　ルミアは、じっと見つめていた。

　ボロボロに傷ついていくグレンを痛ましく思う。罪悪感を覚える。次の瞬しゆん間かん、何か致ち命めい的てきな負傷がグレンを襲おそわないか、不安で不安で仕方ない。

　だが、それ以上に──ルミアは幸せだった。

（先生が、私を信じてくれている……私を信じて、ああして戦ってくれている……）

　愛する人が、こんなにも自分を信じてくれている──

　こんな幸せなことが他にあるだろうか？

「ありがとうございます……先生……やっぱり、私……先生のことが……」

　溢れる思いを抑おさえ、ルミアは自分自身の心へと向かい合う──




　──私は、〝良い子〟になりたかった。




　そう、ルミアが背負う色んなものが、彼女をそうさせた。

〝いい子〟であらねば、ならなかったのだ。自分を犠ぎ牲せいにして、他者を立てる、誰だれもが認める〝いい子〟であらねばならなかったのだ。

　でも、グレンが言ってくれたのだ。

　もう、〝良い子〟にならなくてもいいんだ、と。

　もっと、我が儘ままでもいいんだ、と。

（あの言葉で……私は救われた……本当に救われたんです……）

　一いつ緒しよに帰ろう、と。

　一緒に考えよう、と。

　グレンは、そうルミアに手をさしのべてくれたのだ──

（私、ずっと考えていました……私が幸せになる方法を……私が生きる道を……）

　誰かのために生きる。

　それは素晴らしいことだって、皆に教えられたから。

　だから、思ったのだ……誰かのために生きようって。

（……まだ、具体的な道はわからない……わからないけど……）

　ルミアは、生徒達のために、全身全ぜん霊れいをもって戦うグレンを改めて見る。誰かのために戦い続ける恩師の背中を見つめ続ける。

　ああ、何て尊い姿なんだろう？

　私が愛してしまった人は、あんなにも泥どろに塗まみれているけど、ちっぽけな人間だけど。

　でも、誰よりも気高くて、眩まぶしくて──

　あの人の力に──なりたい。

　そんな切なる願いや思いが、グレンの背中を見る度に、ルミアの中に集っていくのだ。

（誰かのために生きる……その具体的な道は、まだ何も見えません……）

　それこそ一生かかっても探し続ける命題なのかもしれない。

　だが。

　それでも、今、厳然とはっきりしていることがある。

　それは、噓うそ偽いつわりない心の真実。

（でも、今はただ──先生のために、生きたい！）

　自分の心の奥底を覗のぞき込むように、浚さらうように──強く願う。

（今は──皆のために戦う先生のために、先生が行く道を守るために──私は生きたいんです！　それが、私が私のために生きるということ！）

　そう強く願った瞬間だった。

　正直、予感はしていた。

　まったく根こん拠きよはなかったけど……最初から不思議な確信があった。

　かつて、ナムルスが言ったのだ。

　その〝鍵かぎ〟は魔ま術じゆつより、もっと旧い力。

　魔術が純じゆん粋すいに人の願いを叶かなえるだけであった頃ころの『原初の力』。魔術のように理性と理り屈くつで操るものではなく、願いと本能で操る〝魔ま法ほう〟。

　だから──心の底では、確信していたのだ。

　今の私なら──出来る。

　摑つかめる、と。

　ゆえに──ルミアは自分の心のもっとも深い所で、それを摑んでいた。

「──ッ！」

　胸に手を当てるルミアの手から眩まばゆい銀色の光が溢れ出す。

　溢れ出す、溢れ出す。

　全てを白く、白く、ルミアの世界を白く染め上げていって──




　──その一瞬、ルミアは自分の内なる世界を垣かい間ま見みる。

　それは、いつかどこかで見た光景。

　何もない空の世界で。

　眼前には、無数の鎖くさりで全身を雁がん字搦がらめに縛しばられ、吊つるされている少女。

　彼女は──もう一人のルミア。

『ねぇ……どうして、そんなことを願うの？』

　もう一人のルミアは、哀かなしげに言った。

『私達の願いは……そんなことじゃなかったはずだよ……？』

『ねぇ、考え直して？　私達は、〝あの人〟のために在ったはずだよ？　私達は、自分の身を犠牲にして、〝あの人〟に尽つくさなきゃいけないのに……そういう存在なのに……あなたは〝あの人〟を捨てるの？』

『そんなの……駄だ目めだよ……そんな我が儘……』

　そんなことを、無言で押おし黙だまるルミアへ、訴うつたえてくる。

『ねぇ、もし私の言うことを聞いてくれるなら……私が、もっと大きな力を、あなたに貸してあげるからさ……だから、あなたは、今までのように……』

　もう一人の自分の言っていることは、まるで理解できないが──何か、重要な分ぶん岐き点のような気がした。

　そして、それは、ルミアという存在にとって、何よりも大切なことなのだろうということも、理屈ではなく魂たましいで理解できた。

　だが、ルミアは、そんなもう一人の自分へ、くるりと背を向けて言った──

「ごめんね。私は──私のために、生きる！」

　──そんな我が儘を、強い意志を持って、通す──




「──ッ!?」

　刹せつ那な、彷徨さまよっていたルミアの意識が、帰き還かんする。

　ルミアの掌てのひらの上には──一本の銀色の〝鍵〟が、ふわふわと浮いていた。

「これが──私の〝鍵〟──ッ!?」

　小さい。

　とても、小さい。

　以前見た、剣けんのように大きな《銀の鍵》とは大おお違ちがいだ。

　単純な力も、とても弱い。あの《銀の鍵》には、到とう底てい及およばないとわかる。

　だけど──充分だ。

　きっと、これは──ルミアが自分自身の道を切り拓ひらくための、最強の力なのだから。

　これが、ルミアの力なのだ──

「先生──ッ！」

　ルミアが左掌を前に突き出す。

　それに付き従うように《ルミアの鍵》も動き、掌の前で、その鍵先を前へ向ける。

「──行きます！　今、お助けします！」

　がちゃり。

　掌の前で浮ふ遊ゆうする鍵が、くるりと半回転するのであった。




　キン──空間に鋭するどく響ひびき渡わたる金属音。

（な──ッ!?）

　その時、吹ふき飛ばしたグレンにトドメを刺さそうと翼つばさを広げたルナが、愕がく然ぜんとした。

（か、身体が──動かない!?）

　ルナを含ふくむ空間が、固体化されてしまっている。

　まるで、空間そのものが、瞬しゆん時じに凍こおり付いてしまったかのように──

（何を──何をやったの!?）

　まったく動かない視界の端はしに、一人の少女の姿が小さく映っている。

[image: ]

　少女は掌の前で、一本の小さな鍵をかざしている──

（ま、まさか、空間凍とう結けつ!?　噓うそよ!?　時間と空間を操る魔術は、どこの国でも最高等魔術なのよ!?　それをあんな子が──ッ!?）

　だが──

「甘いわ！　この程度の空間支配でぇえええええええええええ──ッ！」

　ルナは、法力全開で翼を強引に押し広げた。

　全身に漲みなぎる法力を、出し惜おしみなく全解放して、爆ばく発はつ放出。

　四方八方に発散する絶大な法力が、ルミアが固定化した空間を破は壊かいし、破る。

　がっしゃあああああああああんっ！

　硝子ガラスが高らかに割れ砕くだけるような音と共に、解除キヤンセルされる空間凍結。

「く──ッ!?」

　術を破られたフィードバックで、大きくのけぞるルミア。

「残念だったわね！　私は天使よ!?　人間如ごときの力で──ッ！」

　そう、誇ほこらしげに勝利宣言をするルナであったが──

「……へっ！　【賛美歌】を解いたな？」

　そんなルナの下へ、不敵な笑みを浮うかべたグレンが、猛もう然ぜんと突とつ進しんしてきている──

（しまっ──これが狙ねらい!?）

　そう。

　ルミアの空間凍結に搦からめ捕とられた一いつ瞬しゆん、ルナの歌は完全に止まった。

　当然だ、口も動かせなかったのだ。

　天使エンジエ言語リツク・魔法オラクル【賛美歌】は歌い続けている間、常に自己強化効果を発揮し続ける。

　逆に言えば──歌をやめれば、効果は消える。

　今まで上乗せ強化していた力も、失われる。元に戻もどる。

　しかも、この一瞬、ルナはルミアの空間凍結を破るため、全法力を解放・放出してしまった。今、この瞬しゆん間かん、ルナを守る法力は完全枯渇してしまっている──

「くっ!?　Ya, ...ALaLaLa, Lala...」

　ルナが慌あわてて、再び天使エンジエ言語リツク・魔法オラクル【賛美歌】を紡つむごうとするも──

「……甘いぜ」

　グレンが一瞬早く、一枚のアルカナを抜ぬき放はなっている。

　──それは、愚ぐ者しやのアルカナ。

　固有魔術オリジナル【愚者の世界】──その威い、ここに顕けん現げんす──

（なんで!?　口ずさめば、一瞬で効果を発揮する天使エンジエ言語リツク・魔法オラクルが発動しない!?）

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　ルナの動どう揺ようと逡しゆん巡じゆんの刹那に、グレンはルナの間合いへと跳とび込んでいた。

「く──ッ!?」

　がり、と。歯は嚙がみしてルナがグレンを迎むかえ撃うつ。

「負けられない……負けられない負けられない負けられない負けられない！　天使の私が人間の貴方あなたに負けるわけにはいかない──ッ！」

「しゃらくせぇ──ッ！」

「うわぁあああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　全身全ぜん霊れいをもって、剣を振ふり下ろすルナ。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　同じく乾けん坤こん一いつ擲てきの気き迫はくを拳こぶしに乗せ、撃ち込むグレン。

　ルナの振り下ろす剣は、グレンの半身を掠かすめ──

「だぁあああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　グレンの拳がカウンターとなって、ルナの頰ほおを抉えぐるように捉とらえる。

　そして、そのまま──グレンは全力で拳を振り抜いた。

「かは──ッ!?」

　弾はじいたボールのように、ルナが、水平逆方向へかっ飛んでいく。

　手放される聖剣。

　ルナの身体は、何度も地面をバウンドしながら、尚なおも止まらず吹き飛んでいく──

（か、身体が……動かない……ッ!?）

　脳がぐらぐら揺ゆれて、意識が真っ白になっている。

　抗あらがうことができない。息ができない。受け身も取れない。指先一つすら動かせない。

　ただ、ルナは自身を支配する圧あつ倒とう的な物理エネルギーに翻ほん弄ろうされるまま、競技場のフィールドを吹き飛び、転がっていくのであった──




　ざっ！




　そんなルナの身体を受け止めたのは──チェイスであった。

「…………」

　全身が焼やけ焦こげ、無む惨ざんな有様になったチェイスが、ボロボロになったルナの身体を横よこ抱だきに抱かかえ、グレンを真っ直ぐ見み据すえている。

「ち──出てきやがったな、吸きゆう血けつ鬼き！」

　身構えるグレン。

「まったく、ちょこまかと……吸血鬼って本当にタフね。嫌いやになるわ！」

　グレンの右みぎ隣どなりに、手に炎ほのおを宿したイヴが、空から降り立つ。

　今までの激げき闘とうを物語るかのように、その全身から火の粉が輝かがやき散っている。

「……先生！」

　グレンの左ひだり隣どなりに、ルミアも並ぶ。その手に銀色に輝く鍵かぎを携たずさえて。

「………………………」

　チェイスは、そんな三人を油断なく、無言で見据えている。

「……チェ……イス……わ、私の剣を……」

　やがて、意識が朦もう朧ろうとなったルナが、呻うめくように呟つぶやいた。

「……ルナ」

「私は……まだ……戦える……戦わなきゃ……じゃないと……私……何の……何のために……天使になった……のか……ッ!?」

　ルナはチェイスの腕うでから逃のがれようとするも、弱々しく身をよじらせるだけだ。

　そんなルナへ、チェイスは諭さとすように言った。

「もう、いい。もういいんだ、ルナ」

「う、ぅ……」

「本当はわかってるんだろう？　僕達の負けだ。もう、いいんだ、ルナ……」

「駄目よ……やだ、負けてない……そん、なの……負けたら……貴方がぁ……嫌ぁ……」

「…………もう、いいんだ」

　すると、ルナは何かを諦あきらめたように、がっくりと首を落として。

　やがて、憎にく々にくしげに、グレンを睨にらみつける。

「ずるい……ずるいわよ、貴方……ッ！　何よそれ……ッ!?　その赤い魔ま術じゆつ師しに、その変な鍵の子……ッ！　結局、貴方の力じゃないじゃない……ッ!?　貴方は結局、おんぶに抱だっこよ……ッ！　周りに支えられて、いい気になっているだけだわ……ッ！　なんで……なんでよ……なんで、私が、こんな、やつに……ッ!?」

　そんな風に、涙なみだ目めで、ぐずるルナへ。

「……それの何が悪いんだ？」

　グレンが、呆あきれたように言った。

「……え？」

「いや、おんぶに抱っこの何が悪いんだ？　一人で立つことがそんなに重要なのか？　月並みだけど、皆みなで支え合う……それが人間じゃねーのかよ？」

「皆……で……？」

　ルナが呆ほうけたように復唱する。

「……皆……ぁ……ぁ……」

　その時だった。

　ルナが、ボロボロと涙をこぼし始めたのだ──

「……ぁ、ぁあああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　やがて、ルナの吠ほえるような慟どう哭こくが競技場内に響き渡る。

「な、なんだ……？」

「…………」

　さしものグレンやイヴも、そんなルナの号泣に戸と惑まどうしかない。

「……本当に、すまない。君達に迷めい惑わくをかけてしまって」

　すると、泣き喚わめくルナを余よ所そに、チェイスが淡たん々たんと言った。

「気にしないでくれ。こっちの事情だ。君達には一切関係ない」

　チェイスは、自分に縋すがり付きながら泣きじゃくるルナを見下ろす。

「そして、僕達の完敗だ。僕達はこの件から身を退くよ。もう君達には手出ししないと約束する。……虫の良い話だとは思うが、見み逃のがしてくれないか？　もっとも──」

　チェイスは眼を細めて言った。

「──見逃してくれないというなら、この身が灰の一片になるまで抵てい抗こうするだけだけど」

「グレン。手負いと言っても吸血鬼よ。退いてくれるに越こしたことはないわ」

「わぁーってるよ」

　イヴの言葉に、グレンも忌いま々いましげに頷うなずく。

　ああいう鮮せん烈れつな覚かく悟ごを決めた眼をする者を相手するのは、得策じゃない。

「それに……目的は果たしたしな」

　ルナを戦せん闘とう不能に追いやったためであろうか。

　脳内をリフレインしていた【子守歌】が、綺き麗れいさっぱり消えていた。

「…………ありがとう。まだ、そんなに深く【子守歌】はかかってないはず。選手団の皆は、明日の試合開始前には目覚めると思う。君達の栄光と武運を祈いのっているよ」

　最後にそう言い残して。

　ルナを抱えたチェイスが、天高く跳ちよう躍やくする。

　そのまま、もの凄すごい勢いで空を飛んでいき──消えていくのであった。




「ぐすっ……ひっく……チェイス……チェイスぅ……ッ！」

「……わかってる、わかってるさ……」

　深い夜の空の上で。

　ルナを抱きかかえるチェイスが、ルナを宥なだめている。

　ルナは溢あふれる涙のまま、思おもいの丈たけを吐はき出し続ける。

　そんなルナの脳裏に、まるで走そう馬ま燈とうのように浮かぶのは──

　──父親代わりだった、剣けん聖ヨハネス。

　──聖堂騎き士し団随ずい一いちの神速を誇ったシルディン。

　──怪かい力りき無む双そうの兄貴分ギルダー。

　──美人で優しい姉のような人だったシェリル。

　──兄妹同然に育った幼なじみ──チェイス。

　今は懐なつかしい、聖堂騎士団の仲間達。

　天てん涯がい孤こ独どくだったルナにとって、家族同然だった人達──守りたかった大切な人達──

「……皆……なんで……なんで死んじゃったのよぉ……ッ！」

「────ッ！」

　ルナの慟哭に、チェイスが辛つらそうに表情を歪ゆがめる。

「皆……なんで、私を置いて逝いっちゃったのよ……なんで……なんで……ッ!?　ううん、わかってる……ッ！　私が……私が弱かったから……ッ！」

「……ルナ」

「だから、私、天使になったのに……ッ！　弱い私は、人間をやめないと誰だれも守れないから……だから……なのに、なんで……アイツは……グレンは……私……と同じ……なのに……なんで、こうも、アイツと私で……違ちがうのよぉ……ッ!?」

「…………」

「私は一人なのに……ッ！　もう誰もいないのに……ッ！　化け物だから、兵器だから、もう誰も私のことを認めてはくれないのに……ッ！

　でも、アイツは……皆に囲まれて幸せそうで、楽しそうで……ッ！　酷ひどいよ……ズルいよ……ッ！　こんなの……あんまりだよ……ッ！」

「ルナ……大だい丈じよう夫ぶだ。……大丈夫。僕がいるから……偽者だけど……僕がいるから……」

　泣きじゃくるルナ。

　それをあやすように宥めるチェイス。

　人知れぬルナの慟哭が、宵よい闇やみの空に輝く月へ吸い込まれていくのであった──
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「ふぅ……終わった……」

　夜のミラーノを、グレンはルミアと並んで歩きながら、ほっと息を吐いている。

　その後ろを、すまし顔のイヴが、少し離はなれてついて行く。

「しっかし、俺達の戦いって、なんでいつもこうギリギリかねぇ……」

「あははは……」

　うんざりしたようなグレンのぼやきに、ルミアも苦笑いするしかない。

「それにしても、あんな化け物連中に勝てたのは、お前のおかげだ。あんがとな」

「そんな……私なんて……」

　はにかむように謙けん遜そんするルミアに、グレンが続ける。

「しっかし、お前の力……〝銀の鍵〟だっけ？　なんか、以前と大分様変わりしたな？」

「はい。残念ながら、以前の〝銀の鍵〟と比べると、単純な力はかなり劣おとります。でも、〝私の鍵〟は、私の意思で自由に扱あつかえます」

「お前の意思で自由に……か」

　言葉に少しだけ混じるグレンの不安を察したように、ルミアがにっこりと微笑ほほえむ。

「大丈夫ですよ、先生」

　それは、以前まで感じていたような、どこか危うげな笑みとは違う。

　何かを諦めた先にある、悟さとりを開いたような笑みとは違う。

　この子は、もう大丈夫なんだと。

　ちゃんと成長を重ね、もはや、自分の手から離れて歩き出したんだと。

　何よりもそう確信させる笑みであった。

「先生、私、先生を信じています」

　そんなグレンにルミアが言う。

「先生はどうか、先生の信じる道を、歩きたい道を迷わずお進みください。私が……先生の力になりますから。先生をお助けしますから。だから……」

「……あんがとな」

　グレンはそんなルミアの頭に手を乗せ、穏おだやかな笑みを浮うかべるのであった。

「……まぁ、それと」

　そして、明後日あさつての方向を向きながら、グレンが頰ほおをかきながら呟く。

「…………、お前も、一応、ありがとうな、イヴ」

　そんな唐とう突とつなグレンの言葉に。

「！」

　いかにも、〝何よ、こいつら、イチャイチャして。私もいるんだけど？〟みたいに、ジト目の不ふ機き嫌げん顔だったイヴが、目を瞬またたかせる。

「ルミアの力もあったけど、やっぱ今回の一戦、お前がいなけりゃ頭数的にどうしようもなかった……つーか？　まぁ、その点は一応、感謝してるっつーか？　一応？」

「…………」

「なんつーか……やっぱ、お前ってスゲェやつだったんだな……」

　そんなグレンの言葉に、不機嫌顔のイヴの頰にも、ほんの少しだけ赤みが差す。

　そして──

「ふん、別に？　部下の尻しりぬぐいするのは上司の義務でしょう？」

「……ちっ。やっぱ、可愛かわいくねえやつ」

「何よ？」

　そんな、いつも通りの喧けん嘩かじみたやりとりをする二人を。

　ルミアはどこか微笑ましげに、見つめているのであった。




　べしゃっ！

　チェイスの顔に、ワインが激しくかけられる。

「この愚おろか者がッッ！　帝てい国こく代表選手団を脱だつ落らくさせろと命令しただろうがッ！」

　空のワイングラスを床ゆかに叩たたきつけ、烈れつ火かの如ごとく怒おこるのはアーチボルト枢すう機き卿きようだ。

　そのあまりもの激げき憤ふんのためだろうか？　アーチボルトの顔色は、すこぶる悪かった。

「……面目次第もありません」

　その灰色の髪かみを、深紅に染めるに任せ、チェイスが淡々と謝罪する。

「お前……ッ！　何のために、お前のような穢けがらわしい吸きゆう血けつ鬼きを生かしてやっていると思っているんだ!?　この役立たずがぁ……ッ!?」

　と、その時だった。

「──ぐっ!?　うぅ──ッ!?」

　突とつ然ぜん、チェイスが左胸を押さえて、悶もん絶ぜつし始めた。

「ちぇ、チェイス!?」

　ルナが顔色を真っ青にして、心臓を押さえて蹲うずくまるチェイスに駆かけ寄る。

「苦しいか？　苦しいだろう？　どうだい？　君の心臓に撃うち込まれ、最早、決して抜ぬけない《ヨトの釘くぎ》の神しん威いの味は……？」

　見れば、アーチボルトの手には、一本の金かな槌づちが握にぎられていた。その金槌の表面には何らかの聖句が刻まれており、神々しい光を放っていた。

「──が、ぁ、ぁああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　その金槌の輝かがやきに応じるように、チェイスは悶もだえ苦しんでいく。その身体からぶすぶすと焼やけ焦こげたような煙けむりが上がっていく。

「このまま……無能は真っ白な灰にして、滅ほろぼしてやろうか？　ん？」

「ま、待ってください、アーチボルト枢機卿ッ!?」

　すると、ルナが目め尻じりに涙なみだを浮かべて、アーチボルトの足下へ平ひれ伏ふした。

「わ、私が悪いんです！　私があの男を……グレン＝レーダスを甘く見たから！　失敗は私の責任なんです！　私はどうしてくれてもいいから、何でもしますから！　だ、だから……お願いします！　チェイスを殺さないで！　私の最後の家族を殺さないで！　お願いします！　お願いします！」

「る、ル……ナ……ぅ、ぐぅううううう……ッ!?」

　何度も何度も、必死に懇こん願がんするルナ。

　それを止めようとするも、指一本、言葉一つ紡つむげないチェイス。

　そんな二人を、残ざん酷こくな表情で見下ろすアーチボルト枢機卿。

　だが──その時だった。

「……その辺にしときなよ、アーチボルト」

　なんだか、やけに気安い声が、部屋の隅すみから聞こえてきた。

「まだ、その二人にはやって欲しいことがあるんだ……ここで潰つぶすのは得策じゃない」

　山やま高たか帽ぼうを目深く被かぶり、丈たけ長ながのフロックコートを身に纏まとった青年だ。

　部屋の隅の、高級ワインボトルとグラスが置かれたテーブルについている。

　だが、青年がグラスで飲んでいるのはワインではなく、傍はたのピッチャーに注がれている葡ぶ萄どうジュースであった。

　そして、その一角は、夜闇やみのカーテンが色いろ濃こくかかっており……青年の詳しよう細さいな容姿は闇に隠かくれて、判別出来そうになかった。

「おお、我が友よ！」

　アーチボルトが、謎なぞの青年の言葉を受け、両手を広げる。

　途と端たん、金槌に刻まれた聖句の光がふっと消え……

「が、は──ッ！　はぁ、はぁ、はぁ……ッ！」

「ちぇ、チェイス……しっかり……しっかりして！」

　チェイスを蝕むしばむ滅びの苦痛は、ようやくなりを潜ひそめるのであった。

「しかし……友よ。大丈夫なのだろうか？　このままでは計画に支障が……」

「安心しなよ。この程度は〝計算外〟だが、〝想定内〟さ。ましてや──あの男が出張ってくるならね」

　くっくっく、と。闇のカーテンの向こう側で青年が嗤わらう──

「確かに、僕達がことを起こすタイミングはシビアだ。魔ま術じゆつ祭典決勝戦と、首脳会談の開始時間は、ほぼ同時刻予定──他国の立会人達の都合もあり、最早、変へん更こう不可能。

　僕らの目的のためには、首脳会談の場でフューネラル教皇聖下とファイス司教枢機卿を暗殺すると同時に、件くだんの少女を手中に収める必要がある。

　首脳会談より早く、その少女を押さえれば、流石さすがのアリシア七世も首脳会談を断念せざるを得ず、暗殺が実行できない。首脳会談より遅おそく──暗殺後にその少女を押さえようとすれば、今度は随ずい行こうした帝国軍が厳げん戒かい態勢となって、誘ゆう拐かいが非常に困難。

　……そう、狙ねらうべきタイミングは、同時。暗殺と件の少女誘拐はあくまで同時に行わなければならない……速やかに、電でん撃げき的に。ああ、実に厄やつ介かいな話さ」

「そうだ……そのために、僕らは首脳会談が始まる前に、帝国代表選手団を脱落させなければならなかった……なぜなら、大競技場には断絶結界がある。試合中は外部から選手に直接は手が出せないからだ」

「ああ、そうさ。ゆえに、僕達が件の彼女を押さえる計画は、彼女が試合場の外にいることが前提とされている……つまり、帝国代表が決勝まで勝ち進むことになれば、暗殺と同時に誘拐を行うということが、不可能になってしまうんだ……」

「だからこそ、その前に、確実に、帝国選手団を脱落させねばならなかったのに、この役立たず共め……ッ!?」

　怒いかりをぶり返し、アーチボルトが金槌を掲かかげる。

「……や、やめ……ッ!?」

　無意味とわかっていても、ルナは蹲うずくまるチェイスを庇かばうように抱だきしめるしかなくて──

「……はは、大だい丈じよう夫ぶさ。安心しなよ」

　そんな二人を救ったのは、謎の青年であった。

「そう切せつ羽ぱ詰つまらなくてもいい、アーチボルト。実は、もし、帝国代表選手団が決勝戦に進んでも、きちんと件の少女を押さえる方法を、僕はちゃんと考えてあるんだ……」

「ほ、本当なのか!?」

「ああ、本当さ」

　驚きよう愕がくに目を剝むくアーチボルトへ、青年は穏やかに言った。

「僕のことが信用ならないかな？」

「そんなこと、あるはずない！　僕は君に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている！　君の言うことならば、絶対に間ま違ちがいはない！　そうか……そうだったのか、流石だな！　そこの使えない犬共とはわけが違ちがうな！」

　たちまちアーチボルトが上じよう機き嫌げんでまくし立てる。

「そうだ、あの邪じや悪あくなる天の智ち慧え研究会のエレノアの誘さそいに乗り、利用することを決めたのも、君のアドバイス……君の存在があってこそのものだッ！　私と君で、あの忌いま々いましい研究会を出し抜き、全てを……《信しん仰こう兵器》を手にする……そうだな!?」

「ああ、勿もち論ろんだよ。あの邪悪な研究会の連中は鏖みなごろしにすべき……それが正義だからね」

「はははははは！　君は相変わらずだな!?」

「お褒ほめに与あずかり恐きよう悦えつ至し極ごく……だ」

　暗くら闇やみの中で、にぃ……と薄うすら寒さむく微笑ほほえむ青年。愉ゆ快かいそうに嗤うアーチボルト。

　その時、ルナはただただ愕がく然ぜんとしていた。

　このアーチボルトという男……とにかく疑り深く、用心深く、そして、人を信用しないことで有名だ。

　ことを起こす時は、必ず人質を取る。自分達もそうであるように。アーチボルトの周りの側近達は皆みな、大なり小なり何らかの弱みや人質を握られているのだ。

　なのに──アーチボルトの、この青年に対する無限の信頼ぶりはなんだ？

　たまたま意気投合した、と言われてしまえば、それまでなのだが……そのどうにも歪いびつで奇き妙みような関係性に、ルナは得体の知れない恐きよう怖ふ感かんや嫌けん悪お感かんを禁じ得なかった。

（そもそも、こいつ……一体、何者なの!?）

　ルナは、暗闇の向こうでほくそ笑む青年を鋭するどく睨にらみ付ける。

　思えば、ルナにとっての急所である存在、チェイス。

　そのチェイスの心臓に撃ち込まれている〝楔〟──《ヨトの釘》。

　その制御権限を、ルナから奪ったのは、他でもないこの青年だ。

　お陰かげで、ルナはアーチボルトの言いなりにならざるを得なくなってしまった。

（ただの人間に、なんで、そんなことが出来るのよ……ッ!?）

　その青年は、あまりにも得体が知れなすぎた。底が見えなさすぎた。

　その青年の瞳ひとみの奥の深しん淵えんを覗のぞき込めば、まるで此方こちらが搦からめ捕とられ、引きずり込まれる……そんな錯さつ覚かくと恐きよう怖ふすら覚える。人でありながら人を外れたような存在。

（私は一度死んで、力を得る代わりに人を辞めた……人外の怪かい物ぶつとなることを代だい償しように、人に有り得ない絶大なる力を手に入れた……だから、私の方が、こいつより強い。生物の規格として、私はこいつを上回っているのだから）

　それは間違いない。間違いないはずなのだ。

（なのに──なぜ、私はこいつに勝てる気がしないの!?　戦って勝つビジョンがまったく思い浮うかばないの!?）

　チェイスの《ヨトの釘》の有無は関係ない。

　その簡単なことが、なぜか、ルナはちっともイメージ出来ないのだ──

（なんでよ……ッ!?　この男にしろ、グレンにしろ……どうして、私の方が圧あつ倒とう的に強いはずなのに……ッ！　それだけじゃない……なんでこう何もかも、ままならないの……ッ!?　私は守るために、こういう理り不ふ尽じんに抗あらがうために力を手に入れたのにッ！）

　そんなルナの内心を見み透すかすように。

「しょせん、君はただの化け物だ。人間じゃない。なら、僕やあの男グレンの敵じゃないさ」

　青年は、蔑さげすむように、冷ややかに言った。

「ただ強いだけの君なんて弱いよ。正直……僕は、昔の弱い君の方がよっぽど、僕にとって強敵だったと思うね。くっくっく……」

「──ッ!?」

「さて、君達には、もう少し働いてもらいたいんだが……いいかな？」

　そんなルナの焦しよう燥そうや困こん惑わくを知ってか知らずか。

　青年は、穏おだやかに微笑みながら、立ち上がる。

　闇に隠れていたその姿が、燭しよく台だいの火に照らされ、露あらわになる──

「ふっ……動くのか？　ジャティス」

「……ああ。任せてくれ」

　アーチボルトの言葉を受けて、青年──ジャティス＝ロウファンは、薄ら寒く微笑むのであった。

「い、いつまでも、この私が大人しく言うことを聞くとでもッ!?　言っておくけど、私の方が強いのよ……ッ!?　私がその気になれば、貴方達なんて──」

　そんなジャティスへ、ルナが精せい一いつ杯ぱい、嚙かみつくように吠ほえるが。

「ああ、聞くよ？　この状じよう況きようを後、何万回繰くり返しても、君は僕の言うことを聞く。君は最後の心の砦とりでであるチェイスだけは切れない。……〝読んでる〟よ」

　なけなしの虚きよ勢せいと脅おどしも通じない。ルナは、がくりと膝ひざを折るしかない。

　駄だ目めだ、従ってはならない。この青年の言いなりになっては、取り返しのつかないことが起きてしまう。そんな確信があるのに……どうしようもない。

「というわけで、一手打つよ。……大丈夫、大丈夫、悪いようにはしない。僕の言うとおりにしていれば、きっと上手うまくいく……上手くいくさ……くくくく……」

　ジャティスは微笑む。

　そんなルナを見下ろし、嘲あざ笑わらうように微笑み続けるのであった──




　生徒のために戦う、グレン。

　帝てい国こくの未来を憂うれう、アリシア七世。

　虎こ視し眈たん々たんと野心を燃やす、イグナイト卿きよう。

　帝国との和平を望む、ファイス司教枢すう機き卿きようと教皇フューネラル。

　そんな彼らを狙う殺意と悪意、アーチボルト枢機卿。

　暗あん躍やくする天の智慧研究会の外道魔ま術じゆつ師し、エレノア。

　首輪をつけられ、自由を奪うばわれた、ルナとチェイス。

　そして──ジャティス。

　今、様々な意思と思おも惑わくが複雑に絡み合い、一つの絵図面に向けて収束する。




　それが、どのような絵え柄がらを描えがき出すのか？　最後に笑うのは一体、誰だれか？

　それは、神のみぞ知るのであった──
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　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』十五巻、刊行の運びとなりました。

　ついに、十五巻！　第一巻を書いている頃は、まさかここまで来ることになるとは思いもよりませんでした（実際、五、六冊くらいで話がまとまる予定でした）。

　それというのも、支えてくれる編集部や担当様、いつも素敵な絵を提供してくださっているイラストレーターの三み嶋しまくろね様のご尽力の賜たま物ものでしょう。

　そして、何よりもこの話をずっと支持してくださっている読者の皆みな様さまのおかげです。

　毎度、同じことを言っている気もしますが、構いません！　何度だって言います！

　皆様、本当にいつもありがとうございます！




　さて、今回の十五巻についてなんですが……いやぁ、どんどん話がデカくなるなぁ！

　いや、ちゃんと、元々こういう展開にするつもりだったんですけど。

　舞ぶ台たいはついに世界へ！　グレン達は大いなる時代の流れへと巻き込まれていきます。

　今回は、その前ぜん哨しよう戦せんという感じでしょうか。今まで、各方面へ野の放ほう図ずに広がってきた話が一気に収束に向かい始めた……今回執しつ筆ぴつしていて、そんなことを感じました。




　それはともかく。

　やっぱ、世界大会ってのは、書いていて燃えますね。実に楽しい。

　一度はライバル同士だった連中が手を取り合って、一つ上の世界を舞台に戦うのは、最も早はや、お約束！　何度使い古されようが、わくわく感を覚えさせてくれる最強の王道構造だと思います。

　だって、ジャン○漫まん画がだって、何度、同じことやってると思っているんですか？　まったく……キャ○テン翼つばさといい、アイ○─ルド２１といい、飽あきないんですか？

　飽きるわけがないでしょう!?

　だから、羊は書く！　見たことあるとか、パクリとか、食傷気味とかそんなん知らぬ！

　書きたいから書くんじゃぁあああああああああああああああああああああーーっ！




　こほん。

　さて、最近、ロクでなしを書いてて思うのは、やはり『変化』ですね。

　各キャラクター達の変化と成長。これはもともとロクでなしという話のテーマの一つであって、システィーナも、ルミアも、リィエルも、セリカも、イヴも、アルベルトも、主要キャラクター達は、話が進むごとに少しずつ変化と成長をしていく……そのように描えがいてきたつもりです。

　それは作者の贔屓ひいき目もあるかもしれませんが、やはり、主人公のグレンというキャラクターの存在あってのことだと思います。

　それでは、グレンはどうでしょうか？　以前と比べて前向きにはなりつつも、まだ過去の夢に決着をつけきれないグレンはどうなるのでしょうか？

　ひょっとしたら、彼自身、何かに向き合う時が近づいているのかもしれません。




　終着点は見えてきました。でも、まだまだこの話は続くと思います。

　それまで、どうか皆様、ロクでなしという物語を、グレン達の行く末を暖かく見守っていただければ幸いです。

　どうかよろしくお願いします。


羊太郎
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